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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　薄うすく朝あさ靄もやのたちこめる早朝、馥ふく郁いくたる薔ば薇らの香かに包まれた花はな園ぞのにその人ひと影かげはあった。

「──そう。いよいよあの子たちが、表おもて舞ぶ台たいに……」

　パチリ──という音に続いて、静かな、それでいて色のない声が落ちる。

　はい、という応いらえは、靄にまぎれるようにして、背後から密ひそやかに返った。

「彼の披ひ露ろうも兼かねて、夜会が」

　催もよおされるとのこと、と続くはずだった言葉は、バチンッと一ひと際きわ高く鳴った音に遮さえぎられる。

「……ああ、いけない」

　陛下にお持ちする薔薇が、と嘆たん息そく混じりの呟つぶやきのあと、再びパチリと響ひびく。

「夜会が開かれるのね。──それで？」

「──例の件、お力を拝借願えれば、と」

　なにごともなかったように先を促うながされ、すこしの間を置いて一層低くなった声こわ音ねが懇こん請せいした。

「そうね」

　気負いのないあいづちに、また一つパチリと音がする。

「かわいいあの子のため──なにより、この国のためだもの」

「ありがとうございます」

　そうして二、三やりとりが交かわされ、「これくらいかしら」と鋏はさみの音が止やんだ。

「どう？」

「よろしいかと存じます」

「そう？　ふふ……喜んでくださるかしら」

　むせ返るような芳ほう香こうを放つ薔薇へ埋うずめるように伏ふせられた顔が、「そういえば」とふとうしろを振ふり返った。

「あの方にお変わりはないかしら？　最近は手紙のやりとりばかりで、お会いできなくて残念だわ」

「はい、つつがなくおすごしです。あのお方もお会いしたいとおっしゃっておいででした」

「そうね。でも、もうすこしすればその機会もあるでしょう」

　楽しみだわ、と柔やわらかに微笑ほほえむと、左ひだり腕うでに薔薇を抱かかえた人影は、靄の晴れはじめた花園に背をむけた。そのうしろへ、黒い髪かみをなびかせたもうひとつの気配が影かげのようにつき従う。

　やがて、人気のなくなった花園へと射さしこんだ朝日が、景色を色いろ鮮あざやかに映しだす。

　さんざめく光の中、花だけが切り落とされた薔薇が一つ、赤く地面に転がっていた。
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　リリアーヌは足早に廊ろう下かを歩いていた。

　左手には愛用の剣けんを握にぎり、右にはカッカッと軽けい妙みような爪つめ音おとをたてながらつき従う銀色の狼おおかみの姿があった。

『エドワール』が王の庶しよ子しとして召しよう喚かんを受け、王自らが我が子と認めた、あの日から十日余り──ようやく叶かなった銀ぎん狼ろう騎き士し団だん団長との面会に、リリアーヌは高こう揚ようする気持ちを抑おさえきれないでいた。

「どんな人なんだろう」

　銀狼騎士団と言えば、王の近衛である金きん獅じ子し騎士団と並び、王以外の王族の警護を請うけ負おう精せい鋭えいだ。

　金獅子の団長は、怪け我がを負う前は剣けん豪ごうとして名高かった、リリアーヌの父親である黒こく鷹よう騎士団団長と並ならび称しようされたほどであると聞く。だとしたら、銀狼の団長もまた一ひと角かどの騎士に違いない。

　──王子の頼たのみとはいえ、わたしのことをひき受けてくれるくらいだもの。懐ふところの深い、常識に縛しばられないで物事を捉とらえることができる人、なんだろうな。

　そんな人のおめがねに自分は適かなうだろうか、と考えると自然表情がひき締しまる。

「ほんとはもっと早く挨あい拶さつにでむくべきだったんだけど」

　目まぐるしくすぎていった王都での日々を思いだし、リリアーヌは息をついた。

「……そういえば、グランフォーレを離はなれてから、まだふた月もたってないんだ」

　本来、いろんな意味で王宮ここにはいるはずのない、フォルスと名付けられた狼を見下ろして、自分がここにいる不思議を思う。同時にそれは、彼女の胸の奥を鈍にぶく軋きしませた。

「──アルベール……」

　王領グランフォーレにおいて国境を護まもる黒鷹騎士団の副団長にして、自分の師であり──恋こい人びとでもあった彼は、今、どこにいるのだろうか？

　最後の時に摑つかまれた手へ、リリアーヌはそっと指を這はわせた。血に濡ぬれた感かん触しよくがまざまざと甦よみがえり、小さく肩かたを震ふるわせる。

　──あの深手で、そんな遠くまで逃にげられるわけがない……

　にもかかわらず、彼の行方ゆくえはようとして知れない。

　一度は想おもいをよせた相手だ。簡単には割りきれない不器用な心は、それが無事な証あかしだと密かに安あん堵どしていた。一方で、騎士としての己おのれは、日に日に警けい戒かいを強めていた。

　あの怪我でなんの手がかりもないということは、だれかが彼を匿かくまっているということだ。そのだれかが隣りん国ごくオルデンの手の者だという可能性は、高い。

　──彼が、オルデン側の人間だったなんて。

　思いだしてしまえば、悔くやしさと悲しさがないまぜになり、言葉にならない感情がこみあげてくるのに、リリアーヌはきつく唇くちびるをひき結んだ。

　すべては、突とつ然ぜんだった。

　グランフォーレの隣となりを所領とするフェルディナン辺境伯の息子むすこが、実は跡あと継つぎのいない現ロワール国王の庶子だったと知らされたのも寝ね耳みみに水みずなら、護るべき王子である『エドワール』をアルベールが亡き者にしようと企くわだてたのを──彼の裏切りを知ったのもまた、ふいの出来事だった。

　そのあと、黒鷹の名を汚けがさせはしないとアルベールの企たくらみを阻そ止しすべく、『エドワール』の義弟であるレオンとともに彼を警護して王宮を目指し、その道程においてアルベールがオルデンの間かん諜ちようだったことをも知ることになったのだ。

　──……ま、それで言えば、レオンが『エドワールさま』だったっていうのにも、大たい概がい驚おどろかされたけどね。

　つられて思いだされた事こと柄がらに、リリアーヌはふっと口元を緩ゆるめた。

　度たび重なる妨ぼう害がいをのりきって王宮にたどりついてみれば、『エドワール』として名乗りをあげたのが辺境伯の実子であるはずのレオンだったのだ。彼らもまた、敵の目を欺あざむくため入れ替かわっていたというのだから、今思うと、ひと月半前の自分は知らないことだらけだった。

「たったひと月半なのに……すごく前のことみたい」

　それくらい、環かん境きようも、立場もなにもかもが変わってしまった。

　しみじみとそう実感していたリリアーヌは、はたと我に返った。

「いけない、急がなきゃ！」

　のんびり物思いに浸ひたっている場合ではなかったのだ。

『エドワール』を王宮に送り届けたあともグランフォーレに戻もどらずここに留まったのは、レオンから傍そばにあることを求められたからだ。銀狼騎士団の準団員という立場を用意してまで自分の力を望まれたのである。騎士を目指す人間が、どうして断れようか。

　とはいえ、「はい」の返事ひとつですむ問題ではない。

　王宮に滞たい在ざいするための手続きや準備、加えて旅の道中に起きたあれこれの調査や処理で駆かけ回るはめになり、今の今まで肝かん心じんの銀狼騎士団への挨拶が後回しになってしまっていた。

　辞令はすでにでているが、これをもって正式な入団──準団員のため、正式とは言えないかもしれないが──となるのだ。相手も忙いそがしい身、やっと都合のついた時間をむだにするわけにはいかない。

　リリアーヌは空いた右手で軽く頰ほおを叩たたき、奥の扉とびらを見み据すえた。

「──よし」

　フォルスいこう、とあちこちからよこされる物もの珍めずらしげな視線にも動じず廊下を進むと、扉の前に立つ。

　ひとつ深呼吸をして、リリアーヌは扉をノックした。高鳴る心臓をなだめつつ耳をすますと、「はい」と応こたえが返る。

「リリアーヌ・ブノワ、参りました」

　上うわ擦ずりそうになる声を抑えてあげた名乗りに、今度は間かん髪はつをいれずに「はいりなさい」と聞こえてくる。

　いよいよだ、と剣を握る手に力がこもるのを感じながら、リリアーヌは緊きん張ちようした面おも持もちでノブに手をかけた。

「失礼いたしま……す」

　開けた扉から踏ふみこんだ足が、止まる。

　眼前に広がった光景に思わず目を疑ったリリアーヌの足元を、一足先にフォルスがすり抜ぬけていった。

「なにをしているんです？　早くはいりなさい」

「え!?　あ、はい。失礼、しました」

　茫ぼう然ぜんと立ちつくしていたところへかかった冷ややかな声こわ音ねに、慌あわてて中へはいる。扉を閉め、正面にむき直ったところで、リリアーヌは改めてそこにあるものを見つめた。

　──……ここって、銀狼騎士団の団長室……よね？

　だとしたら、あれはなんなのだろう？

　部屋の正面の壁かべには、青地に銀で銀狼騎士団の紋もん章しようが刻まれた旗が掲かかげられている。その前に重じゆう厚こうな机が据すえられた配置は、父の執しつ務むの場でもあった黒鷹騎士団の団長室と同じだ。

　問題は、そこにあるものだった。

　飴あめ色いろの光こう沢たくを放つ執務机に、どんとのせられた長ちよう靴か。布張りのこれまた立派な造りの椅い子すに、半ばずり落ちる形で預けられた身体からだ。着き崩くずした制服を纏まとった腕うでは頭のうしろへと回され、顔には明かりを遮さえぎるように帽ぼう子しがのせられていた。

　つまり──机に足を投げだして、椅子の上で眠ねむっているのだ。

　──たしかにあんな大きい身体じゃ、あの椅子は窮きゆう屈くつかもしれないけど……、じゃなくて！

　現実逃とう避ひのように考えたリリアーヌは、軽く頭を振ふって、目の前の人物を凝ぎよう視しした。

「……まさか、これが」

「団長。あなたもいい加減に起きてください」

　信じられない思いで口の中で呟つぶやいた時、机の傍かたわらに立った青年が、その『まさか』を肯こう定ていする言葉を発した。愕がく然ぜんと目を見開いたリリアーヌをよそに、声をかけられたそれは、

「……ん？　ぉお」

　返事なのか呻うめきなのかわからない声をあげると、帽子をとりあげがてら椅子の上で大きく伸のびをした。

「あー、いまいち寝ねた気がしねえなぁ……お？」

　ぼやきながら机から足をおろし、ぐるりと首を回したところで、男ははじめて気づいたようにこちらに青灰色の瞳ひとみをむけた。

　歳は三十をいくつかすぎたあたりだろうか。がっしりした厚い身体つきは、さすが騎き士しと思えるものだったが、ほかがそれを台無しにしていた。

　灰みがかった明るい茶色の髪かみは刈かりこまれるでも、なでつけられるでもなくぼさぼさの上、締められているはずのタイは見あたらない。ウェストコートの釦ぼたんはすべてはずされ、シャツの釦もまた上からいくつかがはずされていた。栄はえある銀狼騎士団の制服が、見みる影かげもない。

　ただただ啞あ然ぜんと団長と呼ばれた男を見ていたリリアーヌに、彼は首を傾かしげると傍らへと視線を移した。

「だれ？」

「準団員のリリアーヌ・ブノワです。挨拶にくると言ってあったはずですが」

「あ、あー！」

　呆あきれるでもなく淡たん々たんと答えた青年に、男は思いだしたとばかりに手を打った。こちらへむき直り様に立ちあがると、にかっと笑いかけてくる。

「おまえさんがクロードどのの娘むすめか」

「──は、い。クロード・ブノワの娘、リリアーヌ・ブノワです。精せい一いつ杯ぱい努めてまいりますので、よろしくお願いいたします」

　呼びかけに、リリアーヌははたと意をとり戻すと、机の前まで進みでて姿勢を正した。どこかぎこちなさの残る挨あい拶さつに、男はうんうんと頷うなずいた。

「二人の息子に加えて娘もとは、クロードどののとこは揃そろって優ゆう秀しゆうだ」

「そのようなことは……」

　一いつ瞬しゆん嫌いやみかと勘かんぐるが、表情にはなんの含ふくみもない。本心なのか、よほどの食わせ者なのか計りかねていると、ぬっと太い腕が突つきだされた。

「オレが銀狼騎士団の団長のギー・ギュスターヴ・バダンテールだ。ギーとでも呼んでくれ」

　よろしくな、と気軽く求められた握あく手しゆに、リリアーヌは躊躇ためらいがちに手を握にぎり返した。ごつごつした固い手は、間ま違ちがいなく剣けんを握る者のそれだが……名乗られてなお、信じがたい自分がいた。

　彼のまとう雰ふん囲い気きに、威いというか覇は気きがないのだ。やる気を感じるどころか、気怠げですらある。

「こっちが副団長のリオネルだ」

「リオネル・ル・コントです」
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　ギーが傍らの青年へ顎あごをしゃくれば、リオネルは表情ひとつ変えず、名だけを告げた。

　ギーとは対照的に黒こつ褐かつ色しよくの髪をきっちりとなでつけ、制服にも一糸の乱れもない。

「……はじめまして。よろしく、お願いします」

　感情の色のない冷めた鳶とび色いろの瞳が、挨拶を返したリリアーヌを映し、軽く頷いた。

「よし。じゃ、ま、わからんことがあったら適当に聞いてやってくれ」

　以上で話は終わりとばかりに、どかりと椅子へ座り直したギーに、思わずその顔を凝視する。

「ん？　なんだ？」

「え……あの、終わり、ですか？」

「聞きたいことでもあるのか？」

　戸と惑まどいながら聞き返せば、逆に不思議そうな表情をされる。

「その、役目についてだとか」

「任命書を見たろ？　おまえさんの仕事は、エドワール殿でん下かの護衛。以上だ」

　それ以外なにを聞くことがあると言わんばかりだ。リリアーヌは慌てて言葉を継ついだ。

「殿下の護衛はわたしだけではないはずです。その方々のことや団の規約を、」

「あー、そーゆー細かいことは、こいつに聞いてくれ」

　確かく認にんしておくべきことをあげようとした矢先、遮られ、ひらひらと片手を振られる。あまりのことに啞然としていると、ギーは「あ、そうだ」と机の上に頰ほお杖づえをつきながら、リリアーヌの足元へと目線を落とした。

「殿下から聞いてると思うが、そいつにも本ほん殿でん以外の立ち入り許可はでてる」

　なるほど賢かしこいもんだ、とリリアーヌにぴたりとより添そって座るフォルスに、ギーはさきほどと同じ笑えみを浮うかべた。

「銀狼騎士団に、本物の銀色の狼おおかみなんて箔はくがつくじゃねえか。ま、がんばれよ」

　今度こそ話は終わったと、ギーは上体を起こすと椅子にもたれかかって寝る体勢にはいる。リオネルもやれやれと言うように嘆たん息そくしただけで、咎とがめようとはしない。

　そんな上官たちの様子に言葉もなかったリリアーヌは、握った拳こぶしを戦慄わななかせると、

「──失礼しました」

　低く言い置いて、くるりと踵きびすを返した。




　バタン！　と怒いかりもあらわに閉められた扉に、ギーは閉じていた左目を薄うすく開けた。

「おーおー、元気だねぇ」

　くくっと喉のどを震ふるわせた上司に、リオネルが静かに視線を落とした。

「クロード団長とはだいぶ違ちがうでしょうから」

「そりゃあ、しょーがねえ。よそはよそ、うちはうち、だ。──で？　あっちの方は」

「専属の方には話はとおしました」

「りょーかい。あとはこっちの調整か」

　やれやれ、とぐっと伸ばした両りよう腕うでを頭のうしろで組み、

「困った方たちばかりで、頭が痛いね」

　言葉とは裏腹に欠伸あくびを嚙かみ殺すと、ギーは再び瞼まぶたを落とした。
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「なんなの、あれ！」

　いらだち任せにパンをちぎると、口の中に放りこむ。親の敵でもとるかのような顔つきで食べ進めるリリアーヌを、二人の人物が見つめていた。

「そう怒おこらないの。そんな食べ方してたら身体によくないって」

　そう、緑青の瞳に苦く笑しようを滲にじませるのは、長い赤毛をうしろでひとつに束ねた青年だった。それに頷きつつ、無言でリリアーヌに杯さかずきをさしだしたのは、同じく緑青のまなざしに、こちらは短く刈りこんだ赤毛の青年だ。

　顔立ちはよく似ているのに、受ける印象はまったく違う。人好きのする笑みを浮かべている前者を軟なん派ぱと言うのがしっくりくるなら、無表情と言っていいほど表情が動かない後者は硬こう派はと言うべきだろう。

　そんな似ているようでまるで似つかない二人は、リリアーヌの双ふた子ごの兄たちだった。

「……だって、セドリック兄さま」

　ありがとうパトリック兄さま、と受けとった杯に口をつけながら、リリアーヌは思いだしたように眉まゆ根ねをよせた。

「あんな人が団長だなんて、信じられない」

　さすがに声は落としているものの、滲む憤いきどおりは抑おさえきれない。

　──たしかに、見ようによっては『懐ふところの深い、常識に縛しばられない人』だったけどね！

　だがあれは、懐が深いというよりいい加減で、常識に縛られないというより常識がないだけだ。

　あんな人だったからこそ、自分がすんなり受けいれられたのだと思うと、なおさら悔くやしく、腹立たしかった。

　──そりゃ、わたしだって実力が認められただなんて思ってないし、殿下の口くち添ぞえがあってこその立場だってわかってるけど。

　憧あこがれを抱いだいていた分、落らく胆たんも大きかった。

　セドリックは妹の様子に苦笑を深めた。

「まあ、おまえはある意味、注目され慣れてるからねぇ。気づかなくても、しょうがないか」

「どういう意味？」

　ぐるりとあたりを見回した長ちよう兄けいに、リリアーヌは首を傾かしげた。

　三人がいるのは王宮で働く者たちのための食堂だった。騎き士しや兵、侍じ女じよや侍じ従じゆう、はては下級官かん吏りまでもが集つどうのだ。交こう替たいで食事をとりにきているとはいえ、もともとの数が多いだけに食堂は人でごった返していた。

　さきほどから衆目にさらされているのには気づいていたが、そもそも兄たちが──特にセドリックが──人目を集めるのだ。なにより、王宮で今一番の注目の的である『エドワール王子』の護衛に、前例のない女性がついているとあれば、だれしも興味を抱いて当然だろう。

　セドリックの言うように好こう奇きの目をむけられるのは慣れているため、気にしないようにしていたのだが、意味深な物言いはさすがにひっかかった。

「おまえは知らないだろうけど」

「セドリック」

　リリアーヌの疑問を受けて口を開いたセドリックを、今まで一言も発しなかったパトリックが遮さえぎった。言うな、と言うように鋭するどくなった緑青の眼光に、だがセドリックは気に留めた風もなく肩かたを竦すくめた。

「オレが言わなくたって、遅おそかれ早はやかれ耳にはいることでしょ」

「なに？」

　兄たちのやりとりに眉み間けんの皺しわを深めて二人を交こう互ごに見やると、パトリックが溜ため息いきを落とした。それを合図に、セドリックがぐっとこちらへと身をのりだしてくる。

「──銀狼騎士団には、公然と囁ささやかれてる二つ名があるんだ」

「二つ名……？」

「そう。──『騎士の墓場』ってね」

「なっ、墓場、て……」

　耳に届いた、周囲の喧けん騒そうにまぎれてしまうほど低められた声に、リリアーヌはぎょっとする。聞き間ま違ちがいかと兄を見つめ返すが、こちらをうかがう顔つきが誤りでもなんでもないことを告げていた。

　二の句が継げなくなったリリアーヌに、セドリックは軽く頷うなずくと、身を起こし椅い子すへともたれかかった。

「銀狼騎士団は、陛下以外の王族の方の近衛だ。けど、今は王おう妃ひさま以外には護衛対象者がおられない。しかも、王妃さまはめったに出歩かれない上、お気にいりの者しか傍そばにはつかせないからね。お部屋近辺の警護はあるにしても、ほとんど機能してないも同然の組織なのさ」

「……それは、金獅子も同じことじゃ」

　無礼は承知で、口を挟はさまずにはおれなかった。

　現国王アンリ二世は病に伏ふしており、公おおやけの場にでるどころか、執しつ務むもままならないと聞く。出歩かないことにかけては、王妃の比ではないはずだ。

「ほんとにそう思ってる？」

　だが、静かに問い直され、リリアーヌは小さく息をつめたあと、悄しよう然ぜんと頭かぶりを振ふった。

　今でこそレオンがいるが、それまで王家の直系はアンリ二世ただ一人だったのだ。かけがえのない身をお護まもりするのに、いい加減なことは許されない。

　わかってたことなのに、と自身のいたらなさに肩を落とせば、ぽんぽんと柔やわらかに頭をなでる手があった。横を見ると、気き遣づかうようにわずかに眉まゆをさげた次じ兄けいの姿があった。

「パトリック兄さま……」

　そんな弟妹にやれやれと苦笑すると、セドリックは先を続けた。

「そもそも銀狼は王族の近衛っていう任務上、陛下ただ一人のための金獅子より人数が多いんだ。そこへもってきて、今の事情だろ？　そうなると自然と使える人間は金獅子へ、ほかは銀狼へって流れになったって話だよ」

　黒鷹のような辺境騎士団とは違い、中央の騎士は貴族の子し弟ていばかりだ。

　彼らがすべて高い志を持っているかといえば、そうではない。継つぐ家か督とくもなく、箔はく付づけのために騎士になった貴族の次男や三男など、名ばかり立派で実力のない者や、癖くせのある者もいる。

　逆に、栄達のためには騎士になるより道のない没ぼつ落らく貴族などもいる。

　そうした者たちが吹ふきだまりのように集まったのが、今の銀狼騎士団なのだという。

「で、いつからか『墓場』だなんて揶や揄ゆされるようになったってわけ」

「……だが、騎士と呼ぶのもおこがましい連中ばかりじゃない」

　説明を終えたセドリックに、パトリックが渋じゆう面めんでつけ足す。

　ようは家いえ柄がらや権力闘とう争そうのために不ふ遇ぐうをかこつ者たちもいるということだろう。

　とはいえ、団長や副団長がああだというのは、まぎれもない事実だ。そして──

「──そういうとこだから、わたしがはいれたってことに、変わりはないよね」

　王子の口くち利ききとはいえ、騎士団本来の姿であれば、受けいれてはもらえなかっただろう。

　銀狼騎士団の実態に対する驚おどろきに薄うすれていた悔しさが甦よみがえり、リリアーヌは膝ひざの上でぎゅっと両手を握にぎりこんだ。

「わたしが注目されてるのは、女だからってことに加えて……銀狼も落ちるところまで落ちたって、嗤わらわれてるってこと？」

「そんな風に思われてるかは、まあ置いといて。目新しい見せ物だと思われてるのはたしかだろうねぇ」

「見せ物……」

　それが、ただでさえ興きよう味み津しん々しんの王子の護衛なのだ。さぞかし、話題には事欠かないことだろう。

　今ならレオンが『ここは敵地だ』と言った意味がよくわかる。

　敵は、彼を蹴け落おとそうとする、もしくは利用しようとする貴族ばかりではない。王宮ここにいるだれもが自分たちを──彼を量っている。自分の評価が、彼への評価に繫つながってしまうのだ。

「まあ、それで腐くさるのかがんばるのかは、リリアーヌ、おまえ次し第だいでしょ」

　軽い口調とは裏腹に、セドリックの目は真しん剣けんそのものだった。黒鷹の名を背負って金獅子にきた彼らだからこそ、妹が置かれた立場をよくわかっているのだ。

「……そんなの、決まってる」

　リリアーヌは力強く顎あごをひいた。

　自分のために銀狼の名をさらに貶おとしめるのもごめんだが、自分のせいでレオンが侮あなどられるなどあってはならない。

　団長ではないが、余計なことは考えず、自分の仕事に力をつくすのみだ。

　そんな妹の姿にセドリックはふっと相好を崩くずすと、テーブル越ごしに腕うでを伸のばしてきた。新たに決意を滲にじませるリリアーヌの頭を手て荒あらくなでる。

「ちょっ、兄さま！」

「ま、銀狼の団長も騎士としての腕はたしかだからさ」

「でなければ、前団長から選ばれるわけがない」

　髪かみをかき乱され、抗こう議ぎの声をあげたリリアーヌに、セドリックが笑いながら言えば、聞き役に徹てつしていたパトリックもまたあいづちを打つ。

　自分で見み極きわめろ──兄たちから言外に告げられたそれに、不信感を拭ぬぐえないながらも頷く。感情に目を曇くもらせていては見えるものも見えないのは、嫌いやというほど身に染しみていた。

　ちらりと胸をよぎった紫むらさき色いろの輝かがやきを、セドリックの手から逃のがれるふりで頭を振って払はらう。

　そして、今の兄たちの言葉を聞いて思いだした事こと柄がらに、リリアーヌは「そういえば」と躊躇ためらいがちに口を開いた。

「……黒鷹の新しい団長って、どうなったの？」

　現黒鷹騎き士し団だん団長であるリリアーヌたちの父は、団から造反者をだした責任をとり、団長職を辞することが決まっている。本来なら、代々団長兼けんグランフォーレの領主代理を務めてきたブノワ男だん爵しやく家がとり潰つぶされるほどの事件だが、レオンのおかげでその程度の咎とがめですんだのだ。

　それは重々理解しているものの、やはり父親以外の人物が黒鷹を率いるとなると複雑な思いを抱いだかずにはいられない。

　二人の兄も思うところがあるのだろう。束つかの間、沈ちん黙もくが落ちたあと「あぁ、うん」とセドリックが気をとり直すように笑えみを浮うかべた。

「金獅子の方から、古参の騎士をだすことになったよ。団長や副団長に次ぐ経験と実力の持ち主だし、父上とも面識があるからね。あの方ならうまくまとめてくださる」

「そっか……」

「そんな顔しないの」

　兄たちを前に隠かくしきれない寂さびしさで呟つぶやけば、苦く笑しようが返った。

「父上だって領主代理としてはグランフォーレに留とどまるんだし、あそこがオレたちの『家』なのは変わらないんだから」

「……うん、そうだね」

　リリアーヌはとりつくろうように笑顔を作ると、ことさら明るい声をだした。

「その方は、グランフォーレにはいつむかわれるの？　その前にご挨あい拶さつができたらいいんだけど」

　リリアーヌたちの父は国王への報告や各方面との合議を終え、二日ほど前、早々に王都オレリアを旅立っていた。

　団長を辞することになるとはいえ、新たな団長が即そつ刻こく派は遣けんされるわけではない。できるかぎり急ぐとしても、現在の役目のひき継つぎや手続き等もある。

　かといって、長くグランフォーレを空けておくわけにもいかなかった。

　信しん頼らいできる人物にあとを任せてあるものの、アルベールたちの離り反はんでただでさえ混乱しているのだ。王位の後こう継けい者しや候補にオルデンの王子がいる以上、不用意に争いを仕し掛かけてくることはないだろうが、不測の事態に備えて騎き士し団だんのたて直しを急ぐ必要がある。

　結果、ひとまず父クロードが戻もどることになったのだ。

「まだ、正式にいつとは決まってないみたいだけど、近いうちだろうね。その前に会いたいって言ってたことは、伝えとくよ。さしあたって今は──」

「──殿でん下かの方はいいのか？」

「そうそ。ずいぶんのんびりしているけど、大だい丈じよう夫ぶなわけ？」

　セドリックの言葉をひき継ぐようにパトリックが口を挟はさめば、セドリックが得たりとばかりに頷うなずく。

　まるで性質の正反対な二人だが、こういう息がぴったりなところはさすがに双ふた子ごだ。呆あきれるやら感心するやらで、リリアーヌは壁かべ際ぎわに据すえられた時計へと目をやった。

「別に、のんびりしてるわけじゃないし。レ……殿下は後継者候補として学ばなきゃいけないことがあって、その間は護衛といえど余人は立ちいれないから」

　一応フォルスはつけてある、と言いながら、食べ終わった食器を手にとった。

「でも、そろそろいかなきゃ。午後からは、軍の方へ顔をだされる予定になってるし」

「ああ、そういえば警備隊の総指揮官になられたんだっけ？」

「そう。降って湧わいた王子に箔はくをつけるための、名ばかりの名めい誉よ職だ、なんてご自分ではおっしゃってるけど……わたしはそうは思わない」

　むしろ、その地位に相応ふさわしい人物だと思うのは、今も忘れられない言葉があるからだ。

『王とは護られる者じゃない。護る者だろうが』

　だれよりも優先されるべきは王子だと告げた自分に返されたそれは、おそらくフェルディナン辺境伯の下で育てられたからこその意見だろう。王宮で教育を受けていたら、ああはならなかったに違ちがいない。

　だが、そんなレオンだからこそ、仕えられることを誇ほこりに思う。そんな彼に頼たよられるくらい強くなりたいと思うのだ。

「……あの人自身が相当強いから、がんばらないと」

　自らに言い聞かせるように零こぼれた呟きに反応したのは、パトリックだった。

「──そうなのか」

　めったに表情を変えない彼が瞳ひとみをきらめかせたのに、セドリックが呆れたような目をむけた。

「おまえ……さすがにそれはむりでしょ」

「……そうか」

　どことなく残念そうに肩かたを落とした次じ兄けいに、リリアーヌが小首を傾かしげれば、セドリックが苦笑する。

「強いって聞いて、手合わせをしてみたかったんだよ、この剣けん術じゆつ莫ば迦かは」

　気にしなくていいから、と片手をひらひらと振ふった彼は「それより」と戸口へと顎をしゃくった。

「いかなきゃいけないんじゃなかったっけ？」

「あ、うん」

　まだ時間はあるが、慣れない上に広い宮きゆう殿でん内では早めに移動しておくにこしたことはない。

「じゃあ、兄さまたち、またね」

「ああ」

「リリアーヌもがんばっといで」

　食器を手に立ちあがったリリアーヌは兄たちに頷くと、食堂をあとにした。







　ようやく慣れてきた道のりをたどり、レオンの居室へと戻ってきたリリアーヌは、扉とびらの左右を護まもる騎士たちに軽く頭をさげた。同じく挨拶を返されるが、そのまなざしにはどこか冷ややかな色が含ふくまれている。

　はじめて受けた時は、ここでもか、と胸が冷たくなるのを感じたが、同じくらい慣れてもいた。

　──黒鷹の人たちより自制が利きいてる分、さすがと言えばさすがよね。殿下の護衛を任されるくらいなんだから、名ばかりって人たちじゃないんだろうし。

　たぶん……と思いだした上官たちの様子に若じやつ干かんの不安を覚えつつ、ノックしようとしたところで、きぃっと扉が軋きしんだ。

「やっぱり──どうぞ」

　反射的に身を退ひこうとしたリリアーヌは、逆にかかった促うながしに目をしばたかせた。

「テオドールさま」

　中から顔をのぞかせたのは、フェルディナン辺境伯の子息にしてレオンの義弟、テオドールだった。扉の陰かげになる位置に立っているところを見ると、どうやらでていこうとしていたわけではないらしい。

　どうしてわかったのかと内心首を傾げつつ、礼を言って中に足を踏ふみいれたリリアーヌに、テオドールはくすりと小さく笑いを零こぼした。

「リリアーヌさんがくると、すぐにわかるよ」

「え？」

「ほら」

　こちらの考えを見み透すかしたように告げた彼が床ゆかへと視線を移す。つられて目を落としたそこには、銀色の狼おおかみの姿があった。

　扉が開いてもぶつからない位置に座ったフォルスは、自分の方を見たリリアーヌにゆらりと尻尾しつぽを揺ゆらしてみせた。

「今までそこで寝ねてたのに、いきなり起きあがってじっと扉を見ていたからね。だれかがとおっても反応するけど、全然警けい戒かいした様子がなかったから、ああリリアーヌさんだなって」

「それでわざわざ出で迎むかえてくださったんですか？　そんなこと……」

　よかったのに、とリリアーヌはテオドールの手に握にぎられた杖つえに眉まゆ尻じりをさげた。

　テオドールは片足を悪くしており、常に杖を突ついて歩いている。とはいえ、動きにぎこちなさはなく、傍はた目めには不自由している様子はほとんどない。それは彼の努力の賜たま物ものだが、怪け我ががもとで歩くこともままならない父がいるだけに、どうしても気になってしまうのだ。

「驚おどろかせようと思ってね」

　だが、当の本人は気負いもなく微笑ほほえむと、「レオンが待っているよ」と先に立って歩きだす。リリアーヌが彼に続こうとするより早く、

「きたか」

　開け放たれていた居室の方から声がして、人ひと影かげが姿を現した。

　亜あ麻ま色いろの髪かみが窓からはいる光にきらめき、瑠る璃り色いろのまなざしがまっすぐこちらへむけられる。レオンだ。

　今日は軍へ赴おもむくからだろう。略式の軍服に身を包んでいる姿は、鍛きたえられた身体からだつきとあいまって軍人そのものだ。とても、本人の言うところの『名ばかりの名誉職』には見えない。

「お待たせ──」

「よし。早さつ速そくかかってくれ」

　時間は大丈夫だと思っていたが待たせていたかと、口を開いたリリアーヌに、レオンの指示が被かぶる。

　なんのことだと訝いぶかるより先に、気づいた複数の人の気配に彼の背後へ目をやれば、

「お任せください、殿下」

　自信に溢あふれた声とともに、年配の女性を筆頭として四人の女性たちが姿を現した。

「まあまあ、可愛かわいらしいお嬢じようさまでいらっしゃいますこと」

「だろう？　時間がなくてすまないが、彼女が一層ひきたつようなものを頼たのむ」

「もちろんです。──さあ、お嬢さま、こちらへ」

　わけがわからず啞あ然ぜんとする間に、深々と頷いた主任者らしき女性に手をとられる。

「え、ちょ……殿下!?」

　ひっぱられるままに居室へと連れこまれ、リリアーヌは慌あわててレオンを振り返った。

「彼女たちに任せとけばいい」

　説明を求めるまなざしに、けれどレオンはひらりと手を振るばかりだ。

　踏み止まろうにも「さあさあ」と四人がかりで促される。その勢いに押されて居室を抜ぬけると寝しん室しつへと連れこまれた。

「！　ここ、殿下の」

「許可はいただいております。女性の採寸を人前ではいたしかねますので」

「採寸？」

　て、だれの？──と混乱するあまり考えたリリアーヌの背で、「ああ、そうだ」と声があがった。

「彼女は今回が社交界へのデビューになるんでな」

「!?　ちょっと、レオン！　デビューって」

「まあ！　さようですか。でしたら、見せるところは見せつつも、初うい々ういしい清せい楚そな感じがいいですね。色みも薄うすくして」

　人前だからとかしこまっていたのを放り投げ、聞き捨てならない単語を発したレオンに食ってかかろうとするも、俄が然ぜん使命感に燃えた様子の女性に遮さえぎられた。

　肩かた越ごしに見返った先で、人の悪い笑えみを浮うかべたレオンの姿が、ゆっくりと閉とざされた扉のむこうに消える。

　とっさに伸のばしかけた剣けんを握ったままの手を、「こちらでお預かりします」ととられた。

「さあ、はじめましょう」

　そうして、途と方ほうに暮れるリリアーヌの前へ、巻き尺を手にした女性が有う無むを言わさぬ笑顔で立ちはだかったのだった。




　ぐったりと疲つかれきった様子で椅い子すに座るリリアーヌに、レオンは呆あきれた顔をむけながらテーブルに用意されたカップを手にした。

「そんなになるほどのことか？　はじめてでもあるまいに」

「……」

　たしかに、採寸ははじめてではない。はじめてではないが、凝こったドレスを作ったことがあるわけではなく、必要な寸法を測って終わりだった。今日のように、次々と布をあててみては似合う似合わないを判断したり、意い匠しようについてああだこうだと言いあったりするようなことはついぞしたことがなかった。

　そもそも着き飾かざることに興味が薄いため、「どう思われます？」と意見を求められても困る。せいぜいが、比べてどちらがいいと答えるくらいしかできない。

　剣を振ふり回まわしている方がよほど楽だ。

　リリアーヌはでそうになった溜ため息いきを吞のみこむと、渇かわいた喉のどを潤うるおすべく、自らもカップへと手を伸ばした。

　これらは寝室からでてきた彼女の様子を見かねて、レオンが用意させたものだった。護衛として、主と同席するなどとんでもないと固辞したのだが、「いいからつきあえ」と言われてしまえばそれ以上断ることもできなかった。

「──そろそろ、説明してほしいんだけど」

　お茶で唇くちびるを湿しめらせ、ようよう口を開いたリリアーヌに、レオンが片かた眉まゆをあげた。

「なにをだ？」

「とぼけないで！　どうしてわたしがドレスなんて作らないといけないわけ？　それに、さっき言ってたデビューって」

「別にドレスだけじゃないぜ？　制服だって必要だろ、銀狼の」

　女性用はないから作るしかない、と言うレオンにうっかり胸が弾はずみそうになって、リリアーヌは慌てて頭かぶりを振った。

　騎き士したちの制服は憧あこがれだった。一番纏まといたいと思った黒ではないし、まだ正式なものではなかったが、制服という言葉が嬉うれしくないはずがない。

　──誤ご魔ま化かされないんだから。

　話を逸そらそうとしてもだめだとレオンを見る目に力をこめれば、彼は「わかったわかった」と苦く笑しようを零こぼした。

「半月後、後こう継けい者しや候補たちの披ひ露ろうとして夜会が開かれることになった」

「夜会……それってもしかして、あなたの──」

「ああ。今になって現れた王子のお目見えも兼かねて、だ」

　レオンが他人ひと事ごとのように頷うなずく。

「そっか……いよいよなんだ」

　エドワール・レオン──王の庶しよ子しとして名乗りでた王子の存在は、貴族の間ではすでに知らない者はない。だが、実際に彼を目にしたことがあるのは、政まつりごとに関かかわる者たちだけだった。

　夜会を開くことで、彼という存在を貴族たちに周知させる一方、貴族以外の民たみにも発表されることになるだろう。──ただし、後継者候補の一人という位置づけで。

　王の子といえど庶しよ出しゆつのレオンを、血統を重んじる者たちは快く思ってはいなかった。また、この年まで王になるための教育を受けてこなかった彼の、為い政せい者しやとしての能力や人となりを危き俱ぐする声は根強くある。

　そのためレオンは、『王子』ではあっても『後継者』ではないという、不安定な立場におかれているのが現状だった。

「その夜会のパートナーとして、おまえを連れてく」

「……だれの？」

　信じがたいレオンの科白せりふに、リリアーヌは思わずテオドールに顔を移した。

　その表情がよほどすがるようなものだったのか、彼は困ったように眉をさげると静かに首を左右に振った。

「俺のに決まってるだろう」

　レオンもまた、往おう生じよう際ぎわが悪いとばかりに、疑いようのない言葉を突きつけてくる。

　──わたしが、レオンの相手役？　しかも、王宮主しゆ催さいの夜会で……!?

　冗じよう談だんじゃない、とリリアーヌは疲ひ労ろう感かんもどこかへ、勢いよく椅子から身をのりだした。

「なんで、わたしが！　相応ふさわしい人はほかにもたくさんいるでしょッ」

　王宮主催ともなれば、相当大規模なものだ。しかも、王子の初お目見えに、王位後継者候補たちの披露となったら、開かい催さいまでの期間が短いとはいえ、だれもがなにを置いても駆かけつけるだろう。下手へたをすると──いや、しなくても、ロワール中の貴族が一堂に会する場になる。

　そんな中で、主役とも言えるレオンの相手役を務めるなど、無む茶ちやにもほどがある。

　しかし、リリアーヌの動どう揺ようなどどこ吹ふく風かぜ、レオンは「それがそうもいかない」と肩かたを竦すくめた。

「ま、魅み力りよく的な女性が大勢いるのはたしかだが……夜会でパートナーを務めるってことは、なにがしかの関係があると周囲に知らしめることだ。だから、未み婚こん女性の相手は親族の男が務めるのが普ふ通つうだな」

「そうでしょ！　というか、そもそもわたしは、」

「聞けって」

　参加者として夜会にでるつもりはない、と言いかけるのを制される。さらに目顔で促うながされ、リリアーヌは渋しぶ々しぶ椅い子すへと座り直した。

「おそらく、ほかの候補者たちは親族の女性か、今後自分の後見となる人物に関わる者を連れてくる」

　だったらあなたも、と言いたいのをこらえていると、レオンは胸のうちを読んだように「だが」と続けた。

「あいにくヴァレリー家にはちょうどいい相手がいなくてな」

　ヴァレリー家──フェルディナン辺境伯の親しん戚せき筋には、すでに結けつ婚こんしているか、デビューには早すぎる者しかいないのだという。

「まあ、たとえいても親おや父じ……フェルディナン辺境伯はださない」

「え……どうして」

「レオンの後見として、表にでるつもりがないからね、父には」

　意外なことを断言され、疑問を浮かべたリリアーヌに答えたのはテオドールだった。

「レオンの正統性は彼自身によって証明されたけど、父の騙かたりだって声は最後まで根強くあった。今でも、レオンを王位につけて裏で権勢を振るう気だって、まことしやかに言われているくらいでね。……本当は、私も彼の傍そばにいない方がいいんだけれど」

「おまえだけ逃にがすとでも？」

　間かん髪はつをいれずによこされたレオンの鋭するどい視線に、「──というわけだから」とテオドールは苦笑いだ。

「じゃあ、自分の権力のためにレオンを利用するつもりがないって示す意味で……」

「そういうことだ。たぶん、夜会にもでないだろ、あの人は」

　リリアーヌに同意したレオンは、どこか寂さみしげに目を伏ふせ、それを隠かくすようにカップを口元へ運んだ。

「──てなわけで、リリアーヌ、おまえしかいない」

「なにが、『というわけで』なのよ。わたしじゃなくても、あなたのパートナーになりたいなんて人、いくらでも──」

　いる、と続けようとして、はたと言葉を切る。

　気づいたソレに「あ……」と声を漏もらすと、ようやく気づいたかとばかりにレオンが頷いた。

「いるだろうな、いくらでも。うまくいけば、娘むすめは王太子妃ひ候補、王家の外がい戚せきになれるこの上ない好機だ。後見人になれないまでも繫つながりを持ちたがる連中はいくらでもいる。娘の方は娘の方で、大たい抵ていのご令れい嬢じようは快くひき受けてくれるだろうぜ」

　なんせ、この俺とお近づきになれるんだからな。

　そう、レオンは皮肉げな笑えみを閃ひらめかせた。

　言葉だけ聞けば傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いだが、それが『レオン自身』ではなく『王子』という立場を指しているのは明らかだ。

　──だから、しがらみのないわたしがうってつけだっていうのは、わかるけど……

　父のクロードに実際会ったことも大きいだろう。

　アルベールという間かん諜ちようを許したことを悔くやみ、動かない身体からだに鞭むち打うつようにして王宮へあがった父は、権力争いからはほど遠い。ただひたすらに、国や陛下のためという姿勢を貫つらぬく姿に、彼ならばと信しん頼らいしてもらえたのだと思う。

　しかし、逆を言えば、それしかなかった。

「……事情は、わかった。けど、本当にわたしで大だい丈じよう夫ぶ？」

　彼を利用しようとする者は、自分のまわりにはいない。反対に、彼のためになることもないのだ。むしろ、黒鷹騎き士し団だんのことを考えれば外聞がいいとは言いがたい。

　レオンのこれからを考えるなら、すこしでも力のある人物を後うしろ盾だてにした方がいいのではないだろうか。

　憂うれいをよぎらせたリリアーヌに、レオンは姿勢を正すとひたと彼女を見返した。

「おまえで、じゃない。おまえしかいないんだ」

　さきほどと同じ言葉なのに、気持ちが違ちがうとこうも違って聞こえるものだろうか。よせられた信頼に、ならば精せい一いつ杯ぱい応こたえようと思ってしまう。

「ブノワ男だん爵しやく令嬢としてのおまえなら、ほかのヤツらに要いらぬ刺し激げきを与あたえることもない。銀狼騎士団としてのおまえなら、傍にいてくれたら心強い」

　だから頼たのむ、と告げる瑠る璃り色いろのまなざしに、リリアーヌは気づけば頷いていた。

「わかり、ました」

「そうか！　ひき受けてくれるか」

　ぱっと破顔したレオンに、どきりと鼓こ動どうが跳はねた。

『王子』としてではなく『一人の男』としての彼を意識した途と端たん、急に指先が熱くなった気がして、リリアーヌはそっと掌てのひらを握にぎりこんだ。

　──考えるな。

『綻ほころびかけた蕾つぼみが……おまえがどんな花を咲さかせるのか、この目で見てみたい』

　はじめてこの部屋に足を踏ふみいれた時、告げられた言葉が耳の奥に甦よみがえり、乱れそうになる気持ちを抑おさえこむ。

　あんなのは、レオンにとっては挨あい拶さつと同じだ。旅の間も女性相手によく調子のいいことを言っていたではないか。気にするだけ疲つかれる。自分たちは主従であり、同志にすぎないのだから。

　ざわめく胸をなだめるリリアーヌをよそに、レオンは「これから忙いそがしくなるぞ」と上じよう機き嫌げんだ。

「衣装は彼女らに任せればいいとして、装そう飾しよく品や靴くつも選ばないとな」

「……え？」

　自らに言い聞かせていたリリアーヌは、耳にはいった単語に慌あわてて顔をあげた。

「あとはダンスと宮きゆう廷てい作法か」

　続いた呟つぶやきに、今度はぎくりと身体をこわばらせる。

　仮にも貴族の端はしくれだ。教師について、とまではいかないが、ダンスも作法もひと通り母親に教えこまれている。

　ただし、いい生徒であったかと言えば、そうではないのは自分が一番よくわかっていた。騎士になりたいという思いの方が強かったのだ。

　加えて、父親が騎士団の団長とはいえ、所しよ詮せん自領も持たない田舎いなか貴族だ。男爵令嬢として王宮にあがる機会などまずないだろうと、騎士としての訓練ばかりに熱心だった。

　ダンスや令嬢としての作法はともかく、宮廷作法となるといささかどころかだいぶ心こころ許もとない。

「──あの、わたし、やっぱり」

「騎士に二言はねえよな？」

　ひけ腰ごしになったリリアーヌはすかさず刺さされた釘くぎに、ぐっとつまった。

「ま、はじめての夜会だ。色々不安もあるだろうし、教師をつけてやるから安心しろ」

　その隙すきにあっという間に退路を塞ふさがれる。

「これも役目だ。せいぜいがんばれよ？」

　止とどめとばかりに不敵な笑みで告げられれば、もはや逃げ道はなかった。

　こうしてリリアーヌは、レオンのパートナー兼けん護衛として、はじめての夜会に挑いどむことになったのである。







[image: 第二章　さやぐ宴]




　白と見み紛まがうような薄うすいピンク色は、下へとむかうにつれその色みを濃こくしていき、長くひいた裾すそにたどりつくころには、目にも鮮あざやかな薄うす紅べに色いろになる。要所要所に採りいれられたフリルとレースがドレスに華はなやぎを添そえていた。

　鎖さ骨こつをのぞかせる深い襟えりぐりは、けれど慎つつましやかに胸むな元もとを覆おおい、ふわりと膨ふくらんだ袖そでが肩かた口ぐちを包む。普ふ段だん、長い袖で隠れている腕うでは二の腕まで剝むきだしで、代わりに肘ひじまである白い長なが手て袋ぶくろがはめられる。

　胸の真ん中には薔ば薇らを模した淡あわい色合いのコサージュが飾かざられ、共布で作られた小ぶりの髪かみ飾かざりが結ゆいあげられた髪を品よく彩いろどる。

　いつもより踵かかとの高い靴は、スカートに隠れて見えることはない。しかし、常よりすこしだけ高い目線に景色までもが違っているように見えるのは、なぜだろう？

　リリアーヌは姿見に映った自分の姿を、ときめき半分、戸と惑まどい半分で見つめていた。

　──自分じゃないみたい……

　ほんのりと白粉おしろいをはたかれ、紅をさしているからなおさらだ。

　どうにも信じられない気分で、つい鏡にむかって指を伸のばした時、響ひびいたノックの音に肩が跳ねた。

「はい」とややひきつった返事をすると、「はいるぞ」とかかった声とともに扉とびらが開く。鏡越ごしに視界に映ったのは、正装に身を包んだレオンの姿だった。

　黒にも見える深い瑠璃色は、瞳ひとみにあわせた王家の色だ。その左胸には紋もん章しようが縫ぬいとられている。獅し子しに秦とね皮りこがあしらわれたそれは、アンリ二世より贈おくられたレオンの紋章だった。

「用意はできたか？」

　はいってきたレオンの代わりに、身み繕づくろいを手伝ってくれていた王子付の侍じ女じよたちが揃そろって礼をとると、するすると退室していく。

　リリアーヌもいつまでも背をむけているわけにはいかず、ゆっくりレオンへとむき直った。気き恥はずかしさと緊きん張ちようがあいまって、心臓が痛いほどに高鳴る。

　そんなリリアーヌへレオンは目を細めると、無言のまま歩みよってきた。

　なにも言われないことに、不安になる。似合っていないのだろうか、と恐おそる恐るレオンを見上げれば、まるで抱だき締しめるかのように両手を伸ばしてきた彼にぎょっとした。

「っ、ちょ、なに」

「じっとしてろ」

　反射的に後あと退ずさったリリアーヌを、低い声が押し留とどめる。

　その言葉に、熱を感じるほどの距きよ離りに、もともと緊張していた身体からだがますますこわばる。

　息まで潜ひそめるように立ちつくした彼女の首元へと、レオンが覆い被かぶさるように両手を回した。

　途端、ひやりとしたものが首筋をなぜ、リリアーヌはびくりと肩を揺ゆるがせた。

　しかし、彼は気にした風もなく、手を動かしていたかと思うと「よし」と呟く。

「これで仕上げだ」

「仕上げ……？」

　腕をひいて数歩さがったレオンにリリアーヌは深く息をつきながら、そっと首元へ指を這はわせた。触ふれた冷たい感かん触しよくに、驚おどろいて下を見る。

　そこには、さきほどまではなかったネックレスがきらめいていた。

　瞳の色と同じ翠すい玉ぎよくを使ったそれは耳を飾るイヤリングと揃いの銀細工で、主張しすぎず、かといって貧相にならない絶ぜつ妙みような加減で胸元を装っている。

「ねえ、これ」

　なんと言っていいのかわからず、困こん惑わく気味にレオンを見上げれば、上から下まで視線を走らせた彼がおもむろに頷うなずいた。

「──あぁ、いいな。まるで薔薇の精だ。気高いのに可か憐れんで」

「レ、レオン…っ」

　思わぬ褒ほめ言こと葉ばに、頰ほおに血がのぼるのがわかった。彼にとってはなんてことのない科白せりふでも、慣れない身には動どう揺ようするのに十分だ。

　反応に困って視線を泳がせたリリアーヌに、レオンはくくっと喉のどを鳴らした。

「薔薇の精だとはいえ、棘とげを仕込んでないだろうな？」

　面おも白しろがるようによこされた揶や揄ゆに、一層顔が熱くなる。

　仮かり縫ぬいのドレスを試着した際、これでは小刀も仕込んでおくことができないとぼやいたリリアーヌに、レオンは呆あきれた顔つきをしたものだ。そんなものを仕込む必要はない、と。

『そもそも、配置についてる騎士以外の帯たい剣けんは禁止されてる』──そう言ったのを覚えているだろうな、と告げているのだ。

「……わかってて言ってるくせに」

　恨うらみがましい目つきで睨にらめば、彼の口元が弧こを描えがいた。

「そういう顔もいいな」

「な…っ」

　とんだ切り返しにあい、声を失う。

　頰を染め、小さく肩を震ふるわせるリリアーヌを楽しげに見ていたレオンだったが、ふっと笑えみをおさめると長く息をついた。

　──え……なに？

　再びその手がこちらへと伸ばされたかと思うと、今度こそ疑いようもなく抱だきこまれた。

「！　レオンッ」

　焦あせって身体をよじれば、回された腕に力がこもる。ふっと剝きだしの首筋にかかった吐と息いきに、びくっと無意識に身が竦すくんだ。

「……やっぱ、止やめるか」

「──は？」

　予想外の言葉に、気の抜ぬけた声が零こぼれた。

「見せたくなくなった」

　なにを言っているのかと眉まゆを顰ひそめたリリアーヌに、レオンは再度溜ため息いきを落とすとゆっくりと身体を離はなした。だが、背中に回された手はそのままだ。

「……レオン？」

　じっと間近からこちらを見下ろすまなざしと伝わる体温に、ぎこちなく名を呼べば、応こたえる代わりに大きな右手がそっと耳元をなでた。

「……っ」

「緊張に潤うるんだ、朝あさ露つゆのおりたような緑の瞳に」

　さらりと耳みみ飾かざりを弾はじいた指先が、いまだ熱を帯びたままの頰へと滑すべる。その指は流れるように輪りん郭かくを伝い、首筋をなぞった。

「ピンクブロンドの襟えり足あしがのぞく白い首筋は眩まぶしいほど」

「ゃ…っ」

　さらに、さきほどつけられた首くび飾かざりをたどるようにして鎖骨をかすめていた指の感触に、リリアーヌは零れそうになった声を嚙かみ殺した。

「薄く染まった肌はだの色は初うい々ういしいのに、匂においたつようで──」

　なんとも誘ゆう惑わくしてくれる──。

　最後は吐息で囁ささやかれ、ぞくぞくした感覚が背中を駆かけ抜けた。

　このままでは、まずい。

「さっきから、なに、言って……」

　とっさに駆られた逃にげだしたい思いに、誤ご魔ま化かすように浮うかべてみせた作り笑いが、出会った瑠る璃り色いろの輝かがやきにこわばる。

　熱のこもったまなざしが、逃げを許さない強さでリリアーヌを見つめていた。

　その熱さに煽あおられるように、口の中がひどく渇かわいた。なにか言おうにも、渇きに喉がひきつって声を発することもままならない。

　このまま青い炎ほのおに灼やかれてしまうかのような錯さつ覚かくを覚えたリリアーヌを救ったのは、テオドールだった。

「ちっともでてこないからなにをやっているのかと思えば……レオン、リリアーヌさんが固まってるじゃないか」
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　いつの間に部屋へはいってきたのか、姿を見せたテオドールが呆れた目をむけるのに、レオンは悪びれた様子もなく肩を竦めた。

　リリアーヌの背中に回されていた腕うでがするりと解ほどけ、触れていた熱が遠ざかる。

「着き飾かざった女性を褒めるのは男の義ぎ務むだろ。なにが悪い？」

「やりすぎだって言ってるんだよ。はじまる前から余計緊張させてどうするの」

　まったく、と息をついたテオドールが、まだ茫ぼう然ぜんとしているリリアーヌへと微笑ほほえみかける。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　レオンも言っていたけれど、とても似合っているよ」

「ああ、会場中の視線を釘くぎ付づけにすること、間ま違ちがいなしだ。見せるのが惜おしいくらいにな」

「……それが余計なことだって言うんだよ」

　レオンの混ぜ返しに、テオドールが再度溜息だ。

　混乱を抜けだせないままでいたリリアーヌは、そんな二人の普ふ段だんどおりのやりとりに、くすりと覚えず笑いを零こぼしていた。同時にこわばっていた肩からすっと力が抜ける。

「そうそ。そうやって笑ってろよ」

　そんな彼女に、レオンが笑みを閃ひらめかせた。その表情からはもう、さきほどの熱は欠片かけらも感じられなかった。

「顎あごをひいて、胸を張って、口元には微笑みを忘れずに──そうすりゃ、大たい抵ていのことはなんとかなる」

　おどおどしてたらつけこまれるだけだぜ？　と言うレオンは自信に溢あふれた堂々たる佇まいだ。

　まるで戦いに赴おもむく騎き士したちを見ているようだ、と思って、得心する。

　──そっか……これは戦いなんだ。

　夜会という名の、戦いの場なのだ。華はなやかな装いも、笑顔も、虎こ視し眈たん々たんと相手の隙すきをうかがう者たちと戦うための武器になる。

　さきほどのレオンは、きっとそれを教えてくれていたのだ。必要以上に緊きん張ちようしている自分に、自信を持て、という意味で。

　そう思えば、張りつめた気はそのままに身体のこわばりが抜けていく。

「よし。大丈夫だな？」

　むけられた瑠璃の瞳ひとみに力強く顎をひく。

「なら──お手をどうぞ、お嬢じようさん」

　すっとさしだされた手に、リリアーヌは手て袋ぶくろに包まれた手を預けた。

　鼓こ動どうが早い。ぴりっとした緊張感が身を包む。

　それでも手袋越ごしに伝わる熱に、彼が一いつ緒しよなら大丈夫だと、いつかの時のように思う。一方で、その熱にざわめいた肌には気づかないふりをした。

「いくとするか」

　リリアーヌとレオンは瞳を見み交かわすと、今晩の会場となる大広間へとむかった。







「エドワール・レオン殿でん下か並びに、ブノワ男だん爵しやく令れい嬢じよう、リリアーヌ・ブノワ嬢」

　侍じ従じゆうによって高々と読みあげられた名に、リリアーヌは静かに深呼吸をするとレオンのエスコートで開かれた扉とびらを潜くぐった。

　──顎をひいて、胸を張って、微笑みを忘れずに。

　レオンの教えを頭の中で繰くり返し、大広間へと足を踏ふみいれる。

「──わ、ぁ……」

　途と端たん、目の前に広がった光景に、零れた声を慌あわてて吞のみこんだ。

　そして、改めて不自然にならないようあたりを見回した。

　アーチを描いた見上げるほど高い天てん井じようには色いろ鮮あざやかな天井画が描かれ、そこから何十というシャンデリアが吊つるされている。

　──……ううん、違ちがう。鏡だ。鏡に映ってるんだ。

　灯あかりの灯ともされたシャンデリアが壁かべに並ぶ鏡に映り、連なるようにしてきらめいて見えるのだ。同じように、鏡があることで大広間がどこまでも続く空間のような広がりを見せていた。

　白い壁へき面めんには金きん箔ぱくで装そう飾しよくが施ほどこされ、シャンデリアの灯りと鏡の反射で、夜だというのに眩しいほどだ。さらに幾き何か学がく模様を描えがく木の床ゆかは、のぞきこめば顔が映るのでは？　と思うくらいに磨みがき抜かれた輝きをまとっていた。

　そこに着飾った人々がひしめきあっているのだ。まさに目が眩くらむような光景だった。

「──吞まれるなよ？」

　もはやレオンにひかれるまま無意識に足を動かしていたリリアーヌは、横からよこされた囁きにはっと我に返った。

　とっさに止まりそうになった足を、なんとか前へだす。いつもとは違う靴くつに足元がぐらついたが、予期していたかのようにレオンがさりげなく支えてくれる。

「……ごめんなさい。ありがとう」

　彼にだけ聞こえる声で告げて、リリアーヌは気をひき締しめ直した。

　──圧あつ倒とうされてる場合じゃないでしょ。

　自分の役目はレオンのパートナーを務めることだけではない。護衛も兼かねているのだ。

　今日がデビューの令れい嬢じようとしてはそれでよくても、騎士としては失格だ。

　リリアーヌは、揺ゆるぎない足どりで大広間を奥へと進んでいくレオンに従いながら、さりげなく周囲に目を配った。

　どうやらここは奥行きのある造りになっているようだ。

　──出入り口はさっきはいってきた扉が一つ……と、直接外へでられるようになってるんだ。

　鏡の並ぶ壁面とは反対側は、大きな窓まど硝子ガラスになっている。窓と鏡がむかいあっている形だ。それが等とう間かん隔かくでポーチへと繫つながる硝子扉になっており、庭へとおりられるようになっていた。

　あとは……と扉とびら脇わきや壁かべ際ぎわに立つ騎士たちの配置をたしかめていたリリアーヌは、一点で動きを止めた。

「あ……パトリック兄さま」

　壁を背に直立不動のまま、眼光鋭するどくあたりを警けい戒かいしているのは、金獅子の制服を纏まとった次じ兄けいだった。

　今晩の夜会は王宮主しゆ催さいとはいうものの、国王の名の下に開かい催さいされている。この間の謁えつ見けんとは違い、実際にアンリ二世自らがお出ましになることはないだろうが、国王名義である以上無関係とはいかず、金獅子騎き士し団だんの騎士たちも警備にあたることになっているらしい。

　言葉を交わすわけではないが、見知った顔があることにどこかほっとする。

　自分も己おのれの役目をはたそうと、気合いをいれるようにリリアーヌが小さく頷うなずいた時だった。

「おや、殿下ではありませんか」

　居い丈たけ高だかに響ひびいた声に、ざわめいていた周囲がしんと静まった。

　──っ、この声。

　公式の場でのあり得ない呼びかけに眉まゆがよる。それを咎とがめるように軽く脇わき腹ばらをこづかれる。

　そうだった、とリリアーヌはひきつりそうになるのを抑おさえて笑えみを形作った。

　一方、おもむろに立ち止まったレオンは、これまたゆっくりと声の方へ顔を巡めぐらせた。

「これは──デュヴァリエ公こう爵しやく」

「おひさしぶりですな」

　謁見の日以来のデュヴァリエ公爵がこちらへと歩みよってくる。そのうしろには彼の息子むすこであり、レオンと同じく後こう継けい者しや候補の一人であるカミーユの姿があった。

　まだ少年の域をでないカミーユはおどおどと父親につき従い、こちらと目があうとぱっと面おもてを伏ふせた。いかにも自分の方が正統であり、庶しよ出しゆつの王子に払はらう敬意はないと言わんばかりの父親とは大おお違ちがいだ。

　──というより、こういう父親だからこそ、なのかも。

　カミーユは十四歳だったはずだが、人目を避さけ、強権的な父親の顔色をうかがうような様子は、叱しかられるのに怯おびえる子どものようだった。

　レオンのライバルではあるものの、なんとなく同情めいた気持ちを抱いだきながら、父である公爵へとまなざしを移すと、ちょうどこちらを見た彼と目があった。

　蔑さげすむ色を隠かくしもしない公爵に、しかし不思議と心は静かだった。

　単に慣れているからか、それとも尊敬に値あたいしない相手だと感じているせいだろうか──そんなことを考えながら、リリアーヌはさりげなく目を伏せた。

　無礼に払う礼はない、と思わないでもないが、余計な反感を買うのは賢かしこくない。自分の評価がレオンに繫がるとなればなおさらだ。

　ふん、と聞こえよがしに公爵が鼻を鳴らした。

「ずいぶんと可愛かわいらしいお嬢さんだが、どちらの令嬢ですかな？」

　周囲に聞こえるようなわざとらしい声は、はじめて見たと言わんばかりだ。

　──ひと月前にちらっと見た田舎いなか貴族の娘むすめなんて、覚えてないってこと？

　それほどとるに足らない存在だということか。もしくは、自分という存在を周囲に知らしめることで、パートナーに選んだレオンを貶おとしめたいのだろうか。

「ああ、覚えていらっしゃらないのか。ブノワ男だん爵しやく家のご令嬢ですよ」

「ブノワ男爵家……ああ！　あの黒鷹騎士団の」

　レオンの紹しよう介かいに、公爵が黒鷹の名をことさらに強調する。

　途端、人波がざわりとさざめいた。視線が自分へ集中したのがわかる。

「あれが……」という囁ささやきが聞こえてくるところからすると、黒鷹に起きた不ふ祥しよう事じはすでに知しれ渡わたっているのだろう。いや……案外、銀狼の方のことかもしれない。

　──どれにしたって、恥はじるところなんてなにもない。

　リリアーヌは自身を叱しつ咤たすると、口元にほのかな笑みを浮うかべ、スカートをとって軽く膝ひざを折った。

「お初にお目にかかります。リリアーヌ・ブノワと申します」

　返された完かん璧ぺきな淑しゆく女じよの礼に、公爵が鼻白む。しかし、すぐに不快感を増したまなざしで口を開きかけたところを、

「そちらはご息女ですか？」

　レオンによって機先を制される。

　出で鼻ばなを挫くじかれた公爵は忌いま々いましげに彼を睨にらんだが、ひとつ咳せき払ばらいをすると「ええ」と頷き、さきほどからカミーユの隣となりでレオンに目が釘くぎ付づけになっている女性を見返った。

「本来ならば、パートナーはしかるべき令嬢にお願いすべきなんですがな。なにぶん、息子もまだまだ若じやく輩はい者ですので」

　今日のところはカミーユの姉に任せたのだという。

　もっともらしいことを言っているように聞こえるが、そこにもまた政治的な思おも惑わくがからんでいるのかもしれない。公爵にとりいろうとしたり、反対に公爵が自じ陣じんにとりこもうとしたり、水面下での駆かけ引ひきや取引きがあり、今回はあえてカミーユの隣を空けてあるということもおおいにありそうだ。

　──そこに、本人たちの意思は関係ないみたいだけど。

「娘のジゼルです」と父に紹介を受けた女性は、頰ほおを紅潮させてレオンへ挨あい拶さつした。

「これは美しいお嬢じようさんですね。──はじめまして、ジゼル嬢。その菫すみれ色いろのドレス、よくお似合いですね。あなたの気高さが滲にじみでているようだ」

　レオンはレオンで、市し井せいの女性だろうと貴族の令嬢だろうと、変わらぬたらしぶりで褒ほめ称たたえる。

「まあ……」と一層頰を染め、恥ずかしげに伏せられた双そう眸ぼうは、しかしリリアーヌへむけられた一いつ瞬しゆん、ひどく剣けん吞のんな色を浮かべた。

　公爵がレオンにむける敵てき愾がい心しんなど無関係に、彼に心を奪うばわれているのは明らかだった。

　レオンの隣にあるというのはこういうことかと、リリアーヌは別の意味で痛感する。

　彼の『王子』という立場も、『男としての魅み力りよく』も女性を惹ひきつけて止やまないのだ。傍そばにいるかぎり、要いらぬ嫉しつ妬とを買うのは避けられないだろう。

　男社会に身を置いていたリリアーヌとしては閉口するが、レオンはこうなることを予期した上で、自分を余計な争いを避ける防ぼう壁へきにしたに違ちがいない。

　──わかってるなら、むだな愛あい想そ振ふりまかなきゃいいのに…っ

　容姿はしょうがないにしても、本人の誤解させるような言動がなければ、確実に面めん倒どうは減る。

　ジゼルだけでなく、レオンの色男ぶりに目を奪われたらしい周囲の女性たちからの、ちくちくとした視線を感じながら内心文句を言っていると、静かに近づいてくる気配があった。

　リリアーヌは微笑ほほえみは絶やさないまま、すっと目を動かした。

　一人の侍じ従じゆうが人々の間を縫ぬうようにしてこちらへむかってくる。彼はリリアーヌたちの数歩手前で立ち止まった。

「ご歓かん談だん中、失礼いたします。──そろそろお時間になりますので、候補者のお二方とそのお相手の方々は、どうぞこちらへ」

　優ゆう雅がに腰こしを折りながら、手で前方をさし示す。自然と割れた人波の奥には高座が設しつらえられており、緞どん帳ちように囲われるようにして二つの椅い子すが並んでいた。

「では、デュヴァリエ公。また後ほど──いこう」

　言外に『この先はおまえの出る幕じゃない』と言い置いたレオンが、軽く手をひいて促うながす。リリアーヌも「ええ」と首しゆ肯こうすると、公爵たちに目礼して高座の方へと歩きだした。

　そこにはすでに別の二人の候補が揃そろっていた。

「──ずいぶんゆっくりとしたご登場だことだ」

　うち、二は十た歳ちをいくつか超こえているだろう青年の方が、不ふ機き嫌げんさを隠さない様子でこちらをねめつけてくる。

「失礼。子し爵しやくの兄上どのに呼び止められていたもので」

　しかし、レオンはさらりと嫌いやみを流した。

　逆に、『兄上』の響きに青年は忌々しげに舌打ちすると、自分たちのうしろにいるカミーユへと矛ほこ先さきを転じた。

「最後の登場とは、おまえも偉えらくなったものだ」

「も、申しわけ、ありません……」

　ただでさえ自信なげな風ふ情ぜいだったカミーユが、鋭するどい舌ぜつ鋒ぽうにますます畏い縮しゆくする。

　──これが、プレヴォ子爵ラウルさま。まさに、あの兄にしてこの弟って感じだけど、兄弟仲は良好ってわけじゃないみたい。

　ラウルはデュヴァリエ公爵の年の離はなれた弟のはずだが、甥おいに対する態度といい、協力しあってという気はまるでなさそうだ。

　──ということは、同じ『デュヴァリエ公爵家』でも、陣じん営えいは真っ二つに割れてる……もっと言うなら、子爵の方が劣れつ勢せいに立たされてる、って感じかな。

　弱い犬ほどよく吠ほえるって言うしね、と叔父おじと甥という二人の様子をうかがいながら、リリアーヌはもう一人の候補者へと視線を移した。──と、こちらを見た琥こ珀はくの瞳ひとみに、緩ゆるやかに微笑まれる。

「！」

　まさか目があうとは思わず、ついひきかけた身体からだを抑おさえこみ、目顔で挨拶を返す。

　目下のところ、レオンの一番のライバルであり、自分にとっても油断のならない存在が、彼──オルデンの第二王子、ベルナルドだった。

　柔やわらかな金きん髪ぱつに琥珀の瞳、さらには柔にゆう和わな顔立ちが彼を穏おだやかな風情に見せているが、笑え顔がおでも笑っていない目に気づいてしまえば、見た目どおりの人物とは思えない。

　彼はアルベールのことを知らないと言ったが、アルベールがオルデンの手の者だったことを考えると、額面どおりには受けとることはできなかった。ベルナルドがしらをきっているのだとしたら、彼の傍にはアルベールがいる可能性が、高い。

　──もしかしたら、今も、この会場のどこかに……

　よぎった考えに、リリアーヌがわずかに身を固くした時だった。

「王おう妃ひ陛下のおなりにございます！」

　高らかに宣言された王妃の登場に、会場がぴたりと静まりかえる。そして、揃えたように大広間に集つどう人々が膝を屈かがめ、顔を伏ふせた。

　リリアーヌも例に漏もれず礼をとりながら、高座の方へと意識をむけた。

　さわさわと衣きぬ擦ずれの音とともに、いくつかの気配が階きざはしの上に現れる。

「──皆みな、今宵こよいはよく集まってくれました。陛下に代わって礼を言います」

　やがて響ひびいた鈴すずを転がすような声に、無意識のうちに息をつめていたリリアーヌはゆっくりと面おもてをあげた。

　──この方が、イザベル王妃。

　一目見て浮かんだ印象は、儚はかなげな方だというものだった。

　淡あわい金髪に菫色の瞳という色合いに加えて、線の細い華きや奢しやな身体つきと憂うれいを含ふくんだような目元がそう思わせるのだろう。美しいが覇は気きとは無む縁えんの、とても端はしまで届くとは思えない声だけに、なおさらだ。

「ここにいる四名は、陛下の跡あとを任せるのにいずれ劣おとらぬ若者たちです」

　段上からゆるりと大広間を見み渡わたした王妃が、前へと集った四人へ顔をむける。

「あなた方は競きそいあう者同士ではありますが、互たがいに切せつ磋さ琢たく磨まして、さらなる高みを目指すことを望みます」

　菫色の双眸が順番に巡めぐらされていく様に、リリアーヌはどこかひっかかりを覚えた。

　ほかの候補者たちとは視線をあわせているように思うのに、レオンの時だけすっと素す通どおりしたように見えたのだ。

　──気のせい……？

　だが、あながち気のせいとも言い切れない関係が、王妃とレオンの間にはある。

　いくら結けつ婚こん前のこと、ついふた月ほど前まで王自身も知らなかったこととはいえ、自分以外の女性との間に生まれた子どもとなれば、レオンに対する思いは複雑だろう。自身には子がいないだけに、なおさらだ。

　しかし、表面上はあからさまな嫌けん悪おを浮うかべることなく、他の三人と公平に扱あつかっている──ように見える。

「皆もよろしく導いてやってください、頼たのみましたよ。──ロワール王国に、さらなる栄えい華ががあらんことを」

　まじまじと凝ぎよう視しするわけにもいかず密ひそかに様子をうかがう間にも、王妃の言葉が締しめくくられる。

「さらなる栄華があらんことを──」と続いた唱和に、リリアーヌはさっと気をひき締めた。

　──次は、ダンスだ。

　本来、主しゆ催さい者しやが最初に踊おどるのだが、国王の座は空席のままだ。あらかじめそれは予想されていた上、今回は別に主役と呼ぶべき者たちがいる。そのため、最初のダンスは後こう継けい者しや候補とそのパートナーたちに委ゆだねられていた。

　承知していたことだが、この衆しゆう人じん環かん視しの前で四組だけで踊るとなると、改めて緊きん張ちようせずにはいられない。他のパートナーが生きつ粋すいの令れい嬢じようばかりだろうことを思うとなおさらだ。

　リリアーヌはそっと深呼吸をして、こわばりそうになる顔から力を抜ぬいた。

　──ステップはちゃんと覚えてる。それにレオンも『俺に任せとけばいい』って言ってたじゃない。

　自分がすべきことは、ただ堂々と踊ることだ。

　こちらの心の準備が整うのを待っていたかのように、楽団が音楽を奏かなでだす。

「リリアーヌ嬢、最初のダンスの相手役を務める栄えい誉よをいただけますか？」

　改めてこちらへと対たい峙じしたレオンが、常じよう套とう句くを口にしながら腕うでをさしだしてくる。女性なら見とれてしまうような様になった仕草の中、瑠る璃り色いろの瞳が星のきらめきを宿して楽しげに輝かがやいていた。

　この状じよう況きようをものともしない、むしろ興じているような彼に、リリアーヌの口元にも自然と笑みが浮かんだ。

「よろこんで」

　レオンの手をとると、空けられた場所へと彼のリードで滑すべるように進みでる。それにベルナルド、ラウル、カミーユが続いた。

　手を預けたのとは反対の腕が腰へ回される。その近さと触ふれる熱に、さきほどまでとは違ちがう意味で鼓こ動どうが速まっていく。

　リリアーヌはすぐそこにある双そう眸ぼうと視線を交かわすと、音楽にあわせて最初のステップを踏ふみだした。

　あとは曲とパートナーに身を任せるだけだ。──とはいうものの、練習以外でははじめてのダンスに、頭は足運びについてでいっぱいだった。

　表面上はなんとか笑顔をとりつくろいながら、必死で足を動かしていると、くすり、と周囲にはわからないほどの笑いが落ちてきた。

　足元から前方へと意識を戻もどせば、レオンの口元が微笑ほほえみとは違う笑いに彩いろどられている。

　なにが言いたいのよ、と思わずまなざしを鋭くしたリリアーヌに、「いや」と笑声混じりの応こたえが返った。

「ここにきた時は怖おじ気づいたかと思ったが、なかなかどうして堂々としたもんだと思ってな」

　自分もあそこにいた方が気楽だったのに、とか思ったんじゃないのか？

　優ゆう雅がにターンしながら、レオンがちらっと壁かべ際ぎわを見やる。視線を追わなくても、そこにパトリックがいるだろうことは察しがついた。

　さっきのが聞こえてたんだ、と内心で嘆たん息そくしながら、リリアーヌは浮かべる笑みはそのままに目の前の男に半眼をむけた。

「それをひっぱりだしたのは殿でん下かの方でしょう？──けど、ここまできたら務めはしっかりはたします」

　毅き然ぜんと言い切れば、レオンはゆるりと双眸を細めた。

　てっきり、いつものような応おう酬しゆうになるかと思いきや口を閉とざしたままの彼に、どうしたのかと訝いぶかる。探さぐるようにじっと夜空のような瞳をのぞきこむと、レオンがおもむろに頷うなずいた。

「そうだ──そうやって、俺だけ見てればいい」

「…っ」

　耳をくすぐった低い囁ささやきに、小さく肩かたが跳はねた。つい乱れそうになった足を、なんとかこらえる。

　けれど、かあっと顔が熱くなるのは止められなかった。

　──これは、あれよ！　レオンだけ見てたら、周囲のことなんて目にはいらないから、気にならないっていう意味で…っ

　緊張している自分に対する彼なりの気き遣づかいなのだ、と自らに言い聞かせる。けして、ほかの男を見るなとか、そういう意味ではないのだ。

　なのに……熱のこもったようなまなざしで見つめられると、勘かん違ちがいしそうになる。

　そんな自分が気き恥はずかしく、リリアーヌはそっとレオンから視線をはずした。

　とはいえ、目を伏せれば傍はた目めにも恥はじらっているように見えそうで、自然彼の肩のむこうを見やる形になる。

「──！」

　拍ひよう子しに視界へ飛びこんできたものに、リリアーヌはひゅっと喉のどを鳴らした。

「……ま、さか」

「おいっ」

　喘あえぐように零こぼれた声に、レオンの低く鋭するどい声こわ音ねが被かぶる。

　耳を打ったそれに、はっと我に返った。

　今度こそ止まりそうになっていた足に、身体からだがぐらつく。

　──しまった！

　このままでは転ぶか、よくてレオンの足を踏みつけるかだ、と失敗を覚かく悟ごした時、ぐいっと強く腰こしをひきよせられた。半ば抱だきかかえられる形で身体を支えられ、なんとか醜しゆう態たいをさらすことは免まぬかれる。

　一連の出来事に心臓が早はや鐘がねを打つのを感じながら、細く息をつく。しかし、動どう揺ようはおさまるどころか、激しくなる一方だった。

　──なんで……こんなとこに、いるはずが……

　他人の空似に違いない、と自分自身信じてもいないことを胸中で呟つぶやきながら、再びそちらをうかがう。

　そして直面したまぎれもない事実に、リリアーヌは目を見開き、身を震ふるわせた。

「──どうした？」

　急に変わった彼女の様子に、警けい戒かいを滲にじませたレオンが耳元で問う。

　リリアーヌは、おちつけ、と動揺を抑おさえこむように深く息を吸いこむと、よせられた彼の耳へ囁きを返した。

「アルベールが、いるの……王おう妃ひさまの、うしろに」

「！　な、に？」

　さすがに驚おどろきを禁じえなかったのか、回されたレオンの腕に力がこもったのがわかった。

　間ま違ちがいないのか？　と目で問われる。

　彼の姿だけは見間違わない。

　今まで幾いく度どとなく実感してきた感覚に、リリアーヌは重く顎あごをひいた。

　口元には笑えみを浮うかべたまま、目元を険しくしたレオンが、音楽の流れにあわせて二人の位置を入れ替かえる。高座の方へむく形になった彼の唇くちびるが、「たしかに」と動いた。

「……なんで、あの人が、あんなところに……」

　声が震える。会場の中にまぎれているかもしれないと思いはしたが、王妃の傍そばにいるなど予想外も予想外だ。

　しかも、驚きはそれだけではなかった。

「それに、あの服──」

「ああ、銀狼の、だ」

　返ったあいづちに、やっぱり……とリリアーヌの背を冷たいものが這はう。

　王妃の傍に控ひかえているのだから当然と言えば当然なのかもしれないが、信じがたいことにアルベールは銀狼の制服を纏まとっていた。それが示すことはただひとつ、彼が王妃付の近衛だということだ。

　──あの団長、なに考えてるの!?

　わからないことだらけの中、唯ゆい一いつはっきりしているのは、ギーがそれを認めた、ということだった。たとえ、彼の正体を知らずとも、王妃の護衛を新人に任せるなどあり得ない。

　かろうじて動きだけはレオンにあわせながらも、疑問と憤いきどおりが脳のう裏りで渦うずを巻き、目め眩まいがしそうな心地ここちがする。

「なにが、どうなってるの……？」
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「詳くわしいことは探ってみなけりゃわからないが……一つだけ、はっきりしたな」

「え？　はっきりした、て」

　混乱を吐はきだすように独りごちたところへ返った意味深な言葉に、リリアーヌはレオンへと意識を戻した。改めて精せい悍かんな顔を仰あおげば、王座の方をむいたままだった瑠る璃り色いろのまなざしが、ちらりとこちらを見下ろした。

「オルデンの王子は否定したらしいが、あの男がオルデンと繫つながってるのはほぼ間違いない」

　かろうじて耳に届いた感情の色のない声に、無意識に喉が上下する。

「だとしたら、だ。どこのどいつのさしがねかは知らんが、ヤツを傍に置いてる以上、王妃陛下があの王子を支持してるのは間違いないってことだ」

　くいっと動かされた顎につられて視線をやれば、パートナーの女性と楽しげに舞まうベルナルドの姿があった。

「王妃さまが、ベルナルド殿下を……？　それって…っ」

　レオンの言葉を反はん芻すうしたリリアーヌは、上うわ擦ずりそうになった声を慌あわてて吞のみこんだ。ひとつ息をついて、今度は慎しん重ちように口を開く。

「それって、王妃さまが、オルデンと繫がってるってこと？」

「オルデンと、ってよりオルデンの王妃と、だな。あの二人が婚こん前ぜんから親しかったのは、社交界じゃ有名な話だ」

「マリアンヌさまと……」

　密ひそやかに囁きを交かわしながら、リリアーヌは横目で王妃を見やった。

　レオンが言うには、オルデンの現王妃であり、元ロワール王女だったマリアンヌは、弟の婚こん約やく者である王妃──イザベルを妹のように可愛かわいがっていたらしい。

　──あ、そっか……ベルナルド殿下はイザベル王妃にとって、血が繫がってないけど甥おいにあたるんだ。

「ま、あの二人にとってみれば、そりゃあ俺は邪じや魔まだろうな」

「レオン……」

　戯おどけるように笑ったレオンに、公おおやけの場だというのについその名が口を突ついた。

　同じ血が繫がらない者なら、見も知らぬ女性が生んだ夫の子どもより、仲のいい義ぎ姉しの子どもの方がいいと思ってしまうものかもしれない。

　──……けど、この国の安あん寧ねいを思うなら、そんな判断、できっこないのに。

　ロワールにとってオルデンがいかに危険な存在か、知らないはずはない。いくら王妃同士の仲がよかろうと、王妃の母国であろうと、一度国王が侵しん略りやくへと舵かじをきればなんの抑よく止し力りよくにもならないのだ。

　マリアンヌが嫁とついで以降も、国境が侵おかされ続けたのがいい証しよう拠こだ。

「リリアーヌ」

　忘れてるぜ、と名を紡つむいだ唇が弧こを描えがくのに、リリアーヌは慌てて口元を緩ゆるめた。思い煩わずらうあまり、無意識のうちに唇をきつくひき結んでいたのだ。

　応こたえる代わりに、なんとか微笑ほほえみを浮かべてみせる──が、苦く笑しよう混じりの頷うなずきが返るのを待つまでもなく、ひきつっているのが自分でもわかった。

「──さあて、そろそろ曲が終わるな」

　リリアーヌがどうにかこわばりを解こうと苦心している傍かたわらで、レオンは気持ちを切り替えるかのようにまわりを見回した。

「俺は情報を集めてくる。おまえはダンスに誘さそわれたら、気分がよくないとでもなんとでも言って、適当に断れ。──この三人については、そのかぎりじゃないがな」

　ようは候補者以外の誘いは断れ、ということだろう。

「わかった」

　リリアーヌとしても、アルベールが気になりすでにダンスどころではない。

　──王妃さまのことも、心配は心配だけど……

　なにより気を配るべきは、レオンだ。

　アルベールがあれほど堂々と潜もぐりこんでいるのだ。ほかにいないとはかぎらない。レオンから目を離はなすのは得策ではない以上、余計なことに神経を傾かたむけてはいられなかった。

　やがて、楽団が緩やかに曲の終わりを告げる。

　四組の男女は互たがいに礼をすると、パートナーの手を離した。途と端たん、わっと周囲から歓かん声せいがあがり、我先にと集まってくる。

　女性、特に未み婚こんの令れい嬢じようたちは、なんとか目当ての候補者にダンスに誘われようと、節度を保ちながらも必死だ。中でもレオンとベルナルドに一ひと際きわの秋波が送られている。

　男性たちは男性たちで、すこしでも自分に有利な縁えんを繫ごうと候補者たちのパートナーに声をかける。

　リリアーヌにも当然のように誘いがかかるが、

「恥はずかしながら、このような場ははじめてで……すこし空気に酔よってしまったようです」

　などと口元を隠かくすようにして俯うつむけば、大たい抵ていはおとなしくひきさがる。

　中には矜きよう持じが傷つけられるのか「何様のつもりだ、たかだか男だん爵しやく令嬢風ふ情ぜいが」と悪態をつく者や、「それはいけません」と親切を装って休きゆう憩けい室に連れこもうとする者もいたが、なんとかかわしきって大広間の端はしへと身をよせた。

　人ひと混ごみを抜ぬけ、ふぅ、と長く息をつく。

　宴うたげははじまったばかりだというのに、早くもぐったりした気分になりつつ、リリアーヌは軽く頭かぶりを振ふった。

「気を抜いてる場合じゃないでしょ」

　レオンは、と次の曲へと移った踊おどりの輪の中に姿を捜さがしていると、ふと視線を感じた。こちらを興味深げにうかがう好こう奇きの目とは違ちがうそれに、考えるより先に首を巡めぐらせる。

　かちあった、まっすぐこちらを見み据すえる紫むらさき色いろの輝かがやきに、ふるりと震ふるえが走った。

「……アルベール」

　さきほどよりも遠い距きよ離りなのに、薄うすく笑った顔がはっきりとわかる。

　一いつ瞬しゆん、まわりの音が消え、ここに自分と彼しかいないような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「今度は、なにをする気……？」

　知らず零こぼれた呟つぶやきが、喧けん騒そうにまぎれる。

　と同時に戻もどってきた感覚に、リリアーヌはうっすらと汗あせの滲にじむ掌てのひらをきつく握にぎりこむと、からめとるようなまなざしから視線をもぎ離した。

　危あやうく吞まれそうになっていた──そのことに悔くやしさを覚えながら、今は彼の存在を意識の端に留とどめるにおく。

「それより、レオンよ」

　改めて姿を探さぐれば、さほどの労もなくむこうから視界に飛びこんできた。

　──不思議……まぎれようと思えば、人波に気配を消すなんて、あの人にとったら簡単なことなのに。

　今は圧あつ倒とう的な存在感をまとって、人々の目を惹ひきつけている。

「……あのたらしぶりにも、感心するけど」

　リリアーヌはシャンデリアの灯あかりに輝くようなレオンに、双そう眸ぼうを細めた。

　今、レオンが相手にしているのは、見み間ま違ちがいでなければベルナルドのパートナーだったはずだ。彼の相手役だったからには、レオンに対してすくなからず警けい戒かい心しんや敵てき愾がい心しんを持っていたはずなのに、すでにそんなものを感じさせない自然な笑え顔がおをひきだしている。

　その行動力と手て際ぎわのよさに、感かん嘆たんせずにはいられない。一方で、彼を見る目に『よくやる』という呆あきれが混じるのは、どうしようもなかったが。

　情報収集はレオンに任せておけば確実だろう。

　リリアーヌは護衛に徹てつするべく、彼の動きにあわせて、さりげなく場所を移動した。時折、アルベールに動きがないことを確かく認にんしながら、曲が変わるたび相手も変わるレオンの姿を追い続ける。

「……にしても、ほんとに楽しんでるんじゃないでしょうね」

　何人目かの令嬢へ笑顔で手をさし伸のべるレオンに、つい胡う乱ろんげな声が漏もれた時、

「一曲、お相手願えますか？　お嬢じようさん」

　かかった誘いに、こちらも『またか』と溜ため息いきが漏れそうになった。

　──ずっと断ってるんだから、もう声をかけてこなきゃいいのに。

　レオンではないが、一曲終わるたび、入れ替かわり立ち替わり誘いをかけられる。

　それだけでもうんざりなのに、彼らは甘やかな微笑みを浮うかべながら、目には探るような、蔑さげすむような色を宿してこちらを見下ろしてくるのだ。本人たちは巧こう妙みように隠しているつもりなのだろうが、ある意味慣れているリリアーヌにはわかってしまう。

　紳しん士しぶった表面上のやりとりに、いい加減うんざりしていた。

「申しわけ──」

「お願いできないかな？」

　だからその時も相手をろくろく見もせず断ろうとしたリリアーヌは、再度聞こえた声に慌あわてて続きを吞のみこんだ。

「──ベルナルド、殿でん下か」

　伏ふせ気味にしていた顔をあげれば、そこには琥こ珀はくの双眸を細めたベルナルドが立っていた。

　夜会がはじまったあとしばらくは身構えていたが、候補者のだれもこちらに気を払はらう素そ振ぶりを見せなかったため、彼らのことはすっかり意識の外だったのだ。

　なぜ今ごろ、と思うものの、断るわけにはいかない。

「光栄にございます」

　礼をして、さしだされた手をとる。

　よかった、と微笑む彼にひかれ、ちくちくと刺ささる視線を受けながら、リリアーヌは再び大広間の中央へとひっぱりだされた。

　腰こしに添そえられた手に居い心地ごこちの悪さを感じつつも、顔にだすわけにもいかず、形ばかりの笑みを返す。やがて音楽にのせてはじまったダンスは、さすがと思えるような踊りやすさだった。

「君は銀狼騎き士し団だんにはいったと聞いたけれど」

「はい。エドワール殿下の護衛を務めさせていただいています」

　きりだされた話題の意図を探りながら、あたりさわりなく応える。

「女の子なのに、大変じゃない？」

「いえ……幼いころより、騎き士しになるのが夢でしたので。まわりには反対されましたが」

「ああ、黒鷹騎士団の団長の娘むすめさんなんだってね」

　さりげなく呈ていされたそれに、リリアーヌの肩かたにわずかに力がはいった。

　──どういうつもり？

　黒鷹騎士団を擁ようする王領グランフォーレは、オルデンと国境を接する要地だ。建国から今にいたるまで何度となく侵しん略りやくを受け、そのたびに騎士団が、時には国王軍が退けてきた。

　そのオルデンの王子が、黒鷹の娘になにを言うつもりなのだろう。

　探る瞳ひとみをむけたリリアーヌに、ベルナルドは優やさしげな顔を綻ほころばせた。

「だったら……後こう継けい者しやになれば、私も君に護まもってもらえるのかな？」

「！　それ、は……」

「ふふっ、ちょっとした冗じよう談だんだよ」

　ライバルの傍そばに控ひかえる者にむけるにしては、冗談にしても質たちが悪い。

　しかし、リリアーヌは内心の不快さをのぞかせる代わりに、ベルナルドにあわせて笑いを零こぼした。

「そうですよね、すこし驚おどろいてしまいました。──それに、殿下にはすでに優ゆう秀しゆうな方々が傍におられるではありませんか。どのみちわたくしの出番などないでしょう」

　あそこにいるアルベールもあなたの側の人間なのでは？──そんな含ふくみをこめて、ちらりと高座に視線を流す。

　一国の王子が簡単に揺ゆさぶられるとは思えない。ただ、すこしでも反応がうかがえないかと試ためしたそれは、逆にリリアーヌの顔色を変えさせる結果になった。

「──っ」

　──いな、い。

　このダンスがはじまる直前までは、たしかに王おう妃ひのうしろに控えていたアルベールが姿を消していた。

　さっと高座の周囲に目を走らせるが、王妃も他の騎士もそのままにアルベールだけが忽こつ然ぜんと消え失うせていた。

　──交こう替たい？　ううん、それなら別の騎士がきてなきゃおかしい。そもそも、夜会の最中にそんなことするわけない。

　どくり、と心臓が嫌いやな音をたてる。

　アルベールがいなくなる。それの意味するものとは、なんだろうか？

　レオンは？　と駆かりたてられるような気分で、近くにあるはずの気配を探る。

　だが、探るまでもなく、あいもかわらぬ存在感でその場にあった彼に、思わず胸をなでおろした。

「──顔色がよくないみたいだね」

　そこへかかった声に、リリアーヌは今がどんな時だったかを思いだす。

　──しっかりしなきゃ…っ、エドワール殿下のパートナーがベルナルド殿下を蔑ないがしろにしたなんて話が広まったりでもしたら、レオンの立場が悪くなる。

　なんとかこの場をしのがなくては、と動どう揺ようを抑おさえつけ、笑顔笑顔と心の中で繰くり返す。

「申しわけありません……すこし、目め眩まいが」

「ああ、気分がよくないとほかの誘さそいは断っていたね」

　大だい丈じよう夫ぶ？　とのぞきこんできた琥珀の双眸に、ぎくりとする。

　笑っていた。

　微笑ほほえみを浮かべても形ばかりのベルナルドの瞳が、今はさも楽しげにきらめいていた。

　リリアーヌは反射的にひいてしまった顔を誤ご魔ま化かすように、おそれ多いという風ふ情ぜいで面おもてを伏せ、その瞳から逃のがれる。

「……なにぶん、はじめてのことばかりで……その上、もったいなくも殿下のお相手をさせていただいて、あがってしまったようです」

「ふふ、勇ましいお嬢さんかと思ったけれど、こんな可愛かわいらしい一面を隠かくし持っていたなんてね」

「お恥はずかしい……」

　体てい裁さいをとりつくろいながらも、手が震ふるえそうになる。思いだされるベルナルドの別の顔に、そっちこそなにを企たくらんでるの？　と言えたら、どれほどすっきりするだろうか。

　──やっぱり、この人、アルベールのことを知ってる……？

　あれは、仕し掛かけて返り討うちにあった自分を笑ったのだとしか思えない。

　アルベールが姿を消したことに対する焦あせりとベルナルドの得体の知れなさに、早く終われ、とそればかりが頭を占しめる。

　レオンはアルベールが消えたことに気づいているだろうか？　職務中のパトリックに声をかけるわけにもいかずにいたが、兄はアルベールが王妃の傍にいるのを知っているだろうか？

　表向きはベルナルドとあたりさわりのないやりとりを交かわしながら、じりじりと耐たえていると、ようやく曲が終わりを迎むかえた。

「ありがとうございました、殿下。誘っていただけて光栄でした」

「ああ、待って」

　二曲目はごめんだ、とそそくさときりあげようとしたリリアーヌの手を、ベルナルドが握にぎり直す。その手の意外な強さに、さりげなく振ふりほどくこともできないでいるうちに、彼はこちらの手をひいたまま歩きだしていた。

「っ、あの、殿下……！」

「やっぱり顔色がまだよくないからね。休んだ方がいい」

「いえ、大丈夫ですので」

　どこへいく気だと踏ふみ留まろうとするものの、この衆しゆう人じん環かん視しの中では振り払うわけにもいかない。抵てい抗こうすればするだけ人目をひくと思えば、声こわ高だかに拒きよ否ひすることもできなかった。

　なんでこんなことに、と焦るうちに、リリアーヌは大広間の一画に設しつらえられた休きゆう憩けい所の方へと連れてこられていた。

　椅い子すとテーブルごとに薄はく紗さを重ねた幕で覆おおわれたそこは、中にはいってしまえば仄ほの暗ぐらく、外からは見えない造りになっている。

「殿下！」

　これがただの親切心とは到とう底てい思えず、控え目ながらも声を荒あらげれば、返ったのは、くすり、という笑い声だった。

「どうしたの、ここならゆっくりできるだろう？──もしかすると、会いたい人に会えるかもしれないし、ね」

　意味深につけ足された言葉に、え？　とベルナルドを見返す。

「それは、どういう……」

「さあ、お嬢じようさん中へどうぞ？　私はなにか飲み物でもとってくるよ」

　リリアーヌの問いかけを遮さえぎって、ベルナルドは入り口にかかっていた紗しや幕まくを払はらうと彼女の背を押した。

　優ゆう雅がな所作とは裏腹に押しこむと言った方がいい力を受け、中へと足を踏みいれてしまう。

「待…っ」

　リリアーヌが振り返った時には、すでにおろされた幕越ごしに遠ざかっていくベルナルドのうしろ姿があるばかりだった。

「一体、なんなの、あれ──」

　一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたあと、とにかく戻もどろうと幕に手をかけ……ふと人の気配に気づく。

　──先客がいたんじゃない！

　ちゃんとたしかめてよっ、と内心でベルナルドに文句を言いながら、急いでそちらにむき直る。無礼を詫わびようとしたところで、リリアーヌはぴたりと動きを止め、ついで大きく目を見開いた。

「……アル、ベール？」

　椅子とテーブルの奥、一ひと際きわ濃こい暗がりに佇たたずむ人ひと影かげに、喉のどがひきつる。じっと瞬またたきも呼吸も忘れて見つめていると、テーブルに灯ともされたランプの灯ひがふっと揺らいだ。

「どうした。もう、私の顔を見忘れたのか？　リリー」

　すいっと踏みだしてきた人影が、火明かりにほのかに照らしだされる。

　闇やみにまぎれるような青の長衣コートに光に浮うかびあがる白いウェストコートとズボン、そして夜をよりあわせたような流れる髪かみ──銀狼の制服を纏まとったアルベールが、そこに立っていた。

「……っ」

「どうして」と「なぜ」が一気に溢あふれでてきて、声がつまる。

　リリアーヌは見えない位置で掌てのひらを握り締しめると、いり乱れる感情を胸の奥に押しこめるように深く息を吸いこんだ。

「──もう、怪け我がはいいの？」

　目だけは逸そらさないまま静かに問えば、意外なことを言われたようにアルベールが瞬いた。

　薄うす闇やみの中、沈ちん黙もくが落ちる。

　やがて聞こえたのは、くつり、と喉を鳴らす音だった。

「ずいぶんと可愛らしいことを言ってくれる」

　真っ先に聞くほど案じていたのか？　とよこされた揶や揄ゆに図星を指され、かっと頰ほおが熱くなる。

　しかし、この暗さなら気づかれない、と自身に言い聞かせて、努めて平静を装った。

　そんなリリアーヌの耳に、こつ、とわざとらしい靴くつ音おとが響ひびいた。

「それほど心配ならば、自分でたしかめてみればいい」

「……その調子なら、大丈夫みたいね」

　テーブルを回りこむようにして近づいてくるアルベールに、それ以上くるなと牽けん制せいするようにまなざしを尖とがらせる。

　恐おそれをなしたわけではないだろうが、足を止めたアルベールが、上から下までこちらの姿を眺ながめやると目を細めた。

「よく似合っている──が、気にいらないな」

「え──？」

　突とつ然ぜんの褒ほめ言こと葉ばに続いた不ふ機き嫌げんそうな声に、つい気の抜ぬけた声が零こぼれる。

「私以外の男の手で着き飾かざられたおまえを見るのは、癪しやくに障さわる」

「な…っ」

　独どく占せん欲よくもあらわなアルベールに今度こそ絶句したリリアーヌへ、すっと手が伸のばされた。まるで闇の中から抜けでてきたかのようなそれに、反射的に後あと退ずさる。

「おまえがだれのものだか、忘れたのか？」

　しかしなおも近づいてきた手が、ネックレスで飾られた白い首へと触ふれる寸前、

「俺のだろ、だからなんの問題もない」

　背後からぬっと現れた腕うでが、リリアーヌの身体からだを包みこむように肩かたを抱だき、うしろへとさがらせた。

「！　レオンッ」

　その温ぬくもりと声に首を捻ひねれば、紗しや幕まく越ごしに背後に立つレオンの姿があった。

「あの王子に連れてかれたから、心配できてみれば……」

　レオンは嘆たん息そく混じりにリリアーヌを脇わきへ押しやると、幕をまくりあげて中へとはいってきた。

「こいつはもう俺がもらい受けたんでな。手出しは控ひかえてもらおうか？」

「レオン、なにをっ」

　自分をかばうように立ち、アルベール相手に挑ちよう発はつ的な物言いをするレオンに、呆あつ気けにとられていたリリアーヌは我に返った。控えるのはあなただと、彼をうしろにさがらせるために腕を摑つかむが、その身体はびくともしない。

　アルベールは突然割ってはいったレオンを色のないまなざしで眺めていたが、

「──レオン、か」

　男の腕を摑むリリアーヌの手に視線を移すと、低く呟つぶやいた。

　剣けん吞のんな気配を含ふくんだそれに身構えたリリアーヌをよそに、アルベールは一歩下がると口元に薄うすく笑えみを刷はいた。

「ご無礼を、エドワール殿下。ちょっとした同どう僚りよう同士の親しん睦ぼくですので」

「同僚同士の、ねえ」

　暗に『おまえには関係ないことだ』と告げたアルベールに、レオンが肩を竦すくめる。

「リリアーヌはともかく、そっちは任務中だろ」

　彼もまた『そんな場合か？』と含みを持たせて返すと、リリアーヌの腰こしへとこれ見よがしに腕を回した。

「こいつが邪じや魔まをしたようで悪かったな。──リリアーヌ、ちょっと休憩につきあってくれないか。さすがに疲つかれた」

「──では、こちらをお使いください。私がはずしましょう」

「いや、ベルナルド殿でん下かが戻ってこられるかもしれないしな。鉢はち合あわせるのはいささか体てい裁さいが悪いだろう」

　他人の目にはパートナーをとりあっているように映るだろう、とうそぶいて、レオンは紗幕をまくりリリアーヌを促うながした。

　彼女としても否いなやがあるはずもなく、彼に従って踵きびすを返す。とはいえ、幕越しに追ってくる鋭するどい視線に、心こころ穏おだやかではいられない。

「……手間をとらせてしまったことは、ごめんなさい。けど、敵に立ちはだかるなんて無む茶ちやはしないで」

　自分の不ふ甲斐がいなさは重々承知の上で、護衛対象が前にでてどうするのか、と横目でレオンを睨にらむ。

「あんなの無茶でもなんでもない。火事場に飛びこむだれかさんに比べたらな」

「それはっ──今は関係ないでしょ。相手は剣けんを持ってるのよ？」

　過去の所業を指し摘てきされ、一いつ瞬しゆん言葉につまる。だが、すぐに態勢をたて直すと、あちらがその気になったらどうするつもりだったのかと嚙かみついた。

　レオンはといえば、そんなものはどこ吹ふく風かぜだ。

「あっちも莫ば迦かじゃないんだ、こんな場所で襲おそうかよ。それに、剣だけが戦う術すべじゃない。最初の一いち撃げきさえ食くらわなきゃ、あとは騒さわぎを聞きつけた騎き士したちが飛んでくるさ」

　とおりすがりの給きゆう仕じに手をあげると、レオンは盆ぼんの上から杯さかずきを二つすくいとった。ひとつをリリアーヌへと渡わたしながら、「で？」と問いかけるまなざしをむけてくる。

　礼を言いながら受けとったリリアーヌは小さく息を落とした。彼が聞いているのは、ベルナルドに誘さそわれてからの一連の出来事についてだろう。

「特にはなにも。あたりさわりのない会話をしただけ」

　喧けん騒そうにまぎれるような声こわ音ねで告げながら、周囲の気配に意識を配る。こちらをうかがう人間は多いが興きよう味み津しん々しんに見ているだけで、傍そばによってきてまで会話を聞こうとする者はいない。

「ただ……やっぱり、ベルナルド殿下はあの人と繫つながってる」

「だろうな。でなきゃ、ああも都合よくあそこにいるわけがない」

　あいづちを返しつつ杯に口をつけたレオンに、リリアーヌも唇くちびるを湿しめらせるように葡萄ぶどう酒を口にした。

　その時になって、自分がひどく喉が渇かわいていたことに気づく。渇きにも気づかないほど張りつめていたということだろう。

　余よ裕ゆうのない自分に、そっと杯の中に溜ため息いきを零こぼしながら、リリアーヌは隣となりを仰あおいだ。

「──あなたの方は？」

　あれだけ熱心だったんだからなにかわかったんだろう、とのぞきかけた皮肉を抑おさえこみ、なんでもない風で問い返す。ああ、と今は遠い高座を一いち瞥べつしたレオンは、くるりと杯を揺ゆらした。

「どうやらあの男、王おう妃ひ陛下の実家の筋から紹しよう介かいされたらしい」

「王妃さまの、ご実家？　さっき言ってた方じゃなくて？」

　オルデン側のさしがねではないのか、と言外に尋たずねれば、「あの王子のパートナーがその家の令れい嬢じようなんだよ」となんでもないことのように続けられる。

　──つまり、彼女から聞きだした、ってことね。

　あの短時間でよくそこまで踏ふみこめたものだと、感心するやら呆あきれるやらだ。

　が、すぐにリリアーヌは頭かぶりを振ふった。

　──そうじゃないでしょ！

　重要なのはそこではない。ベルナルドのパートナーが王妃の実家の人間だということだ。

　今回の夜会には、カミーユ然しかり、ラウル然り、彼らの後うしろ盾だてとなる家いえ柄がらの令嬢を連れてきていた。その点から考えても、ベルナルドの後ろ盾として王妃の実家がついたとみてほぼ間ま違ちがいない。

　さらにそれは、王妃がベルナルドを支持する姿勢を示したことを意味していた。

　このことは今夜の夜会を機に一気に貴族たちの間に広まるだろう。

「これを受けて貴族連中がどう動くのか、見物だな」

　そう喉のどで笑うと、レオンは一息に杯を呷あおった。

「さて、もう一仕事してくるか」

　気がつけば終しゆう盤ばんにさしかかっている曲に、軽く首を回して踊おどりの輪の方へと足を踏みだす。ついでに流れるような仕草で給仕の盆に杯を戻もどしたレオンの背に、リリアーヌは声を投げた。

「ほどほどにしてください。ご令嬢やそのお相手の方から恨うらみを買っても知りませんよ」

　調子にのると刺さされるから、と遠回しに告げた彼女に、レオンが肩かた越ごしに振り返った。

「そうなったら、おまえが護まもってくれるんだろ？」

　頼たよりにしてる、と楽しげに笑って令嬢たちの方へ歩いていく。

「……まったく」

　こんな時ばっかり都合がいいと思いながらも、彼の周辺へ視線を走らせる。

「変わった様子はなし、と──あれ？」

　とりあえず今すぐさし迫せまった危険はないようだと見てとったリリアーヌは、ふと人ひと混ごみの奥へと目を凝こらした。

　すぐに人波に隠かくれてしまったが、会場の反対側にアルベールの姿があったような気がしたのだ。

　なんとかむこうの様子がうかがえないかと移動しながら、ちらりと高座の方を見やる。あいもかわらずそこにはない姿に、小さく眉まゆがよった。

　今のがアルベールだったら、と思うと胸が騒ぐ。自分たちにとっては警けい戒かいすべき相手だが、他人の目から見れば銀狼の騎士だ。不ふ審しん感を持たれることなく、自由に動き回ることができる。

　追うべきか、否か。

　リリアーヌは人ひと影かげの見えた方と女性たちに囲まれるレオンを見比べ──むこう側へ渡るべく足早に歩みを進めた。

　すこし様子を見てくるだけだ。なにもないとわかったらひき返せばいい。

　次の曲がはじまってしまう前に大広間をよぎろうと、足を急がせた。が、溢あふれかえる人々の隙すき間まを縫ぬうのも一苦労だった。

　さらに左右からかけられる声をやんわりといなしながら反対側へとたどりついた時、アルベールらしき人影はどこにもなかった。

「気のせい、だったかな……」

　さすがにあの一瞬だけでは、間違いないとは言い切れない。

　次のダンスのはじまったフロアを横目に、窓の外へと視線をやったリリアーヌは、「あ」と声をあげた。

　窓まど硝子ガラスに映った自分の姿に重なるように、篝かがり火びの焚たかれた庭園を黒くろ髪かみをなびかせて歩いていく人影があった。

　外……とあたりを見回し、目についた硝子扉とびらへ駆かけよりたい気持ちをこらえてむかう。警備に立つパトリックの同どう僚りようだろう騎士がこちらを見たのがわかったが、構わず取っ手に手をかけた。

　ひやりと火ほ照てった顔をなぶった外気に身み震ぶるいしつつ、リリアーヌはするりと外へでる。

「たしか、あっちに──」

　人影がむかっただろう方向に首を巡めぐらせると、今にも夜にまぎれそうなうしろ姿があった。

「いた」

　広く美しい庭園は、この宮きゆう殿でんの自じ慢まんのひとつだ。季節の花が植えられた花か壇だんや薔ば薇ら園えん、川から水をひき随ずい所しよに設置された噴ふん水すい、さらには生いけ垣がきで作られた巨きよ大だいな迷めい路ろや夏には涼すずしげな木こ陰かげを作る木立など、王都の喧騒とは趣おもむきを異にする風景が広がっている。

　見方を変えれば、隠れて人に会う場所には困らないということだ。

　もしかして……と目を光らせたリリアーヌは、硝子越ごしに大広間を見返ったあと、静かにポーチから庭へおりた。気配を殺して人影のあとを追う。

　近づきすぎないよう気をつけなければならない。前にそれで痛い目を見たばかりだ。

　ただ、すこしでもアルベールの行動や目的を摑つかむ手がかりになれば、と月明かりと所々に焚かれた灯あかりを頼りに追いかける。

　前をいく人影が、すっと木立の陰かげへと消えた。

　リリアーヌはとっさに足を速めかけ、焦あせりは禁物だと思い留まる。

　逸はやりそうになる気持ちをなだめながら慎しん重ちように近づいていく。やがて、姿が見えなくなったあたりまでくると、木の陰からそっとむこう側をうかがい──予想外に近くにあった姿に、息を吞のんだ。

　花壇かなにかだろうか、腰こしに届くか届かないかの高さの生け垣の傍に人影が佇たたずんでいる。

　──どうしよう……

　だれかと待ちあわせているなら探さぐるにはまたとない機会だが、ここではそのだれかと鉢はち合あわせしてしまう可能性がある。

　戻るか、隠れてこのまま様子をうかがうか、リリアーヌが逡しゆん巡じゆんしていた時だった。

「──いるんだろう？　でてくればいい」

「！」

　あがった声に、ぎくりとする。

　これは、待ちあわせの相手だと思っているのだろうか。それとも……

「どうした、リリアーヌ」

　しかし、悩なやむまでもなく呼ばれた名に、リリアーヌはつめていた息を吐はきだした。

　──お見通しって、ことね。

　こうなったら隠れていてもしかたがない、と木陰からでていけば、月明かりの下、まっすぐこちらを見つめるアルベールの姿があった。

「こんなところまで追ってくるとは……よほど私のことが気にかかるらしい」

　低い笑い混じりの揶や揄ゆは、嫌いやみと言うには色めいた含ふくみがある。

　リリアーヌはそれを無視して、彼を鋭するどく見み据すえた。

「──どういうつもり？」

　さきほどは結局言葉にならなかった問いを投げつける。

　さわっと返事の代わりのように吹ふいた風が梢こずえを揺らす。薔薇だろうか、甘くかすかに鼻をくすぐった香かおりにのって、くつりと笑声が届いた。

「どういう、とは？」

「……惚とぼけないで」

　かっとしかけたのを抑えこんだ声が、地面に落ちる。

「惚けているのはそちらの方だろう。そんなところから睨にらみつけながら、なにを話せと？」

　しかし、逆に返されたそれにリリアーヌは唇くちびるをひき結んだ。

　人気がないとはいえ、だれの耳にはいるとも知れない状じよう況きようでおいそれと話をするつもりはないということだ。話をしたいのなら近くへこい、と暗に誘さそうアルベールに、うかうかのるほど彼から受けた仕打ちの数々は古い記き憶おくではない。

「……よく言うわ。どうせ、なにもしゃべるつもりなんかないくせに」

「ならば、なぜ追ってきた？──宴の夜の火アヴア遊ンチびユールにでも興じにきたのか」

　それもいいな、とうそぶいてアルベールがこちらへと近づいてくる。

「だれがそんなこと！　わたしはあなたがなにをするつもりなのか──、！」

　距きよ離りをとるようにうしろへさがっていた足が、ふいに遠くで湧わきあがった喧けん騒そうに止まる。

　いくつもの叫きよう声せいや甲かん高だかい悲鳴めいた音が夜陰を割って耳へと届くのに、リリアーヌは反射的にきた方向を振ふり返っていた。

「今の……」

　大広間の方からだ、と気づくが早いか、身体からだが動いていた。

　──なにがあったの!?　レオンは…っ

　ざわめく胸に急せかされるように駆けだそうとしたリリアーヌは、しかし急に背後からとられた手首につんのめった。そのまま強くひかれ、慣れない靴くつもあって踏ふみ留まることができずにうしろへと倒たおれこむ。

　なにが、と思ったころには、逞たくましい腕うでの中に抱だきこまれていた。
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「……それほど急いで戻らずとも、おまえも宴の夜を楽しめばいい」

「なにを、莫ば迦かなこと──」

　耳元で囁ささやいた笑えみ声に、冗じよう談だんにつきあっている暇ひまはないとばかりに身をよじる。

　だが次の瞬しゆん間かん、耳のうしろあたりに触ふれた柔やわらかな感かん触しよくに、ひゅっと喉のどが鳴った。ついで走ったツキリとした痛みに、

「ッ、放して！」

　リリアーヌはうしろにある身体を力いっぱい押し退のけていた。

　直後、あっさり解けた拘こう束そくに勢い余って足がよろめく。なんとか踏み留まりながら、耳のうしろを手で覆おおった。

　熱い。彼の触れた箇か所しよへと血が集まってくるようにどくどくと脈打つ肌はだが、ひどく熱かった。

　その熱に煽あおられるように沸わきかえった感情が出口を求めて渦うずを巻くのに、リリアーヌは薄うすく笑みを浮うかべたアルベールをきつく睨みつけた。

　しかし、そんなものは歯し牙がにもかけず、「いくのではなかったのか？」とアルベールは余よ裕ゆうの構えを崩くずさない。あまつさえ、

「それとも、続きがお望みか？」

　再び伸のびてきた手を、リリアーヌは耳のうしろにあてていた手で叩たたき払はらった。

「……っ」

　口を開けば意味をなさない言葉が溢れだしそうで、無言のまま踵きびすを返す。

　突とつ如じよ大広間からあがった騒さわぎに、アルベールの思いもよらない行こう為い──たて続けに起こった出来事に、かき乱れた気持ちを抱かかえて元きた道を駆け戻もどる。

　やがて、続いていた木立が途と切ぎれ、窓から漏もれる大広間の明かりが目に飛びこんできた。遠目にも中の人々が混乱しているのが手にとるようにわかる。

　それを見た瞬間、すっと頭が冷えた。

　アルベールへの怒いかりともつかない感情が遠のき、なにが起こっているのかという不安が瞬く間に胸の中で膨ふくれあがる。

「──レオン！」

　やっぱり追うんじゃなかった、と湧きあがる後こう悔かいに、地面を蹴ける足に一層の力がこもった。そのまま一目散に大広間へと駆けこんだリリアーヌは、肩かたで息いきをしながら大きくあたりを見回した。

　だが、騒ぎが騒ぎを呼ぶような情景の中では、求める姿を見つけるどころか、こちらの声さえもかき消されてしまう。

　これでは埒らちがあかないと、最後に彼を見かけた場所へと人ひと混ごみをかきわけるように進んでいけば、見覚えのある亜あ麻ま色いろの輝かがやきが目に映った。

「殿でん下か！」

　いた、とほっとするより早く、呼びかけが口を突つく。それが届いたのか、ぱっと振り返った瑠る璃り色いろの瞳ひとみに安あん堵どの色がよぎった。

「リリアーヌッ、今までどこにいた？」

「……ごめんなさい」

　ようようたどりついた先で開口一番軽けい率そつな行動を咎とがめられ、リリアーヌはばつの悪さを浮かべた。説明を求めるまなざしに、周囲をうかがいつつ顔をよせる。

「……あの人が庭園にでていくのが見えて、気になってあとを追ったの」

「！　おまえ──」

『あの人』がだれをさすのかすぐに察したのだろう、レオンが短く息を吞む。

「けど、別になにもなかったから！」

　なにか言われる前にと、声を潜ひそめたまま口早に言い募つのれば、彼は、はあ、とあからさまに嘆たん息そくした。

「窓側へむかったのは知ってたが、まさか、そんな真ま似ねしてたとは……」

「ところで……一体、なにがあったの？　この騒ぎは？」

　物言いたげな視線に気づきながらも、そんなことより、とあたりを見回したリリアーヌに、レオンは再度息をついた。

「あとで聞かせてもらうぞ」としっかりと釘くぎを刺さしつつ耳元へよせられた顔の近さに、思わず身体が揺ゆらぐ。

　だが、彼の方は気にした様子もなく、もっと近くに、とばかりにこちらの肩をひきよせた。

「まだ、公おおやけにはされてないが──どうやら、王おう妃ひの首くび飾かざりが盗ぬすまれたらしい」

「！　首飾りって……今日つけておられた、王家に伝わる……？」

　密ひそやかに告げられた事実に、リリアーヌはその近さも忘れ、凝ぎよう然ぜんとレオンの顔を見返していた。
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　夜会の翌朝、リリアーヌは昨晩のドレスとともに仕上がってきた銀狼の制服を纏まとい、足早に歩いていた。

　むかうは、団長室。ギーのところだ。

　普ふ段だん、夜の遅おそい王都にあってこの時間は早朝と言ってもいい時間だ。宮きゆう殿でんで働く者たちは忙いそがしくても、宮殿そのものは閑かん散さんとしている。

　だが、今日ばかりは人の気配が行き交かい、ぴりぴりとした空気が漂ただよっていた。

　その空気の一いつ端たんを担にないながら団長室の前にたどりついたリリアーヌは、すこしの時間も惜おしいとばかりに一呼吸置くこともなく、扉とびらをノックした。

「失礼いたします！　リリアーヌ・ブノワです。今、よろしいでしょうか」

　以前にここに立った時は緊きん張ちようして待った返事を、もどかしく待つ。ほどなく返った応こたえに、遠えん慮りよという文字もどこかへ勢いよく扉を開いた。

「よお、おはよーさん。ずいぶんと早いな」

　浅く椅い子すに腰こしかけ、背もたれに身体からだを預けたギーが、気怠げに右手をあげる。締しまりのない服装も態度もこの間とまるで変わらない──いや、起きている分だけましとも言える団長へと、リリアーヌはつかつかと歩みよった。

　そのまま机越ごしにギーの正面に立ち、まっすぐ彼を見下ろした。

「ん、どうした？──おお、それ出来上がったのか。よく似合って」

「王妃さまの護衛、あれはどういうことですか？」

　こちらの服装に目を留め、吞のん気きに感想を言うのを断たち切る形で、問いを投げる。

　いきなりのことに虚きよを衝つかれたギーは、しかしすぐ『ああ』という顔つきになると、決まり悪げに頰ほおをかいて視線を泳がせた。

「あー……昨日の件は、失態だった。まさか、あの首飾りを盗むヤツがいるとはなぁ。王妃陛下の御おん身みを護まもるのがオレたちの仕事ではあるが、初代王妃から受け継つがれてきた国宝が盗まれたとあっちゃ、上が」

「そうじゃありません！」

　失態だと言いながら切せつ羽ぱ詰つまった様子もなく語る上官に、痺しびれを切らしたリリアーヌがまたもその言葉を遮さえぎった。

　いや、彼の言うことも気になってはいるのだ。銀狼の騎き士したちがついていながら、なぜ易やす々やすと──とは事件を知ってからずっと頭の片かた隅すみにひっかかっていることだった。

　だが、今問題にしているのは『騎士』そのものについてだ。

「あの黒くろ髪かみの騎士は、王妃さまのご実家の紹しよう介かいで最近とりたてられたと聞いています。わたしが言えたことでないのは、重々承知ですが……なぜ、そんな者が王妃さまのお傍そばに？　軽々しい判断だと言わざるを得ません！　団長は彼がどれほど危険か、」

「リリアーヌ・ブノワ」

　アルベールが王妃の傍にいるのは見過ごせない。

　その一心で訴うつたえていたリリアーヌは、横から冷ややかにさし挟はさまれた呼びかけに、はっと口を噤つぐんだ。

　いつかと同じ感情の色のない冷めた鳶とび色いろの瞳が──副団長であるリオネルが、瞬またたきもせずこちらを見つめていた。

「騎士とは、なにと心得ます？」

　瞳同様、淡たん々たんとよこされた質問にリリアーヌは、え、と戸と惑まどったあと、さきほどまでの勢いとはうって変わってたしかめるように言葉を紡つむいだ。

「騎士とは……陛下の、国の剣けんであり、盾たてだと」

「そういうこった」

　よこされた肯こう定ていに、頭のうしろで腕うでを組んだギーへと顔を戻す。

「王妃陛下が『この者を』と望まれた。それに口出しできるのは、陛下お一人だ。閣下でさえ、意見できても無視されたらそれで終わりさ。まして、オレたちは騎士だぜ？」

　横目によこされた青灰色のまなざしが、一いつ瞬しゆん強い輝かがやきを帯びた。

「剣も盾もしゃべりゃしねーよ」

「……それは、黙だまってろってことですか」

　なにも言わず、肩かたを竦すくめる動作をしたギーに、リリアーヌはきつく掌てのひらを握にぎった。

　──……この制服に恥はじない働きを、って胸に刻んだのに。

　当の団長がこのありさまでは、纏まとう青さえくすんで見える。

「──わかりました」

「そうそ、剣は剣、盾は盾らしく」

「らしく、わたしの方法でやらせていただきます。──失礼しました」

　強い調子で言い切って、リリアーヌはなにを言われる前に彼らへと背をむけた。

　そんな彼女の耳には、「──とはいえ」と落ちた、低い唸うなりにも似た呟つぶやきは届いてはいなかった。

「扱あつかいや手入れを怠おこたれば、剣や盾だって持ち主を害することもあるだろうよ」

　そう言って嗤わらう男の姿は、獲え物ものを定めた狼さながらの獰どう猛もうさをまとっていた。







「リリアーヌ！」

　ささくれだった気持ちでギーの元をあとにして、足どりも荒あらくレオンの居室へ戻もどろうとしていたリリアーヌはかかった声に立ち止まった。

「レ……殿でん下か」

　振ふり返れば、本ほん殿でんから繫つながる回かい廊ろうをこちらへむかってくるレオンの姿が見えた。

　テオドールとは別に、彼のうしろを距きよ離りを置いてついてくる二名の騎士の姿に、とっさに呼び方を変え、礼をとる。

「ちょうどよかった。呼びにいこうと思ってたとこだ」

「どうかされましたか？　それに閣下のお話は……」

　朝食後、昨夜の事件の説明を受けるため、レオンはほかの候補者ともども宰さい相しように呼ばれていた。それはもういいのか、と尋たずねれば、鷹おう揚ように頷うなずきが返った。

「ああ。──で、だ。ちょっと現場を見ておこうかと思ってな」

　低められた声に、リリアーヌはさっと表情をひき締めた。

　昨夜、レオンから聞いたところによると、その事件は夜会も中ちゆう盤ばんにさしかかったころに起こったという。

　王妃が休きゆう憩けいのためか退席してからまもなく、いくつもの慌あわてふためいたような声があがったのだ。大広間の奥、王や王妃のための控ひかえの間からあがったそれは、最初会場の喧けん騒そうや楽の音にまぎれ、ほとんどの者が気づかなかった。

　が、ほどなくしてこだました女の悲鳴に、高座に近い位置にいた人間はなにごとかと動きを止めた。異変を感じとった人々が一人、また一人と高座の方を見返り、ついには楽団までもが手を止めるころには、いり乱れた足音と怒ど号ごうめいた声が会場にも届いていた。

　なにがあったかはわからない。しかし、ただごとではない雰ふん囲い気きに、招待客は不安げに顔を見合わせ、中には気絶する女性客もいたらしい。

　そうした騒さわぎがさらに騒ぎを呼び、大広間が混乱寸前になったころ、夜会の中止が申もうし渡わたされた。そして、主だった者たちにそっと耳打ちされたのが「王おう妃ひの首くび飾かざりが何者かによって盗ぬすみだされた」という内容だったのだ。

「現場……では、控えの間に？」

「そういうことだ」

　いくぞ、と返事も待たずレオンが歩きだす。

「はい」とあとに続きながらも、リリアーヌは隣となりに並んだテオドールに戸惑いの目をむけた。

「……いいんですか？」

　偶ぐう然ぜんとはいえ遭そう遇ぐうしてしまったからには、事件について気にかからないわけがない。

　だが、自分の仕事は王子の護衛であって、王宮内の警備ではない。それを専門とする衛兵たちがいる以上、余計な手出しは越えつ権けん行こう為いと捉とらえられかねなかった。

　レオンもそれは同じのはずだ。彼が総指揮官として着任した警備隊は、主に王都の治安維い持じを受け持つ部隊であって、今回の事件とは直接的には関かかわりがない。

　にもかかわらず、現場を見にいくことに問題はないのだろうか。

　言葉すくなに不安を口にしたリリアーヌに、懸け念ねんするところを正確に読みとったテオドールもまたひっそりと苦く笑しようを返した。

「よくはないんだろうけれどね……黙って見ているということができない性分だから」

　事態を静観するには、事件の持つ影えい響きようが大きすぎた。騎士団や衛兵隊の不ふ手て際ぎわはもちろんだが、王宮主しゆ催さいの夜会で騒ぎを許したということが問題なのだ。

　このまま後手に回り、解決が長引けば長引くほど、自国の民たみだけでなく他国に対する権けん威いも揺ゆらぎかねない。

「ロワールはこの程度か」と──。

　あれだけおおっぴらに起こった事件だ。知れ渡るのもそう遠い話ではない。

　つけいる隙すきを与あたえないためにも、話がまだ『醜しゆう聞ぶん』で抑おさえられるうちになんとかしなくては、というのがレオンの考えらしい。

「──犯人については、まだなにも？」

「衛兵たちが総出でことにあたってはいるようだけれど……」

　こちらの問いというよりは確かく認にんに、テオドールが小さく首を左右にした。

　易やす々やすと王妃の首飾りが盗まれた挙句、足どりすら摑つかめていないという事実に、リリアーヌは眉まゆを顰ひそめた。

　レオンもまたこの事態を重く見たからこそ、自ら足を運ぼうと思いたったのだろう。聞くだけではわからない、なにかがあるかもしれない。

　リリアーヌは改めて気を締しめ直すと、大広間に隣りん接せつする控えの間へとむかった。

　昨日の今日だからだろう。普ふ段だんはだれもいない部屋の前を護まもる衛兵に、若じやつ干かんの押し問答のあと扉とびらを開けさせると、リリアーヌたちは控えの間へと足を踏ふみいれた。

　はじめてはいる中は、さほど広い空間ではなかった。

　扉は今はいってきたものと大広間へと続くものの二つ。窓はなく、昼間でも暗い室内は灯あかりをつけなくてはものの輪りん郭かくぐらいしかわからない。

　壁かべ際ぎわには四つランプがとりつけられており、今はそのすべてに灯りが灯ともされていた。

「どういう状じよう況きようだったの？」

　室内をぐるりと見回しながら、リリアーヌは宰相から事件のあらましを聞いているだろうレオンへと問いかけた。

「ああ……疲つかれたと言って控えの間にさがられたあと、王妃陛下は耳みみ飾かざりや首飾りなんかの身につけていた装そう飾しよく品を一度はずされたらしい」

「あれらは代々王家に伝わるものだったと記き憶おくしているけど」

　同じように視線を巡めぐらせていたテオドールが言い添そえたのに、レオンがあいづちを返した。

「初代王妃オレリアさまが始祖王から賜たまわったものだって話だな。当時はまだ珍めずらしかった希少金属と翠すい玉ぎよくや真しん珠じゆをふんだんにあしらった品で、今の王妃陛下には少々負担のあるものらしい」

　婉えん曲きよくに表現してはいるが、ようは重いのだろう。

　昨夜の王妃の装いを思いだしながら、さもありなん、とリリアーヌは納なつ得とくした。

　たしかに遠目に見ただけでもすばらしい品々なのがわかったが、華きや奢しやな王妃の首や耳にあっては威い厳げんよりも『飾かざられている』という印象が強かった。

「──ということは、首飾りは王妃さまがはずされたあと、盗まれたってこと？」

「らしいな。──はずしていったんしまわれたすぐあとに、この部屋の灯りが次々と消える事態が起こった」

「灯りが？」

　その言葉に、今は赤々と燃えるランプへ目をやった。

「急ぎ新しいのを用意したらしいが、次に部屋が明るくなった時には首飾りはもうなくなっていた──ってのが、その場に居合わせた女官の話だ」

　続いたレオンの説明に、テオドールが怪け訝げんな顔つきで彼を見返った。

「灯りの消えた原因は、なんだったんだい？」

　たしかに、とリリアーヌもレオンへと視線を移した。

　まさかだれかがランプを吹ふき消して歩いたわけではないだろう。よほどの強風が吹いたところで、火ほ屋やに覆おおわれているものが一度に消えるなど考えにくい。

「昨夜は王妃陛下がいらしたからな、備えつけのもののほかに二つランプが持ちこまれてたんだが、そのすべてから油が抜ぬきとられてたらしい」

「油が？　じゃあ、灯心に染しみこんだ分か、すこしだけ残されてた分の油が燃もえ尽つきたことで、時を同じくして灯りが消えたってこと……？」

　それの意味するところに気づいたリリアーヌの声が、硬かたくなる。

　王妃が大広間にいる間、ここが無人だったとは考えづらい。普ふ通つう、王妃がいつでも休めるよう侍じ女じよや侍じ従じゆうが待機しているものではないだろうか。

　準備や片づけやらで出入りがあったとしても、無人にはしないだろう。

　にもかかわらず、油が抜きとられていたということは、犯人は身近な人物、もしくは協力した者がいる可能性が高いということだ。

　レオンは『気づいたな』というように顎あごをひいた。

「女官長あたりは、事前に細工をすることなら部外者にでもできる、と言って譲ゆずらないそうだ。王妃陛下が宴うたげの中盤で休憩をとるのは、夜会に幾いく度どか出席したことがある者ならだれでも知ってる、ってな」

「油の量と燃える時間がわかってれば、あらかじめ仕し掛かけられるってこと？」

　はたしてそんなことが本当に可能なのかと困こん惑わくするリリアーヌに、「だろうな」とレオンは肩かたを竦すくめた。

「ま、ようは自分たちの中にそんな不届き者はいないって言いたいんだろ。プレヴォ子し爵しやくあたりは『王宮にいるすべての使用人の身辺を調べればいい。すぐにでてくる！』って息巻いてたがな」

　彼の口調からは、ことはそう単純ではないだろう、という呆あきれがありありと感じとれた。

　たしかに、ランプの油が抜きとられていたことといい、騎き士したちに気づかせず逃にげた手際といい、犯人は用よう意い周しゆう到とうな人物だろう。そんな人間が調べればすぐわかるようなへまをするとは思えない。

「事件のあと、姿が見えなくなったり、連れん絡らくがとれなくなった人はいないのかな」

「すくなくとも王妃付の者の中にはいないようだ。一応、王宮に勤める人間をすべて確認するとは聞いたが……」

　人数が人数だけに言うほど簡単ではないことは察しがついた。

　かといって、見慣れぬ者が控えの間付近にいたという目もく撃げき情報も、今のところあがってきてはいないらしい。

　これはレオンが憂うれうわけだと痛感しながら、リリアーヌは改めて部屋を見回し、奥へと足を進めた。

　そうして、もうひとつの──自分たちがはいってきたのとは反対側の扉のノブを回す。

　慎しん重ちように開いた先は、聞いたとおり大広間へと繫つながっていた。

「こっちから逃げるのは……無理か」

　今も扉の脇わきに衛兵が立っているが、昨日は銀狼の騎士たちがこの扉を護っていたはずだ。中から王おう妃ひ以外の人物がでてきたら気づかないはずがない。しかも、騒さわぎの最中に、だ。

　──……よね？　いくらなんでも、見み逃のがすなんてことは……

　リリアーヌの脳のう裏りに今朝見た団長の姿と、『騎士の墓場』の文字がよぎる。

「……そんな人ばっかりじゃないって、兄さまたちだって言ってたし。あの人も、騎士としての腕うではたしかだって」

　たとえ王妃の傍そばに侍はべることができるのがお気にいりの者たちだけでも、まわりを護る騎士には相応の実力を持つ者を選んでいるはずだ。

　万が一を考えつつも、ここは兄たちを信じようと、リリアーヌは踵きびすを返した。

　──同じ騎士団の仲間を信じることができないなんて……

　それが悲しくも、もどかしい。

　ただ、団長たちの態度だけではなく、自分自身に原因があるのも気づいていた。裏切られた経験が、小さな凝しこりとなって胸から消えないのだ。

　レオンの傍にあるだけでは、彼を護れない。いざという時のために、もっと銀狼の騎士たちの中にはいっていかなくては、と心に刻む。

　念のため犯人が使っただろう逃とう走そう経路を確かく認にんしておこうと、リリアーヌが自分たちがはいってきた扉の方へ戻もどろうとした時だった。

　複数の足音が近づいてきたかと思うと、まさにむかおうとしていた扉がバンッと勢いよく開いた。

「これは一体、どういうことですかな!?」

　同時に怒ど鳴なり声が飛びこんでくる。

　反射的に身構えたリリアーヌは、荒あら々あらしく踏みこんでくる男たちの格好に目を留め、顔をこわばらせた。

　──衛兵隊……

　扉の前を見張っていた衛兵から報しらせがいったのだろう。王宮の警備を管かん轄かつする衛兵隊がのりこんできたのだ。

「これは衛兵隊長。ずいぶん慌あわただしいな」

　それを肯こう定ていするように、レオンが先頭に立った男に声をかける。彼にとっては予測の範はん疇ちゆうだったのか、驚おどろいたり慌てたりする様子はまるでなかった。

　むしろ悠ゆう然ぜんと迎むかえいれた彼に、衛兵隊長と呼ばれた男が眦まなじりを吊つりあげた。

「勝手に押しいって荒あらされるとは、どういうおつもりですッ？」

「荒らすとは人聞きが悪いな。なにも触さわってなどいないさ」

「許可もなく立ちいられること自体、荒らしているのと同じことです」

「それについては悪かった。同じ軍の者として、手伝えることがあるかと思ったまでのことだ」

「ならば、我々の許可をとってからにしていただきたいものですな」

　レオンの悪びれない態度に、男はふんっと鼻を鳴らした。

「ともかく、早々におひきとりを。王宮内のことは衛兵隊我らの管轄。殿でん下かといえど、これは越えつ権けん行こう為いです」

「っ……さきほどから、聞いていれば」

『殿下』と口にしつつもあからさまに侮あなどる態度に、こちらに非があるとはいえ、さすがに捨て置けずリリアーヌが一歩踏ふみだす。

　だがすぐに、「いい、リリアーヌ」と当のレオンによって制される。

「衛兵隊長、悪かったな」

　肩を押すようにして促うながされ、渋しぶ々しぶ男に礼をとったあと控ひかえの間をでた。

「……なんなの、あれ」

　とはいえ、腹立ちは簡単にはおさまらず、十分な距きよ離りを置いてから零こぼれた不平に、レオンは「さてな」と唇くちびるを歪ゆがめた。

「俺が気に食わないのか、それとも──探さぐられてまずいことでも、あるのか」

「探られて、まずいこと？」

　先導する形で歩いていたリリアーヌは、どういう意味かと背後に視線を送った。

　しかし、レオンはそれには答えず、「ところで」と声を低めた。

「これはどうした？」

　問いかけと同時に伸のびた指先が、耳のうしろあたりをなでる。

　不意打ちのような仕草に、びくっと肩が揺ゆれた。触ふれられた箇か所しよにかばうように手をあて、なんのことだと言いかけた脳裏に、昨夜の情景が甦よみがえる。

「──！」

　ひきつりかけた顔をとっさに逸そらすと、リリアーヌは首を捻ひねるふりをした。

「……さあ、虫にでも刺さされたのかも」

　……アルベールにつけられたなどと、言えるわけがない。

「虫、ねえ」

　なんとか誤ご魔ま化かさなければというリリアーヌの焦あせりをよそに、レオンは意味ありげに呟つぶやくと彼女の腕を摑つかんだ。

「そういえば、昨日の話がまだだったか」

「……昨日の話？」

「言ったろう？　あとで聞かせてもらうってな」

　今度こそ表情をこわばらせたリリアーヌを、「というわけで、聞かせてもらおうか」とレオンがひきよせた。

　言い逃のがれを許さない瑠る璃り色いろの瞳ひとみに、あの時の話をするまでは解放されそうにないことを悟さとる。

　──けど、『虫刺され』のことだけはそれでとおさなきゃ……

　そう固く胸に刻みつつも、リリアーヌは昨夜あったことをしゃべらされるはめになったのだった。




　　　　[image: ]




　王妃の首くび飾かざりが盗ぬすまれるという、王宮を揺るがす事件から三日。

　リリアーヌはレオンやテオドールたちとともに馬車の中にあった。

「結局、事件後に姿を消した城仕えの者はいなかったのかい？」

「みたいだな。宰さい相しように探りをいれてみたが、王妃付の者をはじめ、事件後に辞やめたりいなくなったりしたヤツはいないって話だ」

「だからといって、やり口やだれの目にも留まらず逃げおおせるほど宮きゆう殿でんの構造に詳くわしいあたりは、内部犯か協力者がいたとしか思えないしね。首飾りはまだ王宮のどこかに隠かくされているということかな」

「ほとぼりが冷めたころに持ちだそうってか？　ない話じゃないが……あの夜、夜会の会場に出入りしてた侍じ女じよの一人から騎き士しにいたるまで、部屋を調べたらしいからな。そこにないのはたしかみたいだぜ」

「調べたって……それも閣下が？」

「いや、プレヴォ子し爵しやくだよ。宰相に集められた時から、使用人全部身ぐるみ剝はいで調べればいいって勢いだったからな。実際、あのあとすぐ手勢をひきつれて調べて回ったんだとさ。壁かべから床ゆかまで剝がす勢いで部屋中をひっくり返してったらしい」

「ここで手て柄がらをたてて、後こう継けい者しや争いで有利に立とうってこと？……あの衛兵隊長が、よくそれを許したね」

「まさか。越権行為だって同じように喰くってかかったらしいぜ。けど、代わりにやってやってるんだと一いつ蹴しゆうしたって話だ。挙句、本人の立ち会いのあるなしにかかわらず物色して、横暴すぎると各所で非ひ難なん囂ごう々ごうらしい」

　入り口側の窓から注意深く外をうかがいながら、テオドールとレオンのやりとりに耳を傾かたむけていたリリアーヌは二人の方へと目をやった。

「……だけど、姿を消した人はいなくても、休みだった人がいないわけじゃないんでしょう？」

　王宮では輪番制で休きゆう暇かをとる仕組みになっている。夜会の翌日ということもあって、片づけのため多くの人手が割さかれていたのはたしかだが、ゼロだったわけではないだろう。

　だとすれば、首飾りを王宮の外に持ちだすことは無理な話ではない。

「ああ。宰相はそのへんも調べるとは言ってたが、なにぶん数が数だからな」

　事件があったからといって普ふ段だんの仕事を疎おろそかにしていいはずもなく、すべてをすぐに、というわけにはいかないのだろう。

　あいづちを打ちつつ再び窓の外に視線を転じたリリアーヌは、様相の変わってきた外の景色に表情を硬かたくした。

「……そろそろ？」

　馬車がゆっくりと減速をはじめたのがわかる。

「だな。こっから先は馬車ではいれる場所じゃねえから、すこし歩くが」

「……ずっと気になってるんだけど、そもそもなんでレオンがそんなこと知ってるの？」

　平然と答えるレオンに、胡う乱ろんなまなざしを送る。

　窓の外に見えるのは、王宮周辺の賑にぎやかでいて華はなやかな雰ふん囲い気きとはまるで違ちがう風景だった。

　建物は今にも崩くずれそうな、とまではいかないものの所々壁が剝がれ落ちているようなありさまだ。まばらに行き来する人々の格好もまた着古したよれよれのもので、どことなく疲つかれたような顔つきである。

　活気とはかけ離はなれたうらさびれた風ふ情ぜいで、これが同じ王都かと目を疑うほどだ。

　ここはオレリアの下町──の中でも、さらに貧しい人々がより集まるようにしてできた界かい隈わいだった。

「王都にはそんなにきたことがない、みたいなこと言ってなかった？」

「何度か、って言っただけだろ。何度、とは言ってない」

　しれっとうそぶくレオンに、テオドールが困ったように微笑ほほえむ。

　彼らの様子からして、社交の場には顔をださなかったものの、慣れ親しむ程度にはきたことがあるらしい。しかも、上流階級が出入りするような場所ではなく、こういった場所に、だ。

「……フェルディナン辺境伯はなにも言わなかったわけ？」

「親おや父じはなにごとも経験だって主義だからな」

　放任にもほどがある、とリリアーヌが息を零した時、馬車が停止した。

「つきました」と御ぎよ者しや側から声がかかる。同時に人のおりる気配がして、警備隊の兵士が一人、扉とびらの前にやってきた。

　周囲を見回しながら頷うなずいた彼にこちらも首しゆ肯こうを返し、扉に手をかける。先だって馬車からおりると、テオドール、レオンと続いた。

「さすがに警備隊の紋もんがはいった馬車を襲おそう莫ば迦かはいないと思うが、注意は怠おこたるな」

　レオンは御者に一言かけると「いくぞ」と顎あごをしゃくる。

　リリアーヌは腰こしにさげた剣けんを左手で確かく認にんすると、了りよう承しようを返した。

　兵士が先導する形でレオンが間にはいり、自分とテオドールが背後を護まもる。

　レオンの安全を考えたらもっと兵士の数を増やすべきだったが、「むこうを警けい戒かいさせるだけだ」の一言で退けられた。加えて、衛兵隊が睨にらみを利きかせているなど、おおっぴらに動くわけにはいかない事情もあるため、いたしかたない。

　大通りから馬車のとおれない路地へと足を踏ふみいれれば、昼間だというのに薄うす暗ぐらい。道みち幅はばが狭せまいところへ所ところ狭せましと建物が密集しているため、そう感じるようだ。

　グランフォーレの城下も似たようなものだったが、あそこにはなかった息苦しさがある。無む秩ちつ序じよで荒あれた雰囲気が、そうした印象を与あたえるのかもしれない。

「……その人には、会ったことがあるんですか？」

　あたりを警戒しつつ、リリアーヌは息いき詰づまるような感覚を払はらうように前へ低く声をかけた。

「いや、そういうヤツがいるってのを聞いたことがあるだけだ」

　しかし、さすがと言うべきか、返ったレオンの声こわ音ねには気負った様子もなかった。悠ゆう然ぜんとした足どりにも躊ちゆう躇ちよは感じられない。

「余よ裕ゆう、ですね」

　どんな人物かもわからないのに、とは口にこそださなかったが、伝わったらしい。くすり、と笑い声があがった。

「おまえたちを信じてるからな」

「それ、は──」

　予想外の返しに、言葉を失う。

　そんなリリアーヌの肩かたを、横からテオドールがぽんぽんと叩たたいた。大だい丈じよう夫ぶ、とも、頼たよりにしている、ともとれる仕草だったが、改めて自分を奮いたたせるには十分だった。

　──わたしも、レオンを信じてついてくだけ。危なくなったら護るのは、わたしの役目じゃない。

　一層荒すさんだ空気を帯びていく景色に目を配りながら、指先でそっと剣をなぞる。

　今、レオンがむかっているのは、所謂いわゆる闇やみブローカーの元もと締じめと言われる人物のところだった。盗とう品ひんや禁制の品など表おもて沙ざ汰たにはできないものの売買を統とう括かつしているのだから、一ひと筋すじ縄なわではいかないどころか、厄やつ介かいな人物であることは間ま違ちがいない。

　レオンは事件の報告を受けてすぐ、王都にある宝ほう飾しよく店や質屋に警備隊の兵を派は遣けんしていた。犯人の狙ねらいが首飾りそのものにないかぎり──つまり、金銭が目的なら売り払わなくては金にはならないからだ。

　莫迦正直に正規のルートに持ちこむとは思えないが、万が一、ということがある。足がつかないようばらされる可能性も考こう慮りよし、レオンは宝石の種類や大きさ形なども王宮側にたしかめ詳しよう細さいに指示していた。

　だが一番可能性が高いのは、やはり闇のルートに流れることだ。犯人がまだ持っているならいいが、すでに手放していた場合、一刻も早く回収しなくてはそれこそバラバラにされ、転売されてしまう。早急に手を打つ必要があった。

　ならば警備隊の兵士をやればいい、と言うのにも、

「王都のことはこっちの管かん轄かつとはいえ、めだつことをすると衛兵隊あつちがうるさいからな。それに、ああいう連中は権力で脅おどしたって空そら惚とぼけるだけだ。裏には裏のやり方ってもんがある」

　今までどんな危ない遊びをしてきたのかと思うような異を唱え、レオンが直々にでむく流れになったのである。

「──あそこです」

　先頭を歩いていた兵が、ちらりと振ふり返った。それこそ、裏も表も使える手段はすべて使って捜さがしだされた相手の居所は、もう目の前だ。

　相手側もこちらの存在に気づいたのだろう。建物の周囲にたむろしていた目つきの悪い男たちが、剣けん吞のんな空気を醸かもしながら集まってくる。

　それも見えているだろうに、レオンには臆おくした様子はなかった。

「よし、いくぞ」

　言うが早いか、案内の兵を追い抜ぬかすようにして進んでいく。

「あっ、お待ちください！」と慌あわてて制止する兵をよそに、リリアーヌもぴたりとその背に従った。

「──おい、軍人さんよ」

　簡易の軍服に身を包んだレオンに、嘲あざけるような声が投げつけられる。

「ここはあんたのくるとこじゃねえ。さっさとどっかいきな」

　さもないと、と掌てのひらで首を切る真ま似ねをする。それに周囲からどっと下げ卑びた笑いが沸わいた。

　しかし、彼は顔色ひとつ変えることはなかった。

「この中にいるヤツに用があるんでな。それはできない相談だ」

「っんだと？」

　平然と返したレオンに、すっと笑いがひいたかと思うと場が一気に色めきたつ。

「てめえになんて、あの人が会うわけねえだろ!?」

　口々にこちらを罵ののしりながらじりじりとつめよってくる男たちに、兵が顔をひきつらせた。

「で……殿でん、ッ」

　ひけ腰ごしで『殿でん下か』と口走りかけた兵の肩をリリアーヌはすばやく摑つかむと、うしろへとひっぱる。こんなところでレオンの正体をばらすのはまずい！　というとっさの判断だった。

　思おも惑わくどおり声をつまらせた兵を自分のうしろへ押しやるようにして、リリアーヌはレオンの前にでた。すっと腰を落とすと、剣に右手をかける。

「……抜くなよ？」

　背後から聞こえた囁ささやきに、小さく顎をひいた。ここで逸はやって乱らん闘とうになっては、元も子もない。

「なんだあ？　嬢じようちゃん、怪け我がしたくなかったらどいてな！」「女の陰かげに隠かくれるってか？　とんだ腰こし抜ぬけだッ」などと次々に罵ば声せいが浴びせられる。煽あおろうとしているのだろう。

「おまえたちこそ、そこをどいた方が身のためだ」

　見え透すいた挑ちよう発はつにのることなく、レオンはリリアーヌに並ぶようにして前へと進みでてきた。今までのどこか飄ひよう然ぜんとした様子から一変、他を圧する鋭するどい眼光で周囲を睥へい睨げいする。

　がらりと変わった雰ふん囲い気きに男たちが、射い貫ぬかれたように立ち竦すくむ。が、すぐにそんな自分たちを恥はじたように、各おの々おのが得物へと手を伸のばそうとした時だった。

「──おまえら、なにを騒さわいでる」

　今にもはずれそうな木戸が開き、瘦やせた男がのそりと顔をのぞかせた。

「ルナールさんッ」「元締め!?」と荒あらくれたちが異口同音に男の方を振り返る。

『キツネルナール』と呼ばれた男のうるさげに顰しかめられた顔がこちらをむく。眇すがめられた目が品定めするように順番にこちらを見たあと、レオンのところで止まった。

「……どちらさんだ」

「おまえがブローカーたちの元締めの『ルナール』か。王都警備隊だ。おまえに聞かせてもらいたいことがあってきた」

　じろじろと不ぶ躾しつけにレオンを見つめていた男は『聞かせてもらいたいこと』のくだりで、にやりと唇くちびるを歪ゆがませた。

「聞かせてもらいたいことっていうのは、あれか──『王おう妃ひの首くび飾かざり』」

　嚙かんで含ふくめるように紡つむがれた言葉に、さすがに情報が早い、と苦い気持ちになる。

　しかし、リリアーヌは一いつ切さい表情にはださず、男の一挙一動に意識を注いでいた。

　男は木戸にもたれかかるようにして立っているが、その右手は身体からだに隠れて見えない位置にある。ただし、肩から腕うでへかけたあたりを注視していれば、かすかに動いているのがわかった。

　──……腰こしになにか仕込んでる？

「そこまでわかってるなら話は早い。──それで、知ってるのか？」

　男の動きに気づいているのかいないのか、警けい戒かいするリリアーヌをよそにレオンは話を続けていく。単刀直入に切りこんだ彼に、沈ちん黙もくのあと、耳みみ障ざわりな笑い声が空気を震ふるわせた。

「はっ、くくく……そんなことを、素す直なおに答えるとでも？」

「もう一度言う。その方が身のためだ」

　揺ゆらぎの欠片かけらも見せず言い放ったレオンに、男が一いつ瞬しゆん顔から表情を消した。

「……そうだな。教えてもいい」

　低い声が告げるのと、その身体にぐっと力がこもるのが同時だった。

　それを視し認にんするやいなや、リリアーヌは地面を蹴けっていた。

「あんたの首とひき替かえになッ！」

　叫さけび様、男は両足を踏み締しめると、腰からなにかをひき抜き、すばやく右手を前へ突つきだした。その手の中で、短たん銃じゆうが鈍にぶい光を返す。

　レオンへとまっすぐ銃口が突きつけられたのと前後して、男の前に飛びだす形で距きよ離りをつめたリリアーヌは一気に剣けんを抜き放った。

　勢いをのせ、下方から切りあげる形で銃身へと刃やいばを走らせる。

「なッ!?」

　ギィンッという鈍い音と、男の驚きよう愕がく、ドンッと身体の芯しんを震わせる響ひびきが続け様にあたりにこだました。

　銃声の余よ韻いんだけが耳に残る、空気が凍こおりついたような静せい寂じやくの中、くぐもった唸うなりとともにガチャッとなにかが地面を叩たたく重い音が落ちる。

「ッ……元じ、」

「動かないで！」

　息を吹ふき返したように呻うめきにも似た声があがるのを、高く鋭い叫びが制した。

　動きかけていた男たちが、再び縫ぬい止められたように足を止める。

「──だから言っただろ。身のためだってな」

　じゃり、と靴くつが砂を嚙む音とともに、動じない声こわ音ねが告げる。ゆったりとした足音が、ガリッという耳障りな音とともに止まった。

「そろそろ言う気になったか？　ルナール」

　そう、長靴の裏で短銃を踏ふみつけたレオンが見下ろしたのは、右手を押さえ、痛みをこらえるようにして半ば身体を折った男の姿だった。その男の首元には、リリアーヌがぴたりと剣先を突きつけている。

　男が引き金をひくよりわずかに早く、リリアーヌの剣が銃を打ったのだ。衝しよう撃げきで銃じゆう弾だんは明後日あさつての方向へ反れ、男は銃をとり落とした。

　一瞬の判断の速さが生んだのが、この結果だった。

　とはいえ、運があったのもたしかだ。

　男が仕込んでいるのが長剣でないことは明白だったが、短剣にしては間合いが広すぎる。だとしたら、飛び道具──中でも短銃が頭をよぎったのは、兄のセドリックが個人的な興味で銃だけでなく短銃も扱あつかっていたからにすぎなかった。

　男はレオンを睨にらみつけたが、一見悠ゆう然ぜんとしていながら、彼には隙すきらしい隙がない。剣を突きつけているリリアーヌは言わずもがなだ。

　無言で促うながす二対のまなざしに男はハッと息を吐はきだすと、その場にどかりと腰をおろした。

「……それらしいものは、この界かい隈わいには持ちこまれていない」

　観念したように告げた男を、リリアーヌは突きつけた剣もそのままにじっと見つめた。

　真しん偽ぎを量る色に気づいたのだろう。彼はふっと口元を歪めるとこちらを見上げた。

「もっとも、そんなもの持ちこまれたところで、おひきとり願うだけだが」

「おひきとりって……受けとらないってこと？」
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　思わず零こぼれた呟つぶやきに、男の顔がどこか呆あきれたものになる。

「あんた、いいのは剣の腕だけか？　一目見てやばそうなものに手をだすほど、こっちも莫ば迦かじゃない。売り捌さばけもしない物ぶつ騒そうなものがなんの役にたつ」

「なら、盗ぬすみもおまえらの仕し業わざじゃないってわけか」

　さし挟はさまれたレオンの確認に、男が鼻で笑った。

「危険を冒おかして王妃サマのものを盗む意味がどこにある？　そんなことをしなくても、会場には金目のものをつけた貴族連中がわんさといるはずだ」

　わざわざそんなことをする必要はない、と言い切った男に、リリアーヌはたしかにと思いつつ横目でレオンをうかがった。なにか考えこむ顔つきになった彼は、「それで？」と男に視線を戻もどした。

「ルナールともあろう者が、持ってる情報がそれだけってことはないだろう」

　レオンの揶や揄ゆに、男は忌いま々いましげに舌打ちした。

「──たしかに、首飾りは持ちこまれてはない。だが、」

　なにかを言いかけた男が、ふいに言葉を切った。目つきに鋭さが宿る。

　リリアーヌもまた、いち早くその気配に気づいていた。

　──なにか、くる。

　それも一つではない。近づいてくる地じ響ひびきにも似た荒あら々あらしい足音は、一人二人ではない数と剣けん吞のんさを物語っていた。

　ざらり、と嫌いやな胸むな騒さわぎが神経をなでる。

　ここにいてはいけない──直感的によぎった思いに、リリアーヌは男に剣をむけたままレオンの方を見返っていた。

「レオン」

　響かないよう抑おさえ気味に、けれど強い語調の呼びかけに、即そく座ざに頷うなずきが返る。

「テオ、いくぞ」

　いつのまにか彼の背後を護まもる形で細身の剣を構えていたテオドールを、レオンが促す。それに応こたえて警戒を解かないながら鞘さやに剣をおさめたテオドールに、リリアーヌはかすかに目を瞠みはった。

　──あれ、隠かくし杖づえだったんだ。

　握にぎり直されたそれが普ふ段だんテオドールが持っていた杖だったことに驚おどろく。が、その間にも大きくなる靴くつ音おとに、今はそれどころではないと剣を持つ手に力をこめた。

　──……さっきの銃声を聞きつけた、ルナールの仲間？

　レオンたちが気配とは別方向へむかうのを横目にしつつ、リリアーヌは刻々と危あやうい雰囲気を高める男たちに睨みをきかせる。

　さすがにこれ以上増えたら、ここからの離り脱だつは困難だ。

　しかしながら、ルナールの顔にそれらしい色はなかった。むしろ警戒しているような様子が気になるが、この際あれが何者であろうと関係がない。とにかく、逃にげるのが先決だ。

「リリアーヌッ」

　早くこい、とばかりに路地から呼び声がかかる。

　リリアーヌは返事の代わりに、ルナールへと切っ先を突きつけたままじりじりとうしろへさがった。牽けん制せいするように男たちへ視線を巡めぐらせたあと、ぱっと身を翻ひるがえす。

　そのままレオンたちのむかった路地へ一気に走りこもうとし──視界をかすめたものにはたと動きが止まった。

「今の──」

　思わず振ふり返り、見み間ま違ちがいでないそれに息を吞のむ。

「なにして──」

　焦じれたようにあがったレオンの声を遮さえぎるように、リリアーヌは彼らにむかってすばやく手を振った。

『いって！』という無言の催さい促そくに被かぶさるように、「いたぞ！」と路地裏に怒ど鳴なり声が響き渡わたる。

「……衛兵隊」

　猛もう然ぜんと押し迫せまってくる一団は、王宮の衛兵たちに間違いなかった。

　──どうして、彼らが…っ

　とっさに逃げ場を探して目を走らせる。レオンたちと同じ方角に逃げることはできない。

　この件に関して、彼は秘ひ密みつ裏りに動いていた。ここで下手へたに見つかれば余計な軋あつ轢れきが生じかねない。万が一、王子と裏の人間ルナールが繫つながっている、とでも邪じや推すいされたら厄やつ介かいなことになる。

　衛兵隊がなにをしにきたのかわからないが、いくら例の事件の調査のためと言ったところで、彼らが信じるとは思えなかった。

「逃がすなッ」

　そうこうするうちに再度届いた叫きよう声せいに、リリアーヌは時を失したことを悟さとった。

　むこうの姿が見えているということは、逆もまた然しかりだ。ここで背中をむけて逃げだしたりすれば、やましいことがあると言っているようなものだ。

　せめてレオンたちだけは──と見返ってたしかめたい気持ちをこらえつつ、リリアーヌは握っていた剣の切っ先を地面へとおろした。

　時を置かず、雪崩なだれを打ってのりこんできた衛兵たちが、逃げだそうとしていた男たちをとり囲んだ。

「剣から手を放せ！」

　同様にリリアーヌにも幾いく本ほんもの銃剣が突つきつけられる。

　ここにいる以上彼らの仲間だと言わんばかりの、有う無むを言わさぬ態度に眉まゆ根ねがよる。

　だが、ここで抵てい抗こうしてみても事態は好転しない。しただけ彼らに体ていのいい口実を与あたえることになる。

　リリアーヌは慎しん重ちような動作で膝ひざを折ると、静かに剣けんを地面へと横たえた。

　その間にも、ルナールを拘こう束そくし、場を制圧した衛兵たちが、アジトである建物へと踏みいっていた。

　──……一体、なにが目的？

　さきほどからの胸騒ぎはおさまるどころか、刻一刻と強くなっていく。

　あわせて速くなっていく鼓こ動どうを聞きながらリリアーヌが事態を見つめていると、ほどなくして「あったぞ！」という叫さけびがあがった。

「！……まさか」

　なにが、と考えるより先に浮うかんだものに、信じられない思いが口を突く。

　自分たちは騙だまされていたのか、ととっさに押さえこまれているルナールへ目を落とせば、憎にく々にくしげに口元を歪ゆがませた男の姿があった。

「──やってくれたな…っ」

　唸うなるような悪態が男の口から零れるのと時を同じくして、今や完全に木戸のはずれた戸口からのそりと現れ出いでたのは、衛兵隊長だった。

　彼の手に握られた、遠目にも眩まばゆいきらめきを返すそれに、瞬またたきを忘れて見入る。

「どういう、こと」

　その呟きが聞こえたかのようにこちらを見た衛兵隊長と、視線が交わった。──と、にやり、と男の唇くちびるが勝ち誇ほこったように歪んだ。

「──ッ」

　やられた！　と衝しよう撃げきが背中を駆かけ抜ぬける。

　愕がく然ぜんと立ちつくすリリアーヌの目の前で、衛兵隊長は高々と手にしたそれを掲かかげた。

「間違いない、盗まれた王妃陛下の首飾りだ！」

　響ひびき渡った宣言に、兵たちがわっと沸わきたつ。一方で「莫迦な!?」と騒そう然ぜんとするルナールをはじめとした裏の男たちへと、衛兵隊長は歪んだ笑えみを巡らせた。

「ここにいる連中をひったてろ！　ああ、そこの女もだ。……そいつが王おう妃ひ陛下の首くび飾かざりを盗んだ犯人で間違いない！」

　言い終わるか終わらないかのうちに、いっせいに剣先が服の上から押しあてられる。

　ひきずり倒たおすように地面へと膝をつかされる中、リリアーヌにできたのは、一時も目を逸そらすことなく自分をはめた男を睨にらみ続けることだけだった。
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「リリアーヌ…っ」

　無む理り矢や理り跪ひざまずかされる形でとり囲んだ衛兵たちのむこうに消えたリリアーヌの姿に、思わず動きかけた足をレオンはぐっと踏ふみ締しめた。

「レオン」

　制止の響きを帯びたテオドールの呼びかけに、わかってる、と顎あごをひく。

　彼女が身を挺ていしてかばってくれたのだ。ここで感情に駆られてでていけばすべてがむだになる。

　なにより、自分まであらぬ嫌けん疑ぎをかけられ、身動きがとれなくなったら、彼女を助ける人間がいなくなる。そうなったら敵の思うつぼだ。

「……戻もどるぞ」

　ぎりっと奥歯を嚙かみ、レオンは身を潜ひそめていた物もの陰かげからすばやく身を翻した。

　ぐずぐずしていては衛兵隊に見つかりかねない。

　供の兵を馬車を呼びに走らせると、レオンは足を急がせた。

「……あれ、本物だったと思うかい？」

　遅おくれずついてくるテオドールの感情を抑おさえた問いかけに、前を見み据すえたまま首を左右にする。

「ありえねえな。ルナールの言い分に噓うそをついてるような気配はなかった。そもそも、国宝をあんな雑に扱あつかうわけがない」

　大方、自分たちでレプリカを持ちこみ、さもあの場で見つけたように装ったのだろう。

「──こちらの動きを張っていた、ということ？」

「だろうな。ああも狙ねらいすましたように現れた以上」

「だとすると……あの夜の犯行は──」

「わからん」

　半ば確信しつつも、口にするのをはばかったように語ご尾びを濁にごしたテオドールに、レオンは正直に心境を吐と露ろした。

　関かかわっているのは、たしかだろう。本物の行方ゆくえがわかっていなければ、ああも強気の態度にでられるはずがない。

　だが、彼らの仕し業わざと判断するには、材料が足りなかった。

「なんにせよ、あいつらより早く王宮に戻る必要があるのは、たしかだ」

　あの茶番劇の狙いが『エドワール』にあるのは間ま違ちがいない。

　王子付のリリアーヌに罪を被かぶせることで、主である『エドワール』の関かん与よを主張し、芋いもづる式しきに罪に問おうというのだろう。

　これ以上、連中につけいる隙すきを与えないためには、こちらも構えをとる必要があった。自分が外にでたことはすでに知るところだろうが、そこはどうとでも誤ご魔ま化かせる。

「急ぐぞ」

　後手に回るのはここまでだ、とレオンは肩かた越ごしに背後を鋭するどく一いち瞥べつした。




「失礼する！」

　しかして、扉とびらを護まもる騎き士しを押し退のける勢いで衛兵隊長が部屋に踏みいってきた時、レオンはあたかもずっとそこにいたかのように執しつ務む机にむかっていた。

「なにごとだ」

　荒あれ狂くるう内心などおくびにもださず、低く単調な声こわ音ねで問えば、相手の目が一いつ瞬しゆん怯ひるみを見せる。平素となんら変わらぬこちらの態度に、動どう揺ようが走ったのをレオンは見み逃のがさなかった。

　だが敵もさる者、すぐにとりつくろうように咳せき払ばらいをすると、その顔にしかつめらしい表情を浮かべた。

「エドワール殿でん下かに申しあげます。さきほど、国家反逆罪により殿下付の護衛であるリリアーヌ・ブノワを拘束いたしました」

「なに──？」

「国家反逆罪!?　一体、どういうことですッ」

　こちらはあながち演技ばかりでもなく声をあげたテオドールに、衛兵隊長はちらりと視線をやった。

「夜会の折、盗ぬすまれた王妃陛下の首飾りをそやつが所有していたのです」

「首飾りを……？　彼女が持っていたんですか？」

「正確には、盗とう品ひんなどを裏で売買する組織の元へ持ちこんでいた、と言うべきですかな。さきほど踏みこんだ際、盗まれた首飾りと一いつ緒しよにその者の身み柄がらをとり押さえました」

　青ざめた顔で唇を戦慄わななかせるテオドールに、衛兵隊長が嘲あざ笑わらうように鼻を鳴らした。

「これは立派なロワール王国に対する造反行こう為い。──よって、この部屋を調べさせていただきます」

　こちらの言葉になど端はなから耳を貸すつもりもない男が扉を振ふり返り、「かかれ」と手を振った。外で待機していた衛兵たちが雪な崩だれこんでこようとした時、

「断る」

　鋭い一言が、ぴしゃりと衛兵隊長を打った。

「……なんですと？」

「断ると言っている。この部屋のものに一指たりとも触ふれるな」

　ひどく訝いぶかしげにこちらに首を戻した衛兵隊長に、レオンは表情を動かすことなく同じ言葉を繰くり返した。

　そこまではっきりと拒きよ絶ぜつされるとは思っていなかったのか、男が「な…っ」と絶句する。

「そもそも、なんの権限があってのことだ？」

「で、ですから、それは！」

「王妃陛下の首飾りを押さえた現場に、リリアーヌ・ブノワがいた。わかっているのはそれだけだ。それとも彼女が自分が盗んだとでも言ってるのか？」

　反はん駁ばくしようとしたところを遮さえぎって言を重ねれば、男の顔が見る見るうちに憤ふん激げきで赤く染まっていく。

「それだけで十分でしょうッ、それに彼女はあの騒さわぎの折に姿がなかったという証言もあります！　それ以上のなにが……」

「事件の時姿が見えなかったから、盗品があった現場にいたから犯人？　ろくろく調べもせずそれだけで決めつけるとは、ずいぶん乱暴な話だ。衛兵隊の能力もたかが知れるな」

　ちなみにあの騒ぎの直前、彼女が庭にでていったのは金獅子の騎士にたしかめればすぐにわかることだ、とつけ足してやる。

「っ……そ、それをたしかめるために、こうして調査しているのではありませんか！」

「それでどうして俺の部屋を調べる必要がある？」

　改めて突つきつけた問いに、衛兵隊長が今度こそ言葉につまった。

「彼女の部屋を調べるのならまだしも、ここを調べるつもりなら、まずこちらを疑うだけの証しよう拠こを持ってくるんだな。こんな横暴を黙だまって受けいれるほど、俺は甘くない」

　大体だ、とレオンは椅い子すに身体からだを預ける形で男を見上げると、口元にうっすらと笑えみを浮うかべた。

「部屋をひっくり返された挙句、ありもしない証拠をでっちあげられて濡ぬれ衣ぎぬをきせられるのは、まっぴらごめんだ」

「そっ……で、殿下といえど、侮ぶ辱じよくがすぎますぞ！　なぜ、我々がそんなことを」

　こちらの指し摘てきに、衛兵隊長の赤らんだ顔からすっと血の気がひく。しかし、すぐにさきほど以上の勢いで嚙みついてきた男に、レオンは目を細めた。

「──あの夜会の時、ベルナルド殿下の相手役を務めていたのは、おまえの姪めいだったな」

「！」

　そう、言ってみればこの男はベルナルド側の人間なのだ。暗に、自分が目め障ざわりなんだろう、と告げてやれば、あからさまに狼狽うろたえたのがいい証拠だった。

　それでも自分に手をだす気か、と目顔で問えば、ぐっと両りよう拳こぶしを震ふるわせた男が、きつくこちらを睨にらみつけてきた。

「──申しわけありません。いささか先走りすぎたようです。……ですが、念のため、殿下にはこちらから人をつけさせていただきます」

　リリアーヌをかばおうと余計な動きをされては困る、ということだろう。

「好きにしろ」

　レオンは舌打ちしたいのをこらえて承しよう諾だくを返しながら、「ただし」と条件をつけた。

「リリアーヌ・ブノワの部屋を調べるにあたっては、こちらからも監かん視しをつける」

「それは……」

　衛兵隊長はわずかに逡しゆん巡じゆんしたあと、いかにも渋しぶ々しぶといった体ていで頷うなずいた。

　それだけ確かく認にんすると、レオンは話はすんだとばかりに机の上の書類にむき直る。

　しばらくこちらを睨みつける視線を感じたが、「失礼いたしました」と言い捨てるようにして男が背を返した。やがて、バンッ、と荒あら々あらしく扉を閉める音が響ひびく。

　室内にテオドール以外の気配がなくなったのに、ひとつ息を吐はくと背もたれに背を預けた。

「……よかったのかい？」

　ちらりと見上げれば、憂ゆう慮りよを宿した面おも持もちのテオドールと目があう。

　レオンは『なにが』とは問わず、椅子に沈しずみこむようにして瞼まぶたを落とした。

「正直邪じや魔まだが、しかたない。監視役まで撥はねつければ、こっちにうしろぐらいとこがあるって口実を与あたえることになりかねないからな」

　いざとなればいくらでもやりようはある。

　が、見張りが張りついた状態では、動きが制限されるのは避さけられない。王宮外なら警備隊の協力は得られるとはいえ、王宮内では彼らの権限はないに等しかった。

　リリアーヌを助けるには、王宮内外で自由に動ける人材が不可欠だ。

「──ちょうどいい。そろそろ、と思ってたとこだ」

　ゆっくりと開いた瞼から、刺さすような眼光がのぞく。

「レオン……？」

「聞きたいこともあるしな」

　かけられた声には答えず、独りごちながら立ちあがったレオンは、窓辺に歩みよると映る景色に目を眇すがめた。
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　白みはじめた空から瞬またたく星々がひとつ、またひとつと姿を消していく夜明け前の時刻、密ひそやかな息いき遣づかいとともに鋭く空を切る音が静かに響いていた。

　呼吸ひとつ乱すことなく、大おお振ぶりの剣けんをそれに見合った逞たくましい腕うでが振るうたび、空気が重く唸うなる。だが、そこに重じゆう鈍どんさは無む縁えんで、息もつかせぬ速さで縦に横にと剣が繰りだされる。

　まるで夜を切り払はらうかのように、刃やいばが一いつ閃せんするたび、空は明るさを増していく。

　剣を片手に訓練場に足を踏ふみいれたレオンは、息を潜ひそめることも声をかけることもせず、ただその光景を眺ながめていた。

「──はっ」

　短い気合いとともに突きだされた剣が、すこしの揺ゆらぎもなくぴたりと静止する。

　一いつ瞬しゆん、時までも止まったかのような静せい寂じやくのあと、ゆっくりと剣をおろした男は、

「これは、殿下」

　今気づいたと言わんばかりの調子で、こちらへとむき直った。

「失礼しました。どうぞ、お使いください」

　その場を譲ゆずり、立ち去ろうとする相手へ、レオンは「もう終わりか？」と声をかけながら歩みよった。

「型ばかりでは、たいした訓練にはならんだろ」

「……お気き遣づかいなく。後ほど部下相手の訓練の時間がありますので」

「まあ、そう言うなよ」

　あくまで退ひこうとする男に、にやりと笑いかけると柄つかに手をかけた。

「ここで会ったのも縁だ。一足先に俺の相手をしてもらおうか、ギー・ギュスターヴ・バダンテール卿きよう」

「ご冗じよう談だんを」

　口だけで笑みを返したギー──銀狼騎き士し団だんの団長に、しかしレオンは構うことなく、すらりと剣を抜ぬき放った。

「いいじゃねえか、つきあえよ。それとも──俺じゃ相手にはならないかッ」

「ッ」

　叫さけび様、一気に相手の懐ふところへ飛びこむ。容よう赦しやなく振るわれた剣にぎょっとしながらも、ギーが反射的に握にぎったままの剣でその一いち撃げきを弾はじき返す。

　レオンは深追いすることなく飛び退すさると、剣を構え直した。

　構えろよ、と目で誘さそう彼に、本気を悟さとったのだろう。ギーは短く嘆たん息そくを落とすと、握り直した剣をレオンにむけて相対した。

　それでもまだ躊躇ためらいがあるのか、真しん剣けんに相手をするつもりがないのか、こちらの動きをうかがうばかりで、仕し掛かけてくる気配はない。

「余よ裕ゆうだな？」

「そのようなことは」

　投げかけてみた挑ちよう発はつに、顔色ひとつ変えずあたりさわりなく応こたえる。

　それが余裕でなくてなんなのか──あしらわれている感覚に、ちりっと胸の奥が疼うずいた。

　──この男から見れば、まだまだ子どもってことか。

　じりじりと悔くやしさがこみあげる。

　それとは裏腹に、レオンの口元に浮かんだのは楽しげな笑みだった。

　だったら、怖こわいものを知らない子どもらしく、寝ねている狼おおかみの尾おを踏みつけてやろうではないか、と柄を握る手に力をこめる。

「──違ちがうってんなら、いい加減、目を覚ましたらどうだっ？」

　無造作に構えているようで隙すきなど見あたらないギーへ、大きく踏みこむ。勢いをのせて突きを繰くりだした瞬しゆん間かん、男の眉まゆがわずかに動いたのを、レオンは見み逃のがさなかった。

「なにをおっしゃっているのやら」

　こうして起きているではないか、と応えと一いつ緒しよに繰りだされた剣はこちらの攻こう撃げきを受け流しつつ、さらに踏みこむ形で突きをいれてくる。

　攻こう守しゆの手本のようなそれを身軽くかわし、いったんうしろへと退く。

「起きてるねえ……そもそもが、おかしいことだらけだと思わねえか？」

「──は？」

　間合いを計りながら唐とう突とつに転じた話題に、ギーが今度こそ怪け訝げんな顔つきになる。

　崩くずれた平へい淡たんさに笑みを深めながら、レオンは上段の構えから斬きりかかった。

　キィンッ、と交わった剣の響きが、青みを増しはじめた空へ高く響く。

「常時人がいたっていう控ひかえ室しつから、いつランプの油を抜きとる？」

「……」

　王おう妃ひの首くび飾かざりが盗ぬすまれた時の話だと気づいたのだろう。剣とともに間近で交わった青灰色のまなざしが剣けん吞のんさを帯びた。

　間ま違ちがいない。

　この男もまた、あの一件に関して思うところがあるのだ。

　レオンが確信した時、防戦一方だったギーが交差していた剣を解くとすばやい動きで反対側から切りこんできた。

　確実に首急筋所を狙ねらった攻撃をすんでで防ぎながら、たたみかけるように言を継つぐ。

「外部犯に、言うほど簡単に綿密な細工ができるもんか？──大体、だッ」

　受け止めた剣を押し下げ様、手首を回して相手の首元へと刃を走らせる。

「ッ」

　防ぐ暇ひまを与えない剣の速さに、ギーがとっさに上体を仰のけ反らせた。ぎりぎりで一閃をかわすが、崩れた体勢を支えきれず地面へと転がる。

　それでもその勢いを利用して即そく座ざに起きあがったギーへ、レオンはたて直す間を与えずに踏みこんだ。

「銀狼がついていながらみすみす犯人をとり逃にがす？……それがほんとなら、そんな騎士団、今すぐ解散するんだな」

　あるだけむだだ、と言い捨てて眼前へと切っ先を突つきつければ、ギーは短く息を吞のんだあと──すっと肩かたから力を抜いた。

「あーっ」と悔しげに唸り、ぐしゃりと乱れた髪かみをさらにかき回す。

「こんだけ使えりゃ、オレなんていらんでしょーが」

　さきほどまでの慇いん懃ぎんさはどこへやら、貴族の子息とは思えない口調でぼやくギーに、レオンは呆あきれた視線をむけた。

「手加減しといて、よく言う」

　自分を侮あなどりきった今でなくては、ああも簡単にはいかなかったはずだ。

　団長を務めるだけあって、加減した状態でも力も速さも肝きもを潰つぶすものがあった。受けた一撃は重く、まだ手に痺しびれたような感覚が残っている。

「──で？　そろそろ寝たふりを止やめる気になったか」

「寝たふりもなにも……噂うわさどおりだとは考えないんですか？」

　どかりと地面の上に胡座あぐらをかいて座りこみ、膝ひざに頰ほお杖づえを突きながらこちらを見上げる様は、騎士にあるまじき姿だ。

　リリアーヌが憤ふん慨がいしていた『やる気のなさ』を見事に体現しているが……こちらを見る瞳ひとみには、どこか試ためすような色があった。

「噂どおりの人間が、わざわざ人目につかない早朝を選んで鍛たん錬れんに精をだすかよ」

　そんな騎士団長の姿を、レオンは鼻先で笑い飛ばした。

「人選もたしかだ──すくなくとも、俺によこしたヤツらはな」

　ちらっと背後に視線を投げる。その先──訓練場の入り口には、自分に張りついている衛兵をこちらに近づかせまいと牽けん制せいする、銀狼の制服を纏まとう騎士たちの姿があった。

「おまえがなぜなまくらのふりをしてるかなんて、知ったこっちゃないが……ありもしない罪を被かぶせられてもまだ知らぬふりができるなら、とっとと騎士の名を返上するんだな」

　この男は国に忠誠を誓ちかう男ではない。自分の決めた人物に忠義を尽つくす類たぐいの人間だ。

　だからこそ、不ふ名めい誉よな噂を流され、その名が地に落ちようが、気にしない。だからといって誇ほこりを捨てたわけではないのは、こうして人知れず剣けんの腕うでを磨みがいていることからもわかる。その誇りを彼に授さずけたのが、おそらく銀狼の前団長だったのだろう。

　彼が去った今、この男は待っているのだ。自分の命をかけて尽くせるだけの人間が、新たに現れるのを。

　それが、このひと月、彼の様子を観察し周囲から話を聞いて、レオンが導きだした結論だった。

　どうなんだ、と目顔で問えば、ギーは再度唸うなるようにして荒あらく髪をなでたあと、「ひとつ、聞かせてもらいたいんですがね」と顔をあげた。

「今になって動いたのは、あのお嬢じようさんのため、ですか」

「それもある。あいつを助けるための手は、ひとつでも多い方がいいからな」

　すでに昨日の一件は耳にはいっているのだろう。言い切ったレオンに「あー……」とギーが訓練場の入り口へと目をやった。

「張りつかれてますねぇ……けど、たかが護衛の騎士一人のことでしょうに」

「『たかが』？──リリアーヌ・ブノワという人間はただ一人だ。ギー・ギュスターヴ・バダンテール、おまえもな」

　彼女は自分にとって替かえのきく駒こまなどではない。そして、ギーという男だからこそ、叩たたき起こしてまで協力を求めたのだ。

　言外にそう含ふくませれば、すっと男の顔つきが変わった。

　レオンはそれ以上促うながすような真ま似ねはせず、ただじっとその顔を見つめる。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、はあ、と、諦あきらめたような、気持ちに区切りをつけたような溜ため息いきがギーの口から零こぼれた。

「……あの夜、控えの間に出入りしたのは、間違いなく王妃陛下とその側付きの人間だけです。騒さわぎで場が混乱してたとはいえ──いや、混乱してたからこそ、見知らぬ顔があったら見過ごすはずがない」

　あいつらの目はそんな節穴じゃない。

　そう強くこちらを見上げて断言したあと、ギーは「よっと」と身軽く立ちあがった。

「ちなみに、王妃陛下の側付きには、あの男以外にもご実家をとおして最近雇やといいれた侍じ従じゆうがいるって話です」

　ついでのようによこされた情報に、レオンは片眉をあげた。

　ギーが言う『あの男』とはアルベールのことだろう。彼以外にも、王妃の傍そばにはオルデンの息のかかった人間がいる、ということだ。

　──そいつなら、言こと葉ば巧たくみに控えの間から自分以外の人間を追いだすことも、暗くなった隙に首飾りを隠かくすことも、できたってわけだ。

　事件にあわせるようにしてリリアーヌを誘さそいだしたアルベール、時を計ったように路地裏にのりこんできた衛兵隊長──それらを結ぶのは、王妃の生家だ。さらに、そのうしろにはオルデンの影かげがちらついて見える。

「……問題は、どこまで王妃がかかわってるか、か」

「どこまでもなにも、すべてご存じの上のことでしょうよ」

　呟つぶやきに間かん髪はつをいれず挟はさまれた言葉に、レオンは眼光を鋭するどくした。どういうことだと無言で問えば、ギーは表情に苦々しげな色を走らせた。

「騒ぎの直後駆かけつけても、動どう揺ようしてるのは侍女や女官ばかりで、ご本人は表情をこわばらせて座っておられるだけ。挙句、すぐに追手をだした上で部屋の中も調べようとしたら、止められましてね」

「止められた……？」

「ええ。これ以上騒ぎを大きくしたくないから、と。あなたたちが動けば大事があったと客人が動揺するってね」

　矛む盾じゆんした話だ。女たちが悲鳴をあげた時点で、客にはなにかあったことが知れていた。騒ぎを大きくしたくないのなら、むしろその場をおさめることよりも犯人を捕つかまえることを優先させるべき場面のはずだ。

「……冷静な判断を欠くほど動揺してた。もしくは、調べられたら困ることがあった、か」

「おまけに、いつもの夜会なら控ひかえの間にも連れてくお気にうちのいりの坊ちや騎士んたちも、外で待機させられてましたね。アルベール一人で十分だ、と。連中は連中でたしかめもせず、中にそいつが控えてるもんだと思ったらしいですが」

「そいつがそこにいなかったことは、証明済みだ」

　なにせそのころ、その男はリリアーヌと一いつ緒しよにいたのだ。ただ、証明するのが彼女ではこの場合、なんの役にもたたない。

　レオンは一度目を閉じると、深く息を吐はきだした。

　──快くは思われてないだろうとは、思ってたがな。

　公式に対面することがあっても、顔はこちらをむくものの視線があわない。表面上はとりつくろっているが、自分に対し、胸にけして小さくはないわだかまりを抱かかえているのはたしかだった。

　それはあれやこれやと理由をつけて、このひと月面会を拒こばまれていた時点で薄うす々うすわかっていたことではある。

　夫に隠し子がいて、簡単に受けいれられる妻はいないだろう。二人の仲なか睦むつまじさは王宮では有名で、それだけに子がないことが惜おしまれたというのだから、なおさらだ。

　自分としても必要以上に接せつ触しよくする気はなかったものの、取り扱あつかいと彼女の言動には注意が必要だ、と思っていたのだが……。

「狂きよう言げん、か」

　自分をはめ、跡あと継つぎの座から遠ざけるための。そして、ベルナルドをその座につけるための、王おう妃ひの自作自演だったのだ、あの事件は。

「でしょうね。──でもって、このままいけばオレたちは、王妃サマ以外で唯ゆい一いつ命令の下せる殿でん下かの指示で犯人を見み逃のがしたって物語を作られた挙句、無実の罪をなすりつけられて、あのお嬢さんともども切って捨てられるって寸法です」

　戯おどけたように肩を竦すくめたギーだったが、眼光の強さがその言動を裏切っていた。

「それで？　おとなしくそいつを受けいれるのか？」

「まさか！」

　弾はじけるように笑った顔が、次の瞬しゆん間かん、凄せい絶ぜつな色を帯びた。

「ありもしない名誉が地に落ちようがどうでもいいが……あいにく、ここまで虚こ仮けにされてへらへら笑ってられるほど、涸かれてないんでね」

　今にも相手の喉のど笛ぶえへ食くらいつきそうなギーの様は、まさに狼おおかみと言うに相応ふさわしい迫はく力りよくだった。

「──というわけで、仲間にいれてもらえますかね？」

　かと思うと一転、にこやかに告げた騎き士し団長に、どうやら自分は認められたらしいと密ひそかに胸をなでおろす。

　しかし、それをおくびにもださずレオンは頷うなずくと、「なら」と口を開いた。

「早さつ速そくだが……昨日、捕とらえられた『ルナール』と話がしたい。できるかぎり早く、むろん、人知れず、な」

　ちらっと今は遠い衛兵を見やれば、ギーが低く唸った。

「……いきなり難題ふっかけてきやがるな、おい」

「昨日、衛兵隊が踏ふみこんでくる直前に、口にしかけたことが気になる。うまくすれば、この茶番を切り崩くずす突とつ破ぱ口こうになる可能性がある。──まさか、できないとは言わないよな？」

「言わせる気がない、の間ま違ちがいだろーが」

　小さく──とはいえ、聞こえているのは百も承知で──ぼやくギーに、レオンはさきほどの彼に負まけず劣おとらずにこやかな笑えみで応こたえた。







　地下独特の湿しめった黴かび臭くささに、獣じゆう脂しの焼ける匂においが混じり、窓ひとつない留置場は不快な空気に満ちていた。

　鉄てつ格ごう子しのむこうからよこされる刺さすような視線と時折投げかけられる罵ば声せいの中、レオンは先をいくギーの背に続いて薄うす暗ぐらい通路を歩いていた。

「……仕事が早いな、ギー卿きよう」

「呼び捨てで構いませんよ。あなたに改まって呼ばれると、今度はなにをさせるつもりなのかとぞっとしますんで」

　褒ほめたのにひどい言われようだと、レオンは低く喉のどを鳴らした。

「さすがにこうも早いとは思わないぞ、普ふ通つう」

「だれかさんが言ったんだと思いましたけどね？　できるかぎり早くって」

　言いはしたが、今朝の今──昼も回らないうちに叶かなうとはさすがに予想外だった。

「今の時間が王宮が一番慌あわただしい時間で手て薄うすなんですよ、色々とね」

　似たようなことを言ってレオンと背格好の似た騎士を連れて現れたギーは、二人の衣装を交こう換かんさせると部下の代わりにレオンを連れて部屋をでた。

　帽ぼう子しを被かぶっていたとはいえ、衣装ひとつでろくろくたしかめもせず自分たちをとおした見張りの衛兵の程度に呆あきれつつやってきた留置場で、ギーは今度は言葉巧みに衛兵をそそのかして金を摑つかませると、難なく中へはいりこんだのである。

　衛兵隊の不品行さもさることながら、ギーの手て際ぎわには舌を巻くものがあった。正道ばかりを歩んできたわけではないからこその柔じゆう軟なんな動きだろう。

「わかってると思いますが、手短に願いますよ」

「ああ」

　承知の上だと返すのにあわせたように、「ここです」とギーが立ち止まる。

　鉄格子の中へと視線をむければ、明かりが届かない奥の暗がりに黒い影が蹲うずくまっていた。

「……よお、あんたか」

　聞き覚えのある声とともに、むくりと影が起きあがる。ほかの房ぼうには捕らえた男たちが数人ずついれられているが、警けい戒かいされているのかこの房には彼一人の姿しかない。

「なんだ？　こっちも場所を移るのか」

　それとも晴れて無罪放ほう免めんか、と自分で口にしながら欠片かけらも思っていない昏くらい空笑いが房に響ひびく。

「も？」

　レオンがそれを無視して問うように繰くり返せば、男はぴたりと笑いをおさめた。

「あんたの連れてた女なら、ここにはもういない。しばらく前に連れていかれたからな」

　知らなかったのか、とどうでもよさそうに続ける声に、隣となりのギーとちらりと顔を見合わせる。

　すでにここにリリアーヌの姿がないのは知っていた。

　罪をなすりつけようとしている彼女に対して、まともなとり調べがおこなわれるとは思えない。下手へたをすればすぐにでも監かん獄ごくへと送られかねず、レオンは密かに彼女の処しよ遇ぐうを探さぐらせていた。

　結果彼の耳にはいったのは、『リリアーヌが王妃の管理下に置かれた』という意外なものだった。

　どうやら首くび飾かざりが見つかったとの報告を受けた王妃が、ことの真しん偽ぎのはっきりしないうちに犯人扱いして女性を牢ろうにいれるのはどうなのか、と自身の預かりとして彼女の宮へひきとったらしい。ようは体ていのいい軟なん禁きんだ。

　──巻きこんだものの同じ女として哀あわれになったのか、もしくは完全にこっちとの接触を断たつためか……

　リリアーヌがこんな劣れつ悪あくな環かん境きように身を置くことにならなかったのは救いだが、善し悪あしの判断は容易にはつかない。自分の目が届かない分、彼女になにかあってもわからないのだ。

　だからこそ、ことは急ぐ必要があった。

「……協力次し第だいでおまえをここからだす、と言ったらどうする」

「──なに？」

　レオンの言葉に、怪あやしむ声が返る。

　まあ、こいつから見れば衛兵隊も近衛も一いつ緒しよだろうからな、と思いつつ言葉を継ついだ。

「おまえが綺き麗れいな身だと言う気はさらさらないが、この件に関しては関かん与よしてないのはたしかだろう」

「へえ……信じるのか？」

「おまえを信じる信じないじゃなく、言い分は理にかなってたからな。おまえたちの罪状が王妃の首飾りの窃せつ盗とうな以上、無実なら釈しやく放ほうするのは当然だ」

　ただし、とレオンは眼光鋭するどく影かげを見み据すえた。

「すべてがうまくいったら、だ」

　薄暗い留置場に痛いほどの沈ちん黙もくが落ちる。

　このやりとりはほかの男たちの耳にも届いているのだろう。元もと締じめであるルナールがどんな判断をくだすのか、固かた唾ずを吞のんで待っているのが伝わってくる。

　気配を感じているのはむこうも同じだろう。しばらく黙だまりこんでいた男は、やがて以前と同じようにハッと息をはいた。

「──こんな鉄格子の中にいて、なにができるって？」

　──のってきた。

　第一段階は突とつ破ぱだと逸はやる胸をなだめつつ、レオンはそっと唇くちびるを湿らせた。

「昨日、連中がのりこんでくる寸前、なにか言いかけてたな？　あれは？」

「あれ？」と思案するような声が、「……ああ」と得心した響きを帯びた。

「首飾りは持ちこまれてないがって、あれか。──たしかに、首飾りを持ちこんだやつはいない。代わりに、作りにきた人間はいたがな」

「！　作りにって、首飾りをか？」

「ああ。事件の半月くらい前か……うちのシマの職人に肖しよう像ぞう画がの写しらしきものを持ってきて、これと同じものを大急ぎで作れ、と言ったらしい。ご丁てい寧ねいに地金は白金、宝石は翠すい玉ぎよくと真しん珠じゆと事細かに指定までしてな」

「白金に、翠玉と真珠……」

　王おう妃ひの首飾りと特とく徴ちようがぴたりと一いつ致ちする。

「金に目が眩くらんでひき受けたらしいが、さすがにヤバイと思ったようだな。王宮での事件を耳にするなり雲くも隠がくれした」

「……隠れ場所に心あたりは？」

　見つけた、と思った途と端たん遠のいた手がかりに、レオンは思わず鉄格子を摑んでいた。

　ここまで揃そろえば、間違いない。十中八九、あの時衛兵隊長が掲かかげてみせたのはレプリカだ。

　今はどんな手がかりでも欲しい時だ。なんとしてでも製作者を見つける必要があった。

　ルナールは量るようにそんなレオンの様子をうかがっていたが、再び息をつくと、ひとつの名前を口にした。

「感謝する」

「そう思うのなら、約定は守れ」

　投げやりに片手を振ふった影に「待ってろ」と笑えみを閃ひらめかせ、レオンは即そく座ざに踵きびすを返した。

「──で、どうする気です？」

　あとに続いたギーが、低く問う。レオンは足を止めず、すばやく考えを巡めぐらせた。

「おまえたちは製作者を捜さがしてくれ。俺は金の出所を探る」

　使った材料、日数、それだけでも相当の金額になる。そこに口止め料を兼かねた裏の料金が加算されるのだ。かなりの大金が動いているはずだった。

「けど、それだけじゃ決定打を欠くんじゃないですかね」

　ギーの言うとおりだ。証しよう拠こはあればあるだけいいが、製作者が依い頼らい人の顔を見ていたとしても、金の動きを摑んだとしても、誤ご魔ま化かされたら終わりだ。

　そもそも『やってない』ことを証明すること自体が困難なのだ。正せい攻こう法ほうだけでは、早々に行ゆき詰づまるだろう。だったら──

「──今度はこっちから仕し掛かける」

　そう、レオンは星の散る双そう眸ぼうを鋭くきらめかせた。
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　ここへきてからどのくらいたったのだろう──ふとした瞬しゆん間かん、そんなことを思ってしまうほどここでの時間は淡たん々たんと、そしてひどくゆっくりとすぎていく。

　窓辺に立ち、もはや見慣れた変わらない景色に、すこしでも王宮で起こっていることが読みとれないかと目を凝こらしながら、リリアーヌは今までのことを思い返した。

　ルナールたちとともに衛兵隊に捕とらえられたあと、身み柄がらはいったん留置場へと移された。

　自分はルナールにたしかめたいことがあってここにきただけで、首飾りのことなど知らない──リリアーヌはとり囲んだ衛兵たちにそう主張したが、当然のことながら聞きいれてはもらえなかった。詳くわしい話はとり調べで聞こう、と房へ放りこまれたあとはなんの音おと沙さ汰たもない。

　そもそもあの場で王妃の首飾りを盗ぬすんだ犯人だと決めつけたことからして、こちらの言い分など聞く気がないのは明白だった。

　だが、一夜明けた翌朝、突とつ然ぜん「場所を移る」と連れだされたのだ。

　このまま監獄へ連れていく気か、と警戒していたところ、ひっぱってこられたのが、ここ王妃宮だった。

　何代か前の王が王妃のために作らせたという建物は、本宮からは離はなれた場所に位置し、王妃の私的な場とされていた。

　先代まではたまに訪おとずれては幾いく日にちかすごしていく程度だったらしいが、イザベル王妃はアンリ二世の病が篤あつくなって以来、ここへ居を移していた。陛下を見み舞まい、多くはない公務をこなす以外をほとんどここですごしているという。

　そんな場所になぜ……と訝いぶかるリリアーヌによこされたのは「王妃陛下のご慈じ悲ひに感謝するんだな」という言葉だった。

　なんでも「まだ、その令れい嬢じようが犯人だとはっきり決まったわけではないのでしょう？　女性をあのような場所ですごさせるのは、かわいそうだわ」という鶴つるの一声で、真偽がはっきりするまで王妃預かりの身として、彼女の管理下に置かれることになったらしい。

　最初こそ、どういうつもりなのかと気を張りつめていたリリアーヌだったが、今日までなにもなくすぎていった。そう、なにも、だ。

「部屋の外には見張りがつけられてるし、人との接せつ触しよくも断たれてるけど……ここまで放っておかれるってどうなの」

　王妃が顔をだすとはさすがに思えないが、例の衛兵隊長どころか衛兵の一人もやってこない。ただ、閉じこめられているだけだ。

　逃にげるなど論外だが、見張りの数も『国家反逆罪』と銘めい打うった割には多くない。グランフォーレで軟禁された際には窓の下にも配置されていた見張りもおらず、見るかぎり通常の警備としての人員が配置されているだけだ。

「……ここには、あの人もいるはずだけど」

　王妃の下、と聞いて一番恐おそれた人物は、だが二日すぎた今も影さえ見かけない。

　そのことに安あん堵どする一方、今の状じよう況きようは状況で日々焦あせりが募つのっていく。

　次にあの扉とびらが開いた時は、処しよ刑けい場へ連れていかれる時かもしれない──などと埒らちもない思いが脳のう裏りをよぎる。

　リリアーヌは、それも覚かく悟ごの上のはずだ、と頭かぶりを振ると、窓から望める宮きゆう殿でんを見つめた。

「……レオンの方は、どうなったんだろ」

　自分のせいであらぬ疑いをかけられていなければいい。拘こう束そくされてから何度繰くり返したともしれない思いが胸を締しめつける。

「大だい丈じよう夫ぶ……衛兵隊長の小細工にひっかかるような彼らじゃない」

　思えば、レオンは衛兵隊長を怪あやしんでいる節があった。

　見えぬ犯人に後手に回る結果になったが、敵さえはっきりすればあの程度の人物にしてやられる彼ではない。

　大丈夫だと再び言い聞かせるように呟つぶやいて、こつん、と額を窓へあてた。

「……いえば、聞いた？」

　その時、ふいに耳に届いた女性の声に、リリアーヌははっとあたりを見回した。

　そしてすぐに、それが細く開けてあった窓の外から聞こえてくるのだと気づく。

「もしかして、例の……？」

　自分たちのいる場所がリリアーヌの拘留されている部屋の真下だと気づいていないのか、侍じ女じよらしき少女が二人、声を潜ひそめて囁ささやきあっていた。

　──例の？

　意味深な言葉に、リリアーヌは思わず耳をそばだてた。

「そう……調べたら、偽にせ物ものの疑いがでてきたんですって」

「じゃあ、本物は行方ゆくえ不明のままかもしれないってこと？」

「みたい。まあ、噂うわさだけどね」

　それは……と窓まど枠わくに置いた手に無意識に力がこもったところで、「おい！　そこでなにをしている」と別の声が飛んできた。

　息を吞のんで窓から身をひいたリリアーヌだったが、「申しわけありません！」という声とともに走り去っていく足音がする。

　どうやら彼女たちがさぼっているところを咎とがめられたらしい。

　つめていた息を細く吐はきだしながら、リリアーヌは窓辺を離れた。

「今のって……首くび飾かざりのこと？」

　それが偽物とは、どういうことだろうか。

　あの時、衛兵隊長が見せた首飾りが本物だったとは考えられない。彼の表情、扱あつかいからして、こちらを陥おとしいれるために用意されたレプリカだろうことは容易に想像がついた。

「『本物』の在あり処かを知らないのに、手て柄がらを逸はやってあんな手にでたとか……？」

　自分で呟いて、まさか、と笑う。

　レプリカを王宮に持ち帰れば、調べられることは明白だ。その目を誤魔化せるほど精せい巧こうなものを持っているとは思えないし、誤魔化せると思うほど愚おろかでもないだろう。

　おそらく、彼らはずっとこちらの動きを追っていたはずだ。監かん視しまでして仕掛けてきた挙句、実は偽物でした、とはあまりにお粗そ末まつだ。

　所しよ詮せんは噂は噂か、と苦く笑しようしようとして失敗したように顔を歪ゆがめたリリアーヌは、それにしても……と再び窓の外を見やった。

「──わたしたちがルナールのところへいかなかったら、どうするつもりだったんだろ」

　もっと慎しん重ちように動いていればこの事態は防げたのだろうか、と息を零こぼしかけ、ふっと口を噤つぐむ。

　──今、なにか……

　聞こえた気がする、とぱっと振り返るのと、閉とざされていた扉が開くのがほぼ同時だった。

「おまえたちなら必ずくると思っていた。──たとえ、あの王子が動かなかったとしても、適当におまえをおびきだして罠わなにはめたまでだが」

「アルベール…っ」

　そこから姿を現したのは、まぎれもなくアルベールだった。

　独り言だったはずの言葉に返った答えに、いつからあそこにいたのかと、気づかなかった自分に臍ほぞを嚙かむ。

「……それは、信しん頼らいしてもらえてどうも、って言うべき？」

　それでも素す直なおに顔にだすのは癪しやくで皮肉を口にすれば、アルベールが低く笑声を漏もらした。

「いつのまにか、そんな口をきくようになったか。だれの影えい響きようなのやら……」

　芝しば居いがかった仕草で、やれやれと首を振ふる。

　だが、リリアーヌはそんな誘さそいにはのらず、身構えるようにして視線を尖とがらせた。

「やっぱり、あなたも嚙んでたのね」

　王おう妃ひが動いたのは、単なる同情からくるものなのか、なんらかの思おも惑わくあってのことなのか、判断がつかずにいたが、後者なのはほぼ間ま違ちがいない。

　扉の前を張っているのは衛兵たちで、彼らとアルベールに繫つながりがなければこうもあっさりとはいってこられるはずがないのだ。彼が銀狼──傍はた目めには自分の仲間とみなされる分、いくら王妃付とはいえ門もん前ぜん払ばらいされるのが普ふ通つうだ。

　──てことは、衛兵隊長もオルデン側の人間……

　浮うかんだ人間関係に、ぞくりとする。

　王妃に王妃の生家、そして衛兵隊……一体、どれだけの人々がベルナルドに荷か担たんしているのかと思うと、恐ろしさを感じずにはいられない。

　しかし、リリアーヌはそれらを悟さとらせまいとまなざしに一層の力をこめた。

「──なにしにきたの」

　自分を莫ば迦かにするためにわざわざ足を運んだとは思えない。

　今度はなにを企たくらんでいるのかとうかがうリリアーヌに、アルベールもまた面おもてから笑いをひいた。

　無言のままゆっくりと近づいてくる彼に、無意識に腰こしへ手が伸のびる。けれど、剣けんはおろか、ブーツに仕込んであった小刀すらとりあげられていることを思いだし、ぐっと奥歯を嚙む。

　アルベールは数歩の距きよ離りをあけて足を止めると、つとその右手を伸ばした。

　紫むらさき色いろの輝かがやきがまっすぐにこちらを射い貫ぬく。

「ともにこい、リリアーヌ」

「……何度、断ったら」

「このままなら、おまえは早晩消されることになるだろう」

　飽あかず繰り返された誘いに迷うことなく断りを口にしようとすれば、重ねられた脅おどしにさすがに表情がこわばる。

「なまじ才がある分、おまえを目め障ざわりだと感じている者は多い。だが、こんなことでなくすわけにはいかない。その腕うでも──おまえも」

「……っ」

　揺ゆらぐことなく突つきつけられたアルベールの手に、リリアーヌは覚えず後あと退ずさっていた。

　自分を丸めこもうとしているのだと、耳に優やさしく聞こえるだけの悪あく魔まの囁きだとわかっている。なのに、そこに真しん摯しな想おもいが滲にじんでいる気がしてしまいそうになる。

　声にすれば「なんにも聞きたくない！」と叫さけびだしてしまいそうで、リリアーヌは緩かん慢まんに頭を振った。それでも視線をそらさないことだけが、彼女の矜きよう持じだった。

　身体からだで示した拒きよ絶ぜつに、アルベールの面からすっと表情が抜ぬけ落ちる。

　いや、もともと表情らしい表情は浮かべていなかったが、感情と呼べるものが消え失うせたのだ。造りが整っているだけに作りものめいていて、ひどく冷たい印象を与あたえた。

「……この国に、それほど尽つくしてなんになる」

「え……？」

　低く吐きだされた言葉に、思わず背に震ふるえが走る。

　それほどに彼の声は重く、暗い響ひびきをまとっていた。

「どれほど忠誠を尽くしたところで、ひとたびことが起きれば──それが真実であろうとなかろうと、あっさりと切り捨てられる。そんな国に身を捧ささげて、なんの意味がある」

　だれか一人でも事実をたしかめようとここへきたか、と質ただす声こわ音ねはどこか怨えん嗟さめいた色を帯びている。

　リリアーヌは震えそうになる手を握にぎりこみながら、きつくアルベールを見返した。

「そうしたのは……仕向けたのは、あなたたちじゃない！」

「そう……たったこれだけのことで、今まで尽くしてきた者を平気で裏切る。それがこのロワールという国だ」

　だから、この手をとれ。

　改めて誘う右手を、リリアーヌは瞬またたきも忘れたように見つめた。

　──どうして……？　裏切ったのは、アルベールの方なのに。今の言い方じゃ、まるで……

　この手を手て酷ひどく振り払はらわれたことが、あるかのようだ。

　さしだされた手が、あたかもすがりついてくる子どものもののように見え、目が離はなせない。大だい丈じよう夫ぶだと、けして裏切ったりしないと、握り返してやりたくなる。

　けれど、違ちがう、と──この手じゃない、と一方で告げてくる心に、リリアーヌはゆっくりと彼から顔を背そむけた。

「……それが、おまえの答えか」

　こちらへ伸ばされていた腕がおろされるのが、視界の端はしに映る。つきり、と覚えた罪悪感をこらえるよう手を固く握った。

「ならば──聞かせてやろう」

　ついで耳に届いた不ふ穏おんな響きに、リリアーヌがはっとするが早いか、首にひやりとした鋭えい利りな感かん触しよくが押しあてられていた。

「──っ」

　身み動じろぐことさえ許さないそれは、いつのまにかアルベールの手に握られていた短たん剣けんだった。

　すこしその手に力がこもれば、あるいはひかれれば、鋭するどい刃やいばは容易に皮ひ膚ふを切り裂さくだろう。

　自然と息をつめる形になったリリアーヌの耳じ朶たを、囁ささやきがなでた。

「私の名は、正しよう真しん正しよう銘めい『アルベール』だ」

「ッ……ど、いう、意味」

　こらえきれず走った震えに、ちりっと肌はだが灼やける。

　それ以上に『この意味するところがわかるか』と問いかけてくるような、昏くらさを帯びた声に意識がひきつけられた。

　かろうじて紡つむがれた言葉に、アルベールはふっと笑ったような息を落とした。

「意味もなにも、そのままだろうに。──私の生まれは『ロワール』だというほかに、どんな意味がある？」

「!?　ロ、ワール？　じゃ、どうして──」

　思いもよらない告白に駆かけ抜けた動どう揺ように、磨みがき抜かれた刃が皮膚に食いこむ。

　しかし、リリアーヌが感じたのは痛み以上の衝しよう撃げきだった。

　──アルベールが、ロワールの生まれ？……だったら、なんでオルデンに協力なんて……

　混乱する頭に甦よみがえったのは、さきほどのアルベールのすがる先を探すような手だった。

「ま、さか……！」

　閃ひらめいた考えに目を見開いたリリアーヌに、気づいたか、というようにアルベールが吐と息いきで笑った。

「──二十年前、私の両親はこの国に殺された」

　正確には自害だが、と囁く声に、ひゅっと喉のどが鳴る。

　どうして、だとか、なにが、という疑問が胸に溢あふれるが、そのどれも言葉にはならなかった──否いな、できなかった。

「貴族階級の中でもそれなりの地位にあった父は、ある時隣りん国ごくと通じていたとのあらぬ疑ぎ惑わくを受け、失しつ脚きやくした。私は幼かったがよく覚えている。なにかの誤解だと必死に訴うつたえ、日に日に瘦やせ衰おとろえていく父の姿をな」

「……」

　あいづちを打つことも問いを挟はさむこともできず、無言で見つめるリリアーヌに、アルベールは感情の色をのぞかせることなく、ただ言を連ねていく。

「だが、訴えはどこにも届くことはなかった。親しくしていた者たちでさえ、累るいが及およぶのを恐おそれ、潮がひくようにいなくなり……家はとり潰つぶされた」

　そうして……と一度切った彼は、意識してか無意識にか、口元に薄うすい笑えみを浮かべた。

「明日には家を明け渡わたさねばならないという日、両親は自害した。無実の罪に対する抗こう議ぎと身の潔白を示すためにな」

「──アル、ベール、それを……」

　見てしまったのか、とは続けられなかった。だが、彼にはわかったらしい。

　アルベールは低く喉を震わせた。

「目にしたのか、か？──それどころか、父は私も道連れにするつもりだった。幾いく度ども謝罪しながら『これが我々の誇ほこり』だと」

　こうして首に押しあてられた刃の感触を、今でも覚えている──そう短剣を握る彼の手にぐっと力がこもる。

「く…っ」

　瞬間増した圧あつ迫ぱく感かんは、しかしすぐに緩ゆるんだ。

「幸いと言っていいものか、最後まで残っていた使用人が異変に気づいて駆けこんできたおかげで命拾いをした──私は、だが」

「アルベール……」

「裏切り者のレッテルを貼はられ、父母を亡なくし、いく当てすらなかった幼い私を拾ってくださったのが、マリアンヌさまだ」

　いつになく饒じよう舌ぜつに語り続けるアルベールの口からでた名に、リリアーヌは一瞬息を忘れた。

　だから、この人は……とよぎった思いを肯こう定ていするように、言葉が続く。

「母と親交のあった彼女だけが『彼らが国を裏切るような真ま似ねをするはずがない』とかばい、死を嘆なげいてくださった。そしてオルデンへと嫁とつがれる際、密ひそかに連れていってくださったおかげで、私は『アルベルト』になったというわけだ」

　最後はどこか嘲あざけるような響きをまとったかと思うと、リリアーヌの喉のど元もとから冷たい感触がすっとひいた。

　アルベールが短剣を遠ざけたのだ。

　代わりのように近づいた唇くちびるが、吐息が、熱く耳朶をくすぐった。

「──それでもなお、おまえはこの国を選ぶのか？　リリアーヌ」

「……ッ」

　直接頭の中へと吹ふきこまれるような囁きが、肌ばかりでなく、心まで震わせる。

　身体の芯しんを駆け抜けた戦慄わななきに耐たえるように、リリアーヌは固く瞼まぶたを閉じた。

　──彼が裏切ったんじゃない……ロワールが、裏切ったんだ。

　この国がアルベールから両親を奪うばい、オルデンが彼に新たな居場所を与えた。

　幼いアルベールの胸に植えつけられた復ふく讐しゆう心と恩義に応こたえる術すべが、黒鷹への潜せん入にゆうであり、ベルナルドに尽くすことなのだ。

　そう、わかってしまった。理解できてしまった、自分がいた。

　──知らなきゃ、よかった……！

　知らなければ、彼を憎にくみ続けられた。信じられない思いと、今まで育ててきた誇りの狭はざ間まで軋きしむ苦しみなど、知らなくてすんだ。

『さあ、選べ』と紫むらさきの瞳ひとみが告げているのが、目を瞑つぶっていてもわかる。

「リリアーヌ」

　そそのかすように名を呼ぶ声に、リリアーヌは痛いほど唇を嚙かみ締しめたあと、ゆっくりと瞼を押しあげた。

　小さく揺ゆらぐ、けれど強い決意を宿した緑の双そう眸ぼうを正面へと戻もどすと、息を吞のむほど近くにある顔をまっすぐに見上げた。

「それでも……それでも、わたしはこの国を信じる」

　レオンを信じている。

　たとえ自分がこのまま無実の罪で断罪されても、彼ならどれほどかかっても汚お名めいを雪そそいでくれる。自分も護まもるべき一人だと言ってくれた、レオンなら。

　だからこそ、覚かく悟ごもできている。

「わたしはどんな状じよう況きようになったとしても、あなたの手はとらない。あなたと同じ道は歩かない。アルベール」

　きっぱりと言い切ったリリアーヌに、面のようだったアルベールの眉まゆがぴくりと動いた。

「──それほどまでに、この国が……いや、あの王子が大事か」

「……」

　答えはすでにだしたと無言を返せば、再び首元に手が伸のびてくる。
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　びくつきそうになる身体からだをぐっとこらえていると、長い指がすっと首筋をなでた。

「いっ──」

　瞬しゆん間かん、じくりと走った痛みにあがりそうになった声を吞む。

　そんなリリアーヌの目に、赤く濡ぬれた指先が映った。

「なるほど」

　血を拭ぬぐった指先へと落とされたまなざしが再びからみあい、じわりと細められる。

　が、ふっとそらされたかと思うと、アルベールはおもむろに踵きびすを返した。そのまま、音もなく歩み去っていく。

　垣かい間ま見みえる横顔が、知ったばかりの過去とあいまって先ほどの幻げん想そうと被かぶって見え、腕うでが追ってしまいそうになる衝しよう動どうを懸けん命めいに抑える。

　やがて、音もなく開かれた扉とびらのむこうにアルベールが消えた時、リリアーヌは緊きん張ちようの糸が切れたようにずるずるとその場に座りこんでいた。

　焼きついた姿を消すように、ぎゅっと目を閉じる。

　しかし、振ふり払はらえない面おも影かげと同じくらい、いや、それ以上に忘れられない手の力強さがあるのだ。

　あの手が信じられないのなら、銀狼の青を纏まとう資格はない。

「わたしは、あなたとは違ちがう」

　今度こそはっきりと別たれた道に、今だけだから……とリリアーヌは膝ひざを抱かかえて蹲うずくまると、小さく肩かたを震ふるわせた。




　そうして、悶もん々もんとした気持ちを整理しきれないままやってきた夜を眠ねむれずにすごした翌朝、王おう妃ひの宮は常ならぬ慌あわただしい気配に包まれていた。

「なにか、あった……？」

　状況のわからないもどかしさを覚えたリリアーヌの耳に、騒そう々ぞうしい足音が届く。迷うことなく部屋の前までやってきたそれは、居い丈たけ高だかな声とともに中へと踏ふみこんできた。

「リリアーヌ・ブノワ。おまえの身み柄がらを移す」

　なにを聞く余地もなくひったてられたリリアーヌは、そのまま宮をあとにした。
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　夜が明けて間もない早朝、薄く靄もやに包まれた薔ば薇ら園えんをいく影かげがあった。

　むせ返るような芳ほう香こうの中、あたりをうかがいつつ慎しん重ちような足どりで歩を進めていたそれは、中ほどで立ち止まると二度三度と首を巡めぐらせ、生いけ垣がきに埋うもれるようにしゃがみこむ。

　再び姿を現した時、人ひと影かげの両手には今まで持っていなかった箱のようなものがおさまっていた。そして、さきほどとはうって変わった急ぎ足で、もときた道をひき返していく。

　薔薇の生け垣を抜ぬけた人影は、その足で薔薇園を見み渡わたすことのできる東あずま屋やへとはいっていった。

「……ございました」

「そう……開けてちょうだい」

　礼とともにさしだされたそれに、急せかしたような声がかかる。

「──どうぞ」とすこしの間をおいてあがった声に、張りつめたような静せい寂じやくが落ちた。

　やがて、しゃらり、と重たくもさざめくような音に続いたのは、ほう……という安あん堵どしたような溜ため息いきだった。

「ああ……ええ、間ま違ちがいないわ。こちらが偽物よ」

　その言葉を待っていたように、東屋の周囲を複数の気配がとり囲んだ。

「だれだッ」と誰すい何かがかかるかかからないかのうちに響ひびいたのは、朗々たる青年の声こわ音ねだった。

「やはり、首くび飾かざりの一件はあなたの自作自演だったのですね……王妃陛下」




「やはり、首飾りの一件はあなたの自作自演だったのですね……王妃陛下」

　潜ひそんでいた物もの陰かげから姿を現したレオンの視線の先で、王妃がいつも穏おだやかな顔をひきつるようにこわばらせた。その繊せん手しゆからじゃらっと石造りのテーブルの上に零こぼれ落ちたものが、日陰にあっても緑や白銀の輝かがやきを返している。

「ッ、エドワール殿でん下か！　王妃陛下の御ご前ぜんで無礼でしょうッ」

　王妃に唯ゆい一いつ付き従っていた侍じ従じゆうが、はっと自失から立ち戻ると、こちらの視線から王妃を遮さえぎるように東屋の入り口を塞ふさぐ。

「おまえか、王妃陛下の実家の口くち利ききでアルベールとともに王宮へあがったっていう侍従は」

　しかし、レオンは侍従を一いち瞥べつすると、邪じや魔まだというように顎あごをしゃくった。

「どいてもらおうか。オルデンの犬に用はないんでな」

「な…っ」

　言い放たれた言葉に絶句した男の姿などもはや眼中になく、レオンは肩かた越ごしに背後を見返った。

「あなたもしかとご覧になったでしょう」

「……ええ、まことに残念ながら」

　かけた声に渋しぶい顔つきで前にでてきた男の姿に、侍従のみならず、彼の背後に隠かくれる王妃までもが息を吞んだのがわかった。

「宰さい相しよう……」

　零れるように落ちたか細い声は、王妃のものだ。それに打たれたように意をとり戻したのは、またしても侍従の方だった。

「さ、宰相閣下まで、これは一体、なんのおつもりです。閣下や殿下とはいえ、ただではすみませんよ!?」

「むろん、ただですませるつもりはないな。──王妃自らが国宝が盗ぬすまれたと事件をでっちあげ、挙句そこにある偽物を使って無実の人間を犯人に仕立てあげたんだ。その礼はきっちりさせてもらう」

「……なにを、根こん拠きよにそのようなデタラメを」

　ようよう事態が吞みこめてきたのか、侍従が射殺しそうな目つきで睨にらみつけてくる。

　しかしレオンは、「根拠？」と男の虚きよ勢せいを鼻先であしらった。

「なら聞くが、王妃陛下の手元にある首飾りはなんだ？　あの晩、つけておられたのとそっくりだとお見受けするが」

「これは、イザベルさまの個人的な持ち物で……」

　とりつくろった表情でされる苦しい言い訳に、喉のどの奥から笑いがこみあげてくる。

　それは、こんな者たちに振り回されていたのか、という自じ嘲ちようにも似たものだった。

「なら、部屋にしまっておけばいい。こんな薔薇場所園に埋めてなんかおかずにな」

「っ」

　そんなところから見ていたのか、と怯ひるんだ侍従に「隠さなきゃいけないようなものだったってことだろ」とたたみかける。

　笑えみさえ浮うかべるレオンに、侍従は嚙かみつくように声をあげた。

「あれは……我々が隠したのではありません。あそこに隠されていたものを、たまたま見つけただけのこと！」

「さっきと言ってることが違うのに気づいてるか？」

　呆あきれ混じりの指し摘てきに、今度はむこうが勝ち誇ほこったように顎をあげた。

「この場を穏おん便びんにおさめるために使った方便であることもわからないのですか？　あなた方のように確証のないことをあげつらう真ま似ねは、イザベルさまの嫌きらわれるところですから」

「では、『王妃の個人的な持ち物』と言ったのは、はっきりしたことがわからない状じよう況きようで騒さわぎたてるのをよしとしなかったため、だと」

「そのとおりです。このようなものがイザベルさまの薔薇園に隠されているなど、この方を陥おとしいれようとしている者の仕し業わざに相そう違いありません」

　レオンの確かく認にんに、勢いづいた侍従が舌の根の乾かわかぬうちに前言を翻ひるがえす。それこそ『確証のないことをあげつらっている』ことだと気づいているのかいないのか、男は侮ぶ蔑べつのまなざしを投げてよこした。

「むしろ、そちらの謀はかりごとなのではありませんか？　用よう意い周しゆう到とうに閣下までお連れになった、あなた方のね！」

　──やっぱ、そうくるか。

　うしろに隠れている王妃はともかく、この侍従には素す直なおに認めるつもりは欠片かけらもないらしい。ここをのりきればどうとでもなる、と表情が物語るのがありありと伝わってくる。

　だが、レオンとしても目の前に動かぬ証しよう拠こがある今を逃のがすわけにはいかなかった。

　ふっと息をつくと、彼はおもむろに顎をひいた。

「ああ──たしかに謀はかった」

「！　閣下、今のをお聞きに」

　一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれた侍従が、次の瞬しゆん間かん、身をのりだしてくるのを「もっとも！」と鋭するどく遮る。

「俺は噂うわさを流しただけだ」

「……噂？」

　その言葉に反応したのは、今までだんまりを決めこんでいた涼すずやかな声音だった。

「ええ、噂です。戻もどってきた国宝の首飾りが、鑑かん定ていの結果、偽物の疑いがある──そうまことしやかに広めたんですよ。この事件を仕し掛かけただろう人物が、密ひそかにレプリカを作らせていたという情報を得て」

「……」

　再び黙だまりこんだ声に構わず、レオンは先を続けた。

「本物と偽物、両方手元に持っていた犯人が、もしこの噂を聞いたら？──もしかしたら、本物と偽物をとり違ちがえてしまったかもしれないと不安に思うでしょう。すくなくとも、私なら思います。そして、宝庫の管理人に問いあわせるより先に、手元に残った方を確認しようとするでしょうね。そちらが偽物であれば、もう一方は間違いなく本物なのですから」

　だから相手が不ふ安あんに駆かられて動くのを、じっと待っていたのだ。

　部屋に隠していたら……という思いがよぎらなかったわけではない。

　だが、リリアーヌを薄うす暗ぐらい房ぼうにいれておくのをよしとしなかった王おう妃ひは、すくなからず罪悪感を抱いだいているという確信があった。

　身近にレプリカを置いておけば、その罪を否いや応おうなく意識することになる。かといって、軽々しく処分できるような代しろ物ものでもない。

　近くにも遠くにもやれないものをどうするか。自分の目にははいらない、けれど自身の支配下にあり易やす々やすと他人が立ちいらない場所に隠すのではないか──それがレオンの導きだした答えだった。

　銀狼の協力で王妃の動きを監かん視しするとともに、彼女の日常と行動範はん囲いを考こう慮りよした結果、早朝の薔ば薇ら園えんにあたりをつけ、こうして待ち伏ぶせていたのだ。

　こちらの種明かしに、侍従の表情が凍こおりついていくのを視界の端はしに留めながら、レオンは東屋の奥を見み透すかすように見つめた。

「たしかに、閣下には無理をお願いすることになってしまいましたが、それだけの根拠もありましたので」

「根拠、だと……」

　独りごちるように喘あえいだ侍従を無視して、「ギー」と背後に呼びかける。

「はいはい、っと」と場にそぐわぬ明るい調子で返したギーが、一人の男を伴ともなって前へと進みでてきた。

　きょどきょどと視線を彷徨さまよわせながら身を小さくする、薄うす汚よごれた格好の男は、ギーの言動以上にこの場にはそぐわない。

　彼の姿に侍従の表情が動いた。

「あの首くび飾かざりを作ったのは、おまえか？」

「へ、へえ……近くで見ねえとそうだとは言えねえですが」

　こちらの問いにおどおどと答えた男に、侍従がひき結んでいた唇くちびるを戦慄わななかせた。

　そう、この男こそが、ルナールに居場所を聞きだし、ギーが見つけだしてきた、偽にせの首飾りを製作した人物だった。

「そ、んなもの…っ、適当な人間を連れてきて、言わせているだけでしょう！」

　あがくような反はん駁ばくに、レオンは促うながすように男を見やった。意を汲くんだ男が、喉を大きく上下させた。

「そ、それがわしの作ったもんなら、中央の翠すい玉ぎよくの台座の裏んとこにちっさな模様があるはずです」

「模様？」

　そこまでは話していなかった宰さい相しようが、ついというように口を挟はさんだのに、男は恐おそれいったように何度も頷うなずく。

「柊ひいらぎです。柊の模様を彫ほりこんでくれってのが、指示だったんで」

　作った本人にしかわからない事実に、侍じ従じゆうがくっと憎にく々にくしげに息をつめる。それを横目にしながら、レオンは最後の一押しのための問いを重ねた。

「その仕事をいくらで請うけ負おった？」

「ここにある分でさあ」

　男は震ふるえる手で腰こしにさげた布ぬの袋ぶくろをはずすと、事前の手て筈はずどおり隣となりのギーへとさしだす。じゃらじゃらと重い音をさせるそれをギーは地面にぶちまけ、手早く数えるとここにいるだれにも聞こえる声で金額を告げた。

　袋におさめ直した硬こう貨かを男へと戻す騎き士し団長から自分の方へ視線を集めるように、レオンは「さて」と声をあげた。

「これが閣下に同席を願った理由でもありますが──ここに、今の金額と同じ額の用よう途と不明の支出金の記録があります」

　ことさら時間をかけて胸むな元もとからとりだした紙の束を、見せつけるように掲かかげ持つ。

「出所は、王妃宮」

　ここにいたって侍従の顔色は青から一転、どす黒くさえ見えるほどの憤ふん激げきを宿していた。

「聞かせていただけますか、王妃陛下。これほどの大金を、一体なにに使用したのか。そして──手元のそれに、柊の模様があるかどうかを」

　しんとした朝の空気に、毅き然ぜんとした声が響ひびき渡わたる。

　寸の間、痛いほどの沈ちん黙もくが落ちたあと、

「そう、そんな風にあなたはまわりの人間を丸めこんだのね。……わたくしの完敗だわ」

　嘆たん息そくとともに落ちた王妃の声に「王妃陛下!?」「イザベルさまッ」と、宰相と侍従が口々に叫さけんだ。どちらも信じがたさをまとっていたが、前者は愕がく然ぜんとした、後者は咎とがめるような色を帯びていた。

　コツコツと靴くつ音おとが響き、侍従の陰かげに隠かくれていた王妃がレオンたちの前に姿を現す。

「このようなことに国の宝を使うわけにはいかないと複製を用意させたのだけれど……それが仇あだになるなど皮肉なものね」

　しかし、その表情はあくまで静かで、罪を暴あばかれた悔くやしさや恥はじいるような気配はいささかも感じられなかった。

「王妃陛下ッ、なぜ、そのようなことを……！」

　反対に、苦しむように顔を歪ゆがめた宰相に、王妃は小首を傾かしげた。

「しかたがないでしょう？　わたくしとしても、関係のない者たちを巻きこむような真似はしたくはなかったけれど……彼に陛下の跡あとを継つがせるわけにはいかないのですもの」

「しかたがないなどと……王妃陛下の御み心こころは察して余りありますが、それでも殿でん下かはれっきとした陛下の血を、王家の血を継ついだお方です」

　口早に言い募つのる宰相に「ええ、それはわかっているわ」と彼女は頷きを返した。

「けれど、操あやつり人形はこの国には必要ないのではなくて？」

「操り人形……？」

　ここまで黙っていたレオンが、聞き捨てならないとばかりに眉まゆをあげた。そんな彼に、王妃は冷ややかなまなざしを投げた。

「あなたが王座についたあかつきには、フェルディナン辺境伯が王宮の掌しよう握あくにのりだしてくる──わたくしはそれを防がねばなりません。陛下の伴はん侶りよとして、民たみの母として」

「!?　お待ちください！　義父ちちは……フェルディナン辺境伯は、そのようなことを考える人物ではありません」

「いまだに彼をそう呼び、陛下を父とは呼べないあなたがそれを言うのですか？」

「そ、れは──」

　解けきらないわだかまりを衝かれ、レオンは続ける先をなくした。

　たしかに、アンリ二世を『父』と呼ぶには、十九年の歳月は長すぎた。王の子としての責務こそ背負う覚かく悟ごは固めたが、情の部分では受けいれられてはいない自分がいる。

　──だが、それとこれとは話が違う。

　だれかが……おそらくはオルデンに関係する者たちが、それを逆手にとって王妃にありもしない義父の野心を吹ふきこんだのだ。元々こちらにいい感情を抱いていなかっただけに、己おのれの信しん頼らいする者たちの言葉に素す直なおに耳みみを傾かたむけたのだろう。

「王妃陛下、どうかお聞きください。誓ちかってそのような──」

「わたくしの願いはただひとつ」

　自分はともかく、フェルディナン辺境伯の誤解だけは解かねば、とあげた声を、王妃は常ならぬ強い調子で遮さえぎった。

「輝かがやかしきロワールに、由ゆい緒しよ正ただしき王家の血を──それだけです」

　これはだめだ、と悟さとる。

　すくなくとも、今はなにを言っても耳を貸す状態にはない。

　ならば──とレオンはひき締しめていた表情に、じわりと笑えみを浮うかべた。

「そうですか……でしたら、私はこの身をかけて忠実なるロワールの僕しもべであると……陛下の子であると証明しましょう。『義母はは上うえ』」

「！」

　義母、と口にした瞬しゆん間かん、王妃の眉み間けんに深く皺しわがよる。戦慄いた唇がきゅっとひき結ばれたあと、「戻もどります」と静かにスカートの裾すそを翻ひるがえされた。

「王おう妃ひ陛下！」

「──ただ、此こ度たびのことはそなたにも詫わびましょう、銀狼の。ブノワ男だん爵しやく令れい嬢じようもすぐに解放させます」

　宰相の慌あわてたような呼びかけにも、もはや聞く耳を持たぬとばかりに一方的に言い置き、王妃は東あずま屋やをでていった。侍従も憎々しげにこちらを一いち瞥べつしたあと、急ぎそのあとに続く。

　遠ざかる二人の姿を目で追っていると「申しわけありません、殿下」と宰相が痛む顔つきでこちらへとむき直った。

「王妃はどうやら、辺境伯について誤解をされているようです。……とはいえ、このままというわけにはまいりません。折をみて陛下のお耳においれすることになるでしょう」

「……そうですか」

　思うところがないわけではないが、これ以上は自分が口を挟むべきことではないだろう、と頷くに留とどめる。

　それより、とレオンはギーへと視線を転じた。

「ルナールたちの解放を。それと」

「わかってますって。すぐにでも王妃陛下付の者をやって、彼女の身み柄がらを保護します」

　先回りしたギーが続ける。

　見み透すかされてるな、と小さく苦く笑しようしつつ、レオンは「頼たのむ」と顎あごをひいた。

　本音を言えば今すぐ自分で彼女のところへむかいたいところだが、王妃の宮へ自ら足を運べば余計な騒さわぎの種になることは明白だ。

　今後のことについて相談を、と言う宰相と連れだって本ほん殿でんへむかいながら、まずは詫びないとな、と心を別のところへ飛ばす。

　だが、これでひとまず、とレオンが安あん堵どできたのは、騎士の一人が泡あわを食って駆かけこんでくるまでの間のことだった。

「申しあげます！　リリアーヌ・ブノワはすでに監かん獄ごくへと移送されたとのことです！」

「なんだと!?」

　自分と揃そろって、隣にいた宰相が声をあげる。

「そんな指示はだしてもいないし、聞いてもいない！　第一、とり調べも終わっていない者を監獄へ移送するなど……」

　王妃が約を違たがえたのか、それとも彼女の知らないところで別のだれかが動いたのか。

「リリアーヌ……！」

　ぞくりと湧わきあがった嫌いやな予感に、レオンは即そく座ざに部屋を飛びだしていた。
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　ガラガラと走る馬車の中、リリアーヌは快適性などまったく考こう慮りよされていない座席で揺ゆられていた。

　うしろで両手を縛いましめられているせいで身体からだを支えることもままならず、窓もない車内からはどこをどう走っているか見当もつかないため、ふいの激しい揺れに肩かたを打ちつけることもしばしばだ。

　そんな中にあって彼女は、拭ぬぐいきれない違い和わ感かんを覚えていた。

　移動するとひったてられ、押しこめられた馬車は、頑がん丈じようさだけが取とり柄えの移送車だった。行き先は告げられなかったが、郊こう外がいにある監獄へでも連れていかれるのだろう。

　そこがどんな場所か話には聞いているだけに、恐おそろしさがないわけではない。

　しかし、それ以上に今の状じよう況きようにひっかかるものがあった。

「どうして、わたししかいないの……？」

　たしかに両手を封ふうじられ、動きは制限されている。外から錠じようをかける音も聞いた。あるのは御ぎよ者しや席側にある小さなのぞき窓ひとつ、とくれば逃にげ場ばはない。

　だが、仮にも罪人を移送しようというのに、車内に一人で放置したりするものだろうか？　監かん視し役が同乗してしかるべきだろう、と騎き士し団だんの中で育ってきた自分が囁ささやくのだ。

　罪人扱あつかいとはいえ一応女のため、男性しかいない兵たちは同乗してこない、という事情があったりするのかもしれない。

「けど、いくらなんでもつき添そう兵の一人もいないのは、おかしい」

　この馬車にのせられる際、周囲に騎き馬ばらしき姿はなかった。いたのは自分を連れてきた兵と御者の一人だけだ。見張りらしき兵たちが立ってはいたが、それだけだ。

　移送が御者だけということはあり得ないから、自分を連れてきた兵が御者席かどこかに同乗しているのだろうが、にしてもすくなすぎる。

　仮にも、『国家反逆罪』などという大層な罪を押しつけた人間に対する対応ではない。

　これらの違和感が、リリアーヌをひどく警けい戒かいさせていた。

「……もし、別の場所に連れてかれてるんだとしたら？」

　自分で呟つぶやいてみて、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつ。

『このままなら、おまえは早晩消されることになるだろう』

　耳の奥でこだまするのは、昨日のアルベールの言葉だ。

　このままではまずい──ひしひしと感じるが打てる手もないありさまに、リリアーヌは奥歯を嚙かみ締めた。

　なんとか拘こう束そくを解こうと試みるが、縄なわはきっちり縛しばりあげられていてびくともしない。

「っ……小刀の一本でもあればなんとかなったのに」

　なにか縄を断たてそうなものは……と車内を見回すが、当然そんなものがあるわけがない。

　なんとかこの縄だけでも、と思案している最中だった。突とつ然ぜん、高い馬の嘶いななきがしたかと思うと、がくんっと馬車が大きく揺れ、速度があがった。

「！──つっ」

　今までにない揺れにとっさに足を踏ふん張るものの、支えきれず身体ごと前へと投げだされる。狭せまい上に腕うでを縛られているため受身もとれないまま肩を強打し、リリアーヌは床ゆかへと蹲うずくまった。

「な、にが……」

　速度があがった分、揺れがひどくなり、立ちあがることもままならない。痛みをこらえ、肩を支えになんとか身を起こすが、なにがあったのかはわからなかった。

　わかるのは、この馬車が暴走しているということだけだ。

　その事実に、一層血の気がさがった。

　車輪の音と車体がガタガタ鳴る音だけが身体に響ひびき、外の様子はまったく伝わってこない。どこをどう走っているのかもわからない以上、一いつ瞬しゆんあとに馬車ごと大破してもおかしくない状況だった。

　──こうなったら…っ

　リリアーヌは歯を食いしばると、揺れに身体をとられながら扉とびらへと体当たりを試みる。

　しかし、閂かんぬきが渡わたされた上に錠がかけられた扉は、わずかにたわみはするものの開くことはなかった。木製とはいえ頑丈なだけに、扉をぶち破ることも適かなわない。

「ここで、諦あきらめられるわけないでしょ……！」

　それでも再度挑ちよう戦せんするべく身体をひこうとした瞬しゆん間かん、計ったように馬車が大きく傾かしいだ。

「きゃッ」

　足元が崩くずれるような浮ふ遊ゆう感かんがリリアーヌを襲おそった。

　それまで耳が痛いほど響いていた音が、一瞬すべてかき消える。

　直後、激しい衝しよう突とつ音とともにリリアーヌの身体が壁かべへと叩たたきつけられた。

　反射的に身を縮こまらせるが、衝しよう撃げきは殺せず、ぐっと息がつまる。それだけでは終わらず、まるで水の流れに揉もまれる木の葉のように、なす術すべもなくあちこちに身体を打ちつける。

　ようやくおさまったころには、蹲って呻うめくしかなくなっていた。

　──今の、は……

　目が回る。痛みに遠ざかりそうになる意識をどうにか手た繰ぐりよせ、こみあげてくる気持ち悪さを払はらうようにリリアーヌは緩ゆるく頭を振ふった。

　状況を把は握あくするため車内を見回そうとして、気づいたそれに目を見開いた。

「扉が、上に」

　視線をあげた先に本来あるべき天てん井じようではなく、扉が見えるのだ。どうやら暴走のはてに、横転したらしい。

「……というより、傾いでる？」

　ただ、完全に横になっているというより、車体が斜ななめになっているのに気づく。

　どうしてこんな状態で留まっているのかと訝いぶかしんだリリアーヌの手に、ふと冷たいものが触ふれる。

　え？　となんとか身体を捻ひねって背後を見下ろし、双そう眸ぼうを瞬またたかせた。

「み、ず……？」

　なぜこんなところに、と思ったのも束つかの間、どこから滲しみだしてくるのか見る見る増えていく水に、息を吞のんだ。身体が痛むのも忘れ、慌あわてて立ちあがろうとすれば、均きん衡こうが崩れたように車体がぐらりと傾ぐ。

「──っ」

　途と端たん、のぞき窓からどっと流れこんできた水に、今度こそ言葉を失った。

　冷たい水になす術もなく打たれながら、リリアーヌはやっとのことで状況を理解した。

　暴走した馬車は、横転したのではない。川へ落ちたのだ！

　のぞき窓から流れこんでくる水は留まるところを知らないどころか、車体の隙すき間まからもどんどんはいりこんでくる。

　この川がどのくらいの深さがあるのかはわからないが、このままいけば車内が水で満たされるのも時間の問題だった。そして──今の自分に、逃げ場はない。

「いっそ、大破すればよかったのに！」

　むだに頑丈な造りを呪のろいながら、リリアーヌはうしろで結ばれた手と腕で身体を支えるようにしてなんとか立ちあがった。座っていたら、あっという間に溺おぼれてしまう。

　だが、立ちあがっても、身体を支えるのが精せい一いつ杯ぱいだ。唯ゆい一いつの出入り口である扉は斜め上にあり、手も足も届かない。

「このままじゃ……」

　水はすでに腰こしの高さまできていた。

　じわじわと、けれど確実に迫せまってくる命の危機に、足元から震ふるえが這はいのぼってくる。

　どうにかしなくては、と激しい焦しよう燥そうに駆かられるが、できるのはすこしでも水から遠ざかるように座席にあがることくらいだ。しかし、水はすぐに追いついてくる。

「だれかいませんかッ」

　一か八かで声を張りあげてみるが、だれもいないのか、水音にかき消されるのか、返る声もなかった。

　それでも声をあげ続けるリリアーヌを嘲あざ笑わらうように、馬車の半分以上が水で埋うまる。
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　胸まで水に浸つかりながらどうにか上へのぼろうとするが、傾いだ座面に足が滑すべるばかりだ。それどころか踏み外した爪つま先さきが宙をかき、身体からだが水の中へと沈しずんだ。

「──ぅっ」

　喉のどへと流れこんできた水に、一いつ瞬しゆん恐きよう慌こう状態に陥おちいる。

　がむしゃらにもがいた足が再び座席を捉とらえた瞬間、無我夢中で這いあがっていた。

「はっ、げほ…ッ」

　なんとか水面に顔をだしたリリアーヌは、激しくむせ返った。

　息苦しさに涙なみだが滲にじむ。だが、息ができたことでどうにか理性をとり戻もどすことができた。

　──……冷静さをなくしたら、終わりだ。

　苦しい息の下、実感する。恐きよう怖ふに吞まれたら、自分の命を縮める結果にしかならない。

　とはいえ、すでに首の下まで迫った水は、どうしようもなく平静さを奪うばっていく。

　おちつかなくては、という思いと、どうしたら、という思いが交こう錯さくし、胸をかき乱す。

　とりあえず乱れた呼吸を整えるべく、深呼吸を繰くり返している時だった。

　カタカタ、という音が、どこかから聞こえたような気がした。水音に混じったそれは空耳かと思うようなものだったが、リリアーヌははっとしてあたりを見回した。

「……なに、今の？」

　だれか、きてくれたのだろうか。それとも、ぶつかった衝撃と水の力で馬車に歪ゆがみでもできたのだろうか。

　慎しん重ちように車内へ巡めぐらされていたリリアーヌの目が、一点で止まる。

　さきほどまでぴたりと閉じていた扉が、緩んでいるような気がするのだ。

　まさか……と思う。閂に鍵かぎまでつけられた扉が、衝撃ごときで開くとは思えない。

「けど──試ためしてみる価値はある」

　見み間ま違ちがいだったらだった時だ。ほかにどうにもできないのだからやってみればいい。どのみち残された時間はもうない。

　リリアーヌは幾いく度どか静かに深呼吸したあと、大きく息を吸いこんだ。そのまましゃがみこむ形で水の中に身体を沈め、一気に両足をうしろへ蹴ける。

　その勢いを借りて扉へむかい、押し開けるように肩かたをぶつければ──すこしの抵てい抗こうのあと、扉は緩やかに開いた。

　──！　開いたッ

　なぜ、と胸をかすめるが、今は考えている暇ひまはなかった。足を動かし、懸けん命めいに馬車の外へ泳ぎでる。

　視界の端はしを黒い影かげがよぎった気がしたが、リリアーヌには目で追うような余よ裕ゆうはなかった。

　車内から逃のがれ、馬車を足場にさらに上へむかおうとする。

　しかし、水を吸った服は重く、スカートが足にまとわりついてうまく動けない。おまけに縛られた両手では水をかくこともできなかった。

　──あと、ちょっとなのに……！

　水面が光を弾はじいて揺ゆらめいているのが見える。見えるのに、身体は前へ進もうとはしないのだ。逆に、下へ下へとひきずりこまれるような感覚を覚える。

　──だ、め……息が……

　息苦しさに、視界が霞かすむ。ごぼり、と口から空気が溢あふれた。

　──ごめ……、……オ、ン。

　ここで自分が命を落とすようなことになれば、優やさしい彼はきっと傷つく。

　そう思うのに、足を動かしても動かしても近づかない光に、もうだめか、と力が抜ぬけた──と、急にその身体を強くひっぱりあげる力があった。

　なにがどうなっているのかわからないまま、ぐいぐいと身体が上へとあがっていく。

　さきほどまでは遠ざかる一方だった光が見る見る目の前に広がり、その中へ飛びこむようにザバァッと水面に顔をだす。

　一気に肺に流れこんできた空気に、反射的にむせる。

　そうしている間にも岸へとひっぱっていかれたリリアーヌは、足がつくころになって、ようようだれかに抱だきかかえるようにして支えられていることを知覚した。

「──大だい丈じよう夫ぶか？」

　呼吸の整わない背を、大きな掌てのひらがさする。なんとか頷うなずきながら、そのだれかへ顔をむけようとした時、リリアーヌは力強い腕うでにきつく抱き竦すくめられていた。

「まにあってよかった…っ」

　濡ぬれた首元に、温かな息が落ちる。

　その温ぬくもりと、心の底から絞しぼりだされたような声に、身体が震えた。

　顔を見なくても、わかる。この声は、この手は……

「……レ、オン」

　リリアーヌは戦慄わななく唇くちびるで、ここにはいないはずの主の名を紡つむいだ。

　応こたえるように、こちらを抱く腕に一層力がこもった。肩へと埋めるように顔をよせられる。

　濡れた服越ごしに感じる体温に、痛いほどの力強さに、これが末期の時が見せる幻まぼろしなどでないことを実感する。

　──レオン……ほんとに、レオンだ…っ

　改めて胸の奥から湧わきあがってきた想おもいに、リリアーヌは離はなれまいとするように触れた布地ヘ頰を押しあてていた。

　伝わる熱が、かかる吐と息いきが、二人の近すぎる距きよ離りを伝える。離れなければ、と思うのに、レオンから響ひびいてくる早い鼓こ動どうのリズムがどこか心地ここちよくて、されるがままになっている自分がいた。

　この腕を信じたことは間ま違ちがいではなかった──そう胸をよぎった瞬しゆん間かん、リリアーヌははっと身み動じろいだ。

「ど、して、ここに……」

　ひきつるような喉に途と切ぎれる声を絞りだし、すぐそこにある身体をなんとか肩で押し離そうとする。

　──わたしと一いつ緒しよのところを、だれかに見られたりしたら……！

　彼までむこうの思おも惑わくに巻きこまないように、あの場で離れたのだ。今の状じよう況きようがつけこませる隙すきを与あたえることになりかねない。

　それはだめだ、と離れようともがくリリアーヌを、

「大丈夫だからおちつけ」

　レオンは細い身体を押さえこむように一層抱きこんだあと、息をついてその腕を緩ゆるめた。

「だい、じょぶって──」

「おまえの疑いは晴れたってことだ」

　レオンの言葉に、思わず彼の顔を振ふり仰あおぐ。本当か、と目を見開けば、強く頷きが返った。

「どう、やって？」

「詳くわしいことはまた話すが……あの事件は王おう妃ひの自作自演だったんだよ。そいつを宰さい相しようの前で暴あばいた。罠わなを仕し掛かけてな」

　そのあと、と一度言葉を止めたレオンの眉み間けんにぐっと皺しわが刻まれる。

「おまえを解放させようとしたら、すでに移送されたって聞いてな。嫌いやな予感がして追ってきたんだ──したら、馬車が暴走したって騒さわぎだ」

　心臓が止まるかと思った、と彼の大きな手がリリアーヌの濡れた髪かみをなでた。労いたわるような、慈いつくしむような手つきに、じわりと頰ほおに熱が戻ってくる。

　と同時に、ようやく自分が助かったのだという実感に、今さらに足が震ふるえるのがわかった。

「レオン──ありがとう、助けてくれて」

　彼が助けてくれなかったら今ごろどうなっていただろう、と腕の縄を解ほどいてもらいながら川かわ面もへ目をやる。

「おまえののった馬車は暴走した結果、横よこ倒だおしになって橋の欄らん干かんをのり越こえたらしい。その時にはもう御ぎよ者しやの姿はなかったって話だ。……おそらく、何者かが事故に見せかけて、消そうとしたんだろう」

　察したようによこされた説明に、リリアーヌは改めて身み震ぶるいした。

　縄を解いた手が、そんな彼女の背をなだめるようになでたあと、瑠る璃り色いろのまなざしが気き遣づかうようにのぞきこんでくる。

「怪け我がは？」

「馬車の中であちこちぶつけたけど……」

　しばらく痛むだろうが特に怪我はない、と小さく首を左右にする。と、つと眉まゆをよせたレオンが首へと手を伸のばしてきた。

　反射的にびくっと肩を揺らしたリリアーヌに眉間の皺が深まるが、その手は止まることがない。そっとなぞるように触れられれば、首元にぴりっとした痛みが走った。

「ぃ、つ…っ」

「これは？」

　若じやつ干かん低くなったレオンの声と、じくじくと思いだしたように疼うずきだした肌はだに、あ……と得心する。

　──昨日の傷口が、さっきので開いたんだ！

　だが、アルベールにやられたなどとはとても言いだせる雰ふん囲い気きではない。

「……気づかなかった。どこかで、切ったのかな」

　前にもこんなことがあったな、と遠い記き憶おくのように思いながら、傷口をたしかめようと伸ばした指が、寸前でレオンに摑つかまれた。

　触れるな、というように握られた指先に彼を見上げれば、「おまえは……」と溜ため息いき混じりに落ちてくる。

　呆あきれたようなそれにばつの悪さを覚え、リリアーヌは小さく視線を泳がせた。

　ここは謝っておこうと口を開きかけた時、すっとレオンが頭をさげた。

　え？　と思う間に、痛みにひりつく肌へと柔やわらかな感かん触しよくが押しあてられていた。

「!?　や…っ、ちょ──」

「じっとしてろ。今は薬もないからな」

　消毒代わりだ、とそっと舌が傷をなぞる。

「──ッ」

　その感触にリリアーヌは口を突つきそうになった声を押し殺した。暴れようにもいつのまにか再びがっちりと抱きこまれていて、身を固くしてぎゅっと目を閉じ、ただ時がすぎるのを待つしかない。

　じんじんと熱いような痛いような感覚が疼く。それは傷口のせいだろうか。それとも──。

　やがて、ゆっくりと離れた唇に、ほっと息が漏もれる。

　しかし、緊きん張ちようが解けたのも束つかの間、レオンはそのままリリアーヌの肩かたへと額を預けた。

「……おまえは目を離すと、これだ」

「レ、オン……？」

「おまえはずっと俺の傍そばにいろ」

　でないと気が休まらない。

　吐息にのった囁ささやきに、とくり、と鼓動が跳はねた。

　──あ……

　今までの息苦しさや緊張からくるのとは違ちがう高鳴りに、リリアーヌは思わず雷かみなりに打たれたように立ちつくしていた。

　この感覚に──心が弾はずむような、それでいて息苦しいような感じには、覚えがあった。

　──っ、わた、し……！

　自覚してしまったものに、すっと血の気がさがる。直後、

「──おーい、そこのご両人！」

　上から降ってきた叫さけび声にリリアーヌははっと現実に立ち戻もどると、頭上を仰いだ。

「迎むかえもきたことですし、そろそろいいですかねー！」

「！　あ、れは……」

　橋の上からこちらをのぞきこむ男の姿に、目を瞠みはる。なんであの人が、という驚おどろきにそれまでの狼ろう狽ばいも吹ふき飛んだ。

「あの男…っ──今あがる！」

　舌打ち混じりの悪態を漏らしたレオンが返事を投げたあと、どこか名残なごり惜おしそうに回していた腕うでを解いた。代わりのようにリリアーヌの手首を摑む。

「いくぞ」

「え、レオン、あれって！」

　見み間ま違ちがいでなければ、橋の上で青い服の男たちに指示をだしているのは自分の上司──ギーのはずだ。

「ああ──あの男もようやく目を覚ます気になったらしい」

「それって……」

　レオンが騎き士しとしての彼を動かしたということだろうか。

「その話もあとだ。とりあえず、王宮に戻るぞ」

　だが、彼はそれを遮さえぎると、「さすがにこのままじゃ風邪かぜをひきかねん」と濡ぬれた髪をかきあげつつ、こちらの手をひいて歩きだす。

　一度に降りかかってきた事態に頭と心がついていっていなかったリリアーヌは、レオンの言葉に『そうだった』とお互たがいの濡れた身体からだを思いだすと、頭かぶりを振って彼のあとへと続いた。







　パタン──と王宮内にレオンから与えられた部屋で一人になった途と端たん、どっと襲おそってきた疲ひ労ろう感かんに、リリアーヌは重く息をついて閉めたばかりの扉とびらへと背を預けた。

「……あの騒ぎが王妃さまの自作自演だったなんて」

　王宮へと戻る道すがらレオンが話してくれたことのあらましは、予想していたよりも単純でいて、ずっと気が重くなるようなものだった。その背後にはオルデンの影かげが垣かい間ま見えるだけに、なおさらだ。

　けれど、悪いことばかりだったわけではない。

　今回の一件で宰相をはじめとして王宮の主だった者たちに、ことを暴あばいたレオンの実力は周知されるはずだ。

　それに……とレオンの傍に当然のようにあった男の姿をリリアーヌは思い浮うかべた。

「……銀狼はこれでレオンにつく」

　あの団長を彼が揺ゆり動かしたのだ。自分の兄たちと同じようにギーを評価している者たちは、彼に従い、レオンの剣けんとなり盾たてとなるだろう。

　今は腐ふ敗はいしきった銀狼という組織も、レオンがそれを許しておくはずがない。これから大おお鉈なたが振ふるわれることになるはずだ。

　そうすれば、彼らはレオンにとって心強い味方になる。

　だが──喜ばしいはずのそれに、どこか胸にさす影があった。

「……」

　自らの身体を静かに見下ろす。

　鮮あざやかな青いレディンゴートは、女性の外出着を元に作られたリリアーヌ専用の銀狼の制服だ。今は濡れて紺こん色いろにも見える生き地じに痛むような顔つきで指を滑すべらせたあと、リリアーヌは再び嘆たん息そくするとタイへと手をかけた。

　しっとりと冷たい布を解ほどき、近くにある椅い子すへとかける。ついで、重く濡れたレディンゴートの釦ぼたんをはずして脱ぬごうとするが、べったりとまとわりつき、それだけでも一苦労だ。

「い、た…っ」

　なんとか腕からひき剝はがそうとしたところで、肩に鈍どん痛つうが走る。

　あちこち打ちつけていた身体を思いだせば、今さらに節々が痛みを訴うつたえはじめ、リリアーヌは顔を顰しかめた。

　レディンゴートを脱いでブラウスの上からそっと肩に触ふれてみれば、濡れた感触を通して熱を持っているのが伝わってくる。

「……稽けい古こをはじめたばっかりのころは、毎日こんなんだったっけ」

　腫はれるくらいですめばいいが、と思いながら、脱いだそれも椅子へとかけた。

　ぽたり、と落ちた水すい滴てきが絨じゆう毯たんにシミを作るのに、そういえば……と沈しずんだ馬車での出来事がふいに甦よみがえった。

　結局、あの時馬車の扉が開いた理由はなんだったのだろう。

　帰る道すがらレオンにも聞いてみたが、彼は橋から飛びこんで溺おぼれていた自分を助けただけだと言っていた。また、レオンが駆かけつけた時には、近くに人らしき姿はなかったという。

　だとしたら、やはり衝しよう撃げきで鍵かぎが壊こわれたということだろうか？

「でも、そんなことって、あるの？　けど、そうじゃなかったら……、あ」

　考えこんでいたリリアーヌの脳のう裏りに、車内から抜ぬけだした時、視界をかすめた黒い影がよぎる。

　やはり、だれかが……と思う傍から浮かんできたのは、『彼』の姿だった。

「まさか、ね」




「──なにが、まさか、なんだ？」




　自らに言い聞かせるように呟つぶやいた瞬しゆん間かん、割ってはいった声に、リリアーヌはぎょっと背後を振ふり返った。

「ずいぶんな気の抜きようだな、リリアーヌ」

　そんな教えをした覚えはないが、と扉からは死角になる位置からことさらゆっくりと歩みでてきた、今まさに思い描えがいていた姿に、ぎくっと表情がこわばる。探さぐるように腰こしへ伸のびた手に、触れるはずのものがないことを思いだし、きつく拳こぶしを握にぎった。

「アルベール……どうして、」

　ここに、と言いかけた先を吞のみこむ。彼にとってこんな場所に忍しのびこむことくらい容た易やすいことだ。

　代わりに牽けん制せいするように睨にらみつけるが、その足は止まることなくこちらへむかってくる。

「あの王子さえ邪じや魔まをしなければ、くる必要もなかったのだがな」

　こちらを上から下まで見やってどこか忌いま々いましげに呟いた彼に、リリアーヌはどういう意味かと眉まゆをよせかけ、はたと瞠どう目もくした。

「邪魔って……もしかして、あの馬車の暴走を仕組んだのはっ」

「私だ」

「！」

　間かん髪はつをいれずに認めたアルベールに、声をなくす。

　水中で扉を開けたどころの話ではない。あの事故自体、彼が仕組んだものだったのだ。

　アルベールが近づいてくる分だけ、じりじりとうしろへさがる。

　剣もなくフォルスもレオンのもとにいる今、頼たよれるのは自分の身だけだ。けれど、それも万ばん全ぜんとはいかないのは、自身が一番よくわかっていた。

「……止とどめをさしにきたの？」

　リリアーヌの低い唸うなりに、アルベールは「また、それか」と目を眇すがめた。

「『そんな真ま似ねができると思っているのか』？」

「っ、じゃなかったらあんな真似……！」

　以前、『殺すのか』と聞いた時と同じ答えに、だったらどういうつもりだとかっとする。それに水をさしたのは「あの扉が偶ぐう然ぜん開いたとでも思っているのか？」という科白せりふだった。

「……え？」

「あれも私だ。おまえを人知れず連れていくためにな」

「なに、を……」

　無意識に頭を振りながらさげた足の踵かかとに、かたっと椅子の脚あしがあたり、行く手を阻はばまれる。

「川に落ちた馬車からのっていた者が姿を消せば、だれもがそのまま流されたのだと思うだろう。おまえに罪を被かぶせて死んだと見せかけることで帰る場所を奪うばえば──私の手をとらざるをえなくなるだろう？」

　薄うすく笑えみさえ浮かべてされた種明かしに、ぞくりと冷たいものがリリアーヌの身体の芯しんを駆け抜けた。

　危険を察した本能に駆りたてられるまま、即そく座ざに扉へと身を翻ひるがえす。

「──ぅっ」

　が、肩かたに走った激痛に、リリアーヌはびくりと身体をこわばらせた。

　動きを読んだアルベールが、一足早くその腕うでを摑つかんだのだ。

「……次は、こんなものではすまないぞ」

「な、にを…っ」

　耳元で囁ささやいた低い声こわ音ねに、ぞくりと背中に震ふるえが走る。それでも負けじと横目で睨みつけた紫むらさき色いろの輝かがやきは、冷ややかな熱を孕はらんでいた。

「あの王子が大事なのなら、今すぐ手をひくことだ」

「！」

　突つきつけられた言葉に、心臓が跳はねた。

　瞠目したリリアーヌとは対照的に、アルベールの双そう眸ぼうがすっと細められる。

「どんな状じよう況きようになっても、この手はとらないと言ったな？」

　ならば、その手も離はなすべきだ──声の冷たさとは裏腹に、今まで腕を摑んでいた手が怪け我がを労いたわるように肩をなで、包みこむ。

　濡ぬれて張りつく布越ごしに触れる掌てのひらは、まるで素す肌はだに触れられているようで……その温ぬくもりに、肌が戦慄わなないた。

「……それは、どう、いう」

　鼓こ動どうがうるさいほどに高まるにつれ、手足から熱がひいていく。それがなおさら彼の熱を意識させる中、かろうじて絞りだした声は、自分でもわかるほどに震えていた。

「自分でもわかっているはずだ」

　よせられた唇くちびるが耳じ殻かくをくすぐるのに、リリアーヌは肩を竦すくめた。

「このまま傍そばにいれば、おまえはあの王子の弱みになる。おまえが──」

　あの王子を危険に晒さらす──。

　吐と息いきのようなささめきが、染しみこむように身体中に広がり、胸に落ちた。

　……薄うす々うす、感じていた。

　彼の傍にいるから、自分が危ない目にあうのではない。自分がいるから、彼が危機的状況に陥おちいるのではないか、と。

　──だったら……わたしがいることに、なんの意味があるの？

　しかも、彼の傍には今はギーが──真の銀狼騎き士し団だんがついているのだ。

　揺れる瞳ひとみをひたりと見つめるアルベールが、追い打ちをかけるように『それでもここにいるのか』と目顔で問いかけてくる。

　鼓動が速い。濡れた衣服を纏まとう身体からだが、ひどく重かった。

　胸の奥底までのぞきこんでくるような、すべてをからめとろうとするかのような紫色の輝きに息苦しさを覚えながら、リリアーヌは力のはいらない手で間近にある身体を押しやった。

「……だとしても、あなたの手をとる理由には、ならない」

　たとえ、レオンの手を離すことになったとしても……自分は彼を裏切らない。

　そんな思いを目にこめる。

「だからもう、関かかわらないで──これ以上、惑まどわさないで…っ」

　リリアーヌは声を振り絞しぼると、ぐっと彼を押す手に力をこめた。

　その手をアルベールが摑んだかと思うと、逆にひきよせられる。次の時、手の甲こうへと落とされた柔やわらかな感かん触しよくがあった。

「──っ」

「ならば……私がただのアルベールになれば、おまえはこの手をとるのか？　リリー」

　手へと口づけを落としたまま、よこされたまなざしに息を吞む。

　それは、深く青い輝きとは似て非なるもので……。

　違ちがう。

　駆け抜けた思いに、言われた言葉の意味を考えるより早く、リリアーヌはアルベールを振り払はらうようにして手をとり戻もどしていた。

「──そこまで私を拒こばむか」

　さきほどの熱を孕んだ囁きとはうって変わって温度をなくした声に、リリアーヌはただ頭かぶりを振るしかなかった。

　頭の中がぐちゃぐちゃで、思考がまとまらない。なにを言われているのかすら、よくわかってはいなかった。

　そんな彼女をじっと見み据すえていたアルベールが、ふっと口元を歪ゆがませた。

「まあいい。もう、おまえの意思は関係ない。──こうなれば、おまえが信じるものごと、奪うまでだ」

　楽しみにしているがいい、リリアーヌ。

　愉しげにすら聞こえる声で告げると、彼はすっと手を伸ばしてきた。リリアーヌが身を退ひくより早く彼女の前まえ髪がみをかきわけ、額に唇を落とす。

「な──」

　もはやあまりのことに言葉もない彼女をよそに、アルベールは笑みを残して身を翻した。

「待っ……アルベール！」

　はっと我に返ったリリアーヌが今のはどういう意味だとあげた呼び声は、パタンと閉じられた扉とびらに弾はじかれ、虚むなしく部屋の中に響ひびいた。
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　窓から射さしこむ月明かりが、寝しん台だいの上に広げられた銀狼騎き士し団だんの制服に青い影かげを落としていた。

　銀の縁ふち取どりが施ほどこされた高たか襟えりのレディンゴートは長衣コートの形を模し、白いウェストコートとズボンの代わりは白いスカートに同色のサッシュ。

　色や形は違えど憧あこがれの騎士服を纏うのは、喜びであり名めい誉よであり……重たくもあった。

　しっとりと湿しめった生き地じに指を滑すべらせたリリアーヌは、ひとつ息をついて指先を握にぎりこんだ。

「ありがとう。すこしの間だったけど、着られて嬉うれしかった」

　だれかに語りかけるように呟つぶやくと、「じゃあね」と寝台に背をむける。

　クン、と鳴らした鼻を手に押しつけてきたフォルスに、リリアーヌは小さく笑って、柔らかに頭をなでた。

「別に、あの人に言われたからじゃない。自分で、そう決めたの」

　だれに言われるまでもない。これ以上レオンの傍にはいられないと、自分が一番わかっていた。

　一度目は、王宮へたどりつかせてなるものかと、彼をおびきだす道具にされた。

　二度目は、彼の失しつ脚きやくを狙ねらった罠わなにはめられたばかりか、危ないところを身体を張って助けだされた。

　レオンを護まもるために傍にいるにもかかわらず、二度までも彼を陥おとしいれるために利用されたのだ。

　幸い、どちらもレオンに怪我はなかった。

　けれど──次は？

　もしかしたら、自分を助けようとしたばかりに、命を落とすことになるかもしれない。

「そんなの、本ほん末まつ転てん倒とうじゃない」

　なにより……と気がつけば指先がなぞっていた首の傷きず跡あとに、リリアーヌは唇を嚙かんで指を握りこんだ。

　ぐずぐずしていたらそれだけ立ち去りがたくなる。「いきましょ」と未練を断たち切るように狼おおかみを促うながした。

　銀狼騎士団の団長宛あてに辞やめる旨むねをしたためた手紙と、レオンに宛あてた詫わびの手紙は机の上に並べて置いてある。朝になればだれかが気づくだろう。

　さすがに、あわせる顔はなかった。いや、違う──彼を目にすれば決心が鈍にぶってしまいそうで、怖こわかったのだ。

　音をたてないよう、静かに扉を開ける。

「……ごめんなさい」

　許してほしいとは、言えない。レオンの居室へと繫つながる扉がある方へむかってせめてもと勝手を詫び、歩きだそうとした時だった。

「なにがだ？」

「！」

　突とつ然ぜんすぐ近くから聞こえた声に、びくっと動きが止まる。

　さっと見回した室内にはない人ひと影かげに、まさか、と扉のむこう側をのぞきこめば、壁かべ際ぎわに佇たたずむレオンの姿があった。

「よお。こんな夜中に、どこいくんだ？」

　茫ぼう然ぜんと立ちつくすリリアーヌをよそに、レオンは腕うでを伸のばすと開いていた扉を押した。軋きしみをあげた扉がパタンと閉まれば、二人の間を遮さえぎるものは、もうなにもなかった。

「どう、して……」

　かろうじてあげた声に、レオンは壁に背を預けたまま小さく肩かたを竦めた。

「戻ってきてから、どうも様子がおかしかったからな」

「……お見通しってわけ」

　自分では普ふ通つうにしていたつもりだったのに、と表情を硬かたくしたリリアーヌに、彼は「そいつがな」と軽く顎あごで示した。つられて視線を落とした先にあったのは、ぴったりとより添そうフォルスの姿だった。

「そんだけおまえのことを気にかけてりゃ、気づくだろ」

「フォルス……」

　なにかあるといつも傍そばにいてくれるから、かえって自分では気づけなかった。そしてレオンもまた、それに気づくだけこちらを気にかけていてくれたのだ。

　そのことを嬉しいと思う心がある反面、そうさせてしまう自分ではだめなのだと、刺ささった棘とげがじくじくと痛む。

　こうなった以上、逃にげるわけにはいかないと、リリアーヌは意を決してレオンとむきあった。

「わたしは、」

「剣けんの誓ちかいを破るのか？」

　しかし、レオンに機先を制される。

　責めるような強い響きに、彼は自分を必要としてくれているのだと、胸が震ふるえた。

　──……でも、だめ。

　レオンの想おもいに応こたえ得うるものが、今の自分にあるとは思えない。

　リリアーヌは負けてしまいそうになる気持ちを奮いたたせるように、ひたとレオンの双そう眸ぼうを見つめ返した。

「あなたを危険な目にあわせるだけの護衛になんの意味があるの？　わたしには──護衛を名乗る資格なんてない」

　それでもこれ以上は危き惧ぐしたとおり決心が揺ゆらいでしまいそうで、リリアーヌは言い捨てるように告げて即そく座ざに踵きびすを返した。

　が、駆かけだそうとした足は、一いつ瞬しゆん早く捕とらえられた手首に阻はばまれる。

「っ、離はなして！」

「……それで、おまえはあの男のとこへいくのか」

　振ふり払はらおうとした手に、一層の力がこもる。同時に、低く唸うなる声が夜や陰いんに落ちた。

「え？──」

　無視できない気き迫はくを帯びたそれに、なんの話だと思わず振り返る。しかし──

「──おまえが俺に剣を返すというなら、俺も後こう継けい者しや候補を辞退する」

　続いたレオンの科白せりふに、そんなものは跡あと形かたもなく吹ふき飛んでいた。

「は？　え……なに、言って……」

「王にはならないって言ったんだ」

　耳を疑う以前に、言われたことが頭にはいってこない。啞あ然ぜんと呟いたリリアーヌへ、レオンはなんでもないことのように繰くり返した。

　ただ、こちらへむけられた怖いほど真しん剣けんなまなざしには、噓うそや脅おどしの色は一いつ切さいなかった。

　レオンは、本気なのだ。

　理解した瞬しゆん間かん、リリアーヌは離れようとしていたのも忘れて、摑つかみかかる勢いで食ってかかっていた。

「レオン！　あなた、なに言ってるかわかってるの!?」

「ああ。俺は、人を見捨てるような人間になりたくないんでね」

「だったらっ……どうしてそれが、後継者候補を辞退するなんて話になるのよ！」

　ひき止めるように上着を摑んだリリアーヌの手に、上からレオンの手が重なった。

「おまえが今言ったんだろ」

「わたしが？　なにを……」

「大多数のために、時には少数を見殺しにしなけりゃならない。それが王なら、俺には到とう底ていむいてない」

　おまえが危ない時に放っておけってのは、そういうことだ。

　淡たん々たんと続けられた説明に虚きよを衝つかれたリリアーヌは、レオンを凝ぎよう視ししたあと、ゆるゆると頭を振った。

「そんなの……比べること自体、間ま違ちがってるでしょ」

　自リリ分アーヌと国、どちらが重いかなどわかりきったことだ。たかが護衛の一人にすぎない自分のために、国を見捨てることの方が間違っている。

「俺にはどっちの重みも同じだ」

　しかし、さも当然のように言うレオンに、リリアーヌはますます激しく首を振った。

「ならっ、王になってよ！　そんな風に……数字や駒こまとしてじゃなく、人を人として見ることができるあなた以外に、相応ふさわしい人なんていないじゃない！」

　顔をあげ、叫さけんだ直後、強く肩をひきよせられた。踏ふみ留まる間もなく、広い胸むな元もとに閉じこめるように抱だき締しめられる。

「だったら、おまえも傍にいろ」

「レ、オン……」

「俺はわがままだからな。手にしたものを、ひとつたりとも手放す気なんてない」

　おまえが必要なんだ──。

　最後に吐と息いき混じりに囁ささやかれた声は、どこか懇こん願がんにも似ていて……最初は小さく、けれど次し第だいに広がる波は紋もんのようにリリアーヌを激しく揺さぶった。

　──っ……どうして、この人は──

　今のも、あの川辺での言葉も、味方としてという意味だ。それ以上の想いなどあるはずがない。

　そう、わかっているのに──胸に甘やかな痺しびれが広がっていくのを止められない。失って間もないからこそ、この感覚がなにをもたらすのか、いやというほどにわかってしまう。

　レオンとともにあったことで薄うすれていった痛みが、いつのまにか彼の色へと変わりはじめていた。

　──だめ、なのに……

　今すぐこの手を離して、彼と距きよ離りをとるべきだ。

　これ以上、離れがたくなる前に……彼に、どうしようもなく惹ひかれてしまう前に。今ならまだ、錯さつ覚かくですむ。

　なのに、手はレオンの上着を皺しわになるほどきつく握にぎりこんでいた。

「……莫ば迦かじゃ、ないの」

　彼にとも自分にともつかず落ちた悪態に、レオンがくつりと喉のどを鳴らす。

「莫迦でもいいさ。それでおまえが手にはいるならな」

　そのまま戯たわむれのように、こめかみに口づけられた。

「な…っ」

　かっと頰ほおに血がのぼる。とっさに強く身体からだを押し返すが、背中に回った腕に阻まれ、拳こぶしひとつ分の距離を空けるのがせいぜいだった。

　その距離を埋うめるようにレオンがのぞきこんでくるのに、恥はずかしさと居たたまれなさで顔を逸そらす。これ以上見つめられたら、必死に胸の奥に沈しずめようとしているものまで暴あばかれてしまいそうで、恐おそろしくもあった。

　だが、「リリアーヌ」と有う無むを言わさぬ響ひびきで名を呼ばれ、リリアーヌは渋しぶ々しぶ面おもてをあげた。

「おまえは、俺の味方だろう？」

　からかうような色は鳴りを潜ひそめ、真しん摯しな瞳ひとみがただひたむきにこちらを射い貫ぬく。

「……卑ひ怯きようだわ」

　そんな問われ方をしたら、頷うなずくほかないではないか。

　リリアーヌは唇くちびるを嚙かんで目を伏ふせたあと、ひとつ息をつくと今は闇やみに沈む瑠る璃り色いろの双眸を見返した。

「……だったら、もう、わたしを助けたりしないで」

「そいつは無理な相談だ」

　間かん髪はつをいれずに返った答えに、思わずレオンを睨にらみつける。

　しかし、敵もさるもの、譲ゆずる気配は一ひと欠片かけらもない。

　──勝手なんだから……

　そう思うのに、気を緩ゆるめれば口元に浮うかんできてしまう笑えみは、なんだろう？

　去ることも許さない。護まもることも止やめない。

　ならば、自分にできることはひとつしかなかった。

「──それなら、わたしが強くなる」

　静かに突つきつけた覚かく悟ごに、レオンは一瞬目を見開いたあと、ひどく嬉うれしそうに破顔した。

「ああ。なら、俺はそれを待とう」

「待ってなくていい」

　今度はこちらが即座に言い返せば、彼の片かた眉まゆが物言いたげにあがった。

　が、レオンがなにかを言う前に、リリアーヌは先を続けた。

「追いつくから。だから、あなたはあなたの道をいけばいい」

　束つかの間、睨みあうように見つめあう。

　やがて「なるほど、な」とレオンが笑声混じりに顎あごをひいた。

「わかった。──だったら、遅おくれずについてこい」

　その顔に眩まぶしげに目を細めたリリアーヌは、緩んでいた腕うでから抜ぬけだすようにして膝ひざを折ると、騎き士しの礼でもって応えた。

「──かしこまりました」

　強くなる。

　幼いころに誓ちかった想いとは形が違ちがってしまったけれど、王たるに相応しいレオンの姿に改めて深く心に誓う。

　この人を支え、護ることができる自分になりたいと……いや、なるのだと。

　……だから、この想おもいは胸の奥底に沈めてしまわなければならない。二度と浮きあがってこないように。

　そもそも、想ったところでどうにもならないのだ。彼を王にと望むのなら、なおのこと。

　そう、必死で言い聞かせているのに──。

「とはいえ──」

　レオンは声の調子を低いものに変えると、ぐいっとリリアーヌの腕をとった。強ごう引いんに立ちあがらされたかと思うと、再びひきよせられる。

「俺としては、おまえには別の形で隣となりにいてほしいんだがな」

「別の、形……？」

　吐息混じりの囁きが、肌はだを震ふるわせた。ひきつる喉でかろうじて絞りだした声に返ったのは、色めいた笑みと、

「こういうことだ」

　ふいに唇へと落ちてきた口づけだった。

「──！」

　押しあてられた感かん触しよくと熱に、リリアーヌは零こぼれ落ちんばかりに目を見開いた。

　突とつ然ぜんのことに頭が真っ白になっている間にも深くなった交わりは、柔やわらかに下した唇くちびるを食はまれたあと、緩やかに解ほどける。
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　焦しよう点てんがあわないほど間近からのぞきこんでくる瞳を、しばし茫ぼう然ぜんと見返したリリアーヌは、次の瞬間、かっと頰に血をのぼらせた。

「なっ、なにを……！」

「わからないなら、もう一回するか？」

　押し返そうとしたレオンが再び近づいてくるのに、慌あわてて大きく首を振ふる。

　彼は狼ろう狽ばいするリリアーヌにくつくつと喉を鳴らすと、彼女の顔を両手で挟はさみこんだ。そのままこつん、と額と額を突きあわせる。

「俺は、騎士としてだけじゃなく、『リリアーヌ・ブノワ』のすべてがほしい。──ひたむきで、頼たのもしくて、そのくせ危なっかしくてほっとけない、おまえが」

　おまえはどうなんだ、とまっすぐ注がれるまなざしに、痛いほどに心臓が高鳴る。その鼓こ動どうは、熱は、きっと彼に伝わってしまっているだろう。

「……わ、たしは、」

「まあ、聞かなくてもわかるけどな」

　その証しよう拠こに、リリアーヌがなにも言わないうちに、レオンは凄せい艶えんな微笑ほほえみを浮かべた。

「おまえも、俺のことが好きだろ。──目が、そう言ってる」

「っ」

　目を逸そらすこともできず、心を暴かれる。

　自覚したばかりの心は正直すぎて、隠かくす間も逃にげる暇ひまもなかった。

　けれど……このまま流されるわけにはいかないのだ。

　リリアーヌは痛いほどに拳を握ると、小さく首を左右にしながら、その手でレオンの胸を押し返した。

「リリアーヌ？」

「……だけど、わたしは騎士だから」

　その一言に、すべての想いをこめる。

　レオンの言うとおり、自分は彼が好きだ。

　しかし、恋こいを覚えるより早く抱いだいた夢は、簡単には捨てられない。ようやっと、その夢に手をかけた今、まだ自覚したばかりの淡あわい想いだけでレオンの手をとることはできなかった。

　いつか離はなされてしまうかもしれない手より、いつまでも彼を傍そばで護ることのできる力が、今はほしい。

　そんな想いをこめて、強く見つめ返した双そう眸ぼうがこころもち見開かれたあと、

「そうか……そう、だな」

　軽い嘆たん息そくとともに頰に添そえられた手が離される。

　リリアーヌは遠ざかっていく温ぬくもりにすこしでも寂さびしいと思ってしまった自分を叱しつ咤たして、ますます固く手を握った。

「──だが、これだけは覚えておけ」

　しかし、完全に離れてしまう寸前、長い指がひっかけるようにこちらの顎を捉とらえると、再び吐と息いきが触ふれあうほどの距離でのぞきこまれる。

「俺は諦あきらめるつもりは毛頭ない」

　レオンの唇が、薄うすく笑えみを刻んだ。

「今度はおまえから欲しいって言うくらい、惚ほれさせてやるよ」

「な…っ」

　艶つやめく囁ささやきに、思わず絶句する。

　けれど、まっすぐで自信に溢あふれた表情は──どこまでもレオンらしかった。

　こんな時でもこの人は……と思ってしまえば、自然とこみあげてくる笑いを抑おさえることはできなかった。

「──やれるもんならね」

　そう簡単にそんな日はやってこない、という思いをこめ、リリアーヌもまた艶然と微笑みを返す。

　そんな二人の勝想負いの行く末は、まだだれにもわからなかった──。







　あとがき




　こんにちは、岐川新です。

　陰いん謀ぼうと騒そう乱らんの渦うず巻まく王宮で、レオンの護衛として憧あこがれの騎き士し（未満）生活をスタートさせたリリアーヌですが、一ひと癖くせも二ふた癖くせもある面子メンツに囲まれて、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとはいかないようです。

　かくいう作者自身が、一番彼らに振ふり回まわされるはめになったのは、間ま違ちがいありません（苦笑）「なんでこんなにキャラが多いんだ……」（それでも当初に比べて減った方ですが）からはじまり、「どうして、これはこんな面めん倒どうな性格をしてるんだ！」とパソコンの前で唸うなることもしばしば……。

　自分に彼らを扱あつかいきれるのかとハラハラしましたが、なんとか形にして皆みな様さまにお届けすることができました。




『この三角関係、命いのち懸がけ！』をコンセプトにはじまったこの作品でしたが、レオンとアルベール、どちらかが霞かすんでしまったりしないようにしていくのはなかなか大変でした。「このままだと彼のインパクトが弱いです」と指し摘てきされて出番を増やしてみたり……。

　作者としてはどちらにも平等に愛を注いだつもりですが、皆様はどちらが好みだったでしょうか？　リリアーヌと一いつ緒しよにどきどきしてもらえたら嬉うれしいです。




　最後に、お世話になった方々にお礼を。

　素す敵てきなイラストで物語に花を添そえてくださった、くまの柚ゆず子こ様。鮮あざやかなカラーは言うに及およばず、挿さし絵えのいきいきとしたリリアーヌたちをありがとうございました。文章だけでは表現しきれない、それ以上に魅み力りよく的な彼らの姿に、改めてイラストのすごさを実感する思いです。今回の表紙も凜り々りしい上に色っぽくて、どんな風になるのか楽しみです。

　また、担当様方には色々とご迷めい惑わくをおかけしました。なかなか一筋縄なわにはいかなかった作品ですが、こうして無事形になったのも編集部の方々を含ふくめた皆様の支えがあったからです。本当にありがとうございました。

　そしてなにより、この本を手にしてくださった方々に最上級の感謝を。

　短い間でしたが、おつきあいをありがとうございました！　なにかすこしでも皆様の心に残るものがあれば、この上ない幸せです。

　願わくは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように──。


岐川　新　　
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　じりっと剣けんを片手に身構えながら、間合いを計る。

　一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなせない相手に隙すきを探さぐるが、当然のごとく見あたらないそれに、リリアーヌは密ひそかに歯は嚙がみした。

　──だけど、ここで負けるわけにはいかない。

　迷いを払はらうように意を決すると、リリアーヌは相手の懐ふところへ飛びこむように大きく踏ふみこんだ。その勢いをのせて上段に構えた剣を振ふりおろす、と見せかけ、手首を返すと剣を旋せん回かいさせ、横合いから切りこむ。

　だが、相手の方が一枚上手だった。フェイントを読んだ剣がすばやく翻ひるがえると、リリアーヌの刃やいばを受け止める。と同時にその剣を押し下げ、こちらの動きを封ふうじた上で切っ先を眼前へと突つきいれてきた。

「っ」

　避さけるよりも早く迫せまった閃ひらめきが、ぴたりと止まる。間を置かずあがった「それまで！」という声に、すっと剣がひかれた。

　それまでの緊きん迫ぱくしたやりとりが噓うそのように、最後は呆あつ気けなくついた勝敗に茫ぼう然ぜんとするリリアーヌに、一礼した相手がにっと笑えみを浮うかべた。

「俺の勝ち、だ」

「レ……殿でん下か」

「約束は守ってもらうぞ」

　よくもさんざん逃にげ回ってくれたな、と獰どう猛もうな獅し子しを思わせる表情を閃かせたレオンに、リリアーヌは無意識のうちに足を退ひいていた。

　ここで彼の手をとれば捕とらわれる──わかっているからこそ臆おくした彼女に、レオンは軽く目を細めた。

「ギー、こいつを借りてくぞ」

「どーぞどーぞ」

　大おお股またで踏みこんできたかと思うと、立ち会いをしていたギーから応こたえが返るか返らないかのうちに腰こしに彼の腕うでが回される。

「なっ、きゃ…っ」

　逃げる間もなく、無造作にレオンの左ひだり肩かたへと担かつぎあげられた。

「ちょ……おろしてください！」

　反射的に彼の肩に手をかけ抗あらがうが、

「暴れんなよ。なんなら、横よこ抱だきにでもしてやろうか？」

　よこされた言葉に、抵てい抗こうの力が緩ゆるむ。この体勢でさえ人目をひくというのに、抱きかかえられて王宮内をいくなど冗じよう談だんではない。

　その怯ひるみを見み透すかしたように、レオンはリリアーヌを担いだままさっさと訓練場をあとにする。助けを求めるように団長を見やれば、さっさといけ、と言わんばかりにひらひらと手を振られた。

『逃げずにむきあえ』

　声にはせず動いた彼の口が告げる。レオンに対してだけではない忠告に、リリアーヌはきゅっと唇くちびるをひき結んだ。

　そうこうする間も、レオンの足は止まることはなかった。

　すれ違ちがう人々がぎょっとしたように目を見開き、慌あわてて礼をとる。そして、彼がとおりすぎたあと、なにごとかとまじまじとこちらをうかがうのがわかった。

　それはそうだろう。いつもは颯さつ爽そうと王子のあとに従っているリリアーヌが、その王子に抱かかえられているのだ。訝いぶかしく思わないはずがない。

　当のレオンは気にした風もないが、この状じよう況きようで平然としていられるほど図太くはなかった。

　常にレオンの傍そばにあり、怠おこたらぬ努力でその実力を示し、時と手間をかけて周囲に自分を認めさせ、『獅子の薔ば薇ら』とまで言われるようになった今、当初のような好こう奇きや忌き避ひのまなざしをむけられることはほとんどなくなった。

　ひさしぶりに浴びる視線の数々に、リリアーヌにできたのはこれ以上余計な衆目を集めないよう、レオンの肩の上でじっと耐たえることだけだった。

「──ああ、やっと捕つかまったんだね」

　バン！　と前まえ触ぶれもなく開いた扉とびらに驚おどろきを浮かべて振り返ったテオドールが、リリアーヌの姿を目に留めて破顔する。

「ああ、やっとだ」と返したレオンに、彼は心得たように頷うなずくと、入れ代わるようにして部屋をでていってしまう。

「あ……」

　ここにいて欲しいという思いも虚むなしく、扉が閉まる。二人きりになった室内で長なが椅い子すにおろされたリリアーヌは、否いや応おうなくレオンとむきあう形になった。

「さて、と……約束どおり、ひと月後の夜会にはパートナーを務めてもらうぞ」

「だけど、それは……！」

「騎き士しが一度交かわした約束を破るのか？」

　反はん駁ばくを遮さえぎってよこされた言葉と強い瑠る璃り色いろの輝かがやきに、リリアーヌはそっと歯嚙みした。

　──なんで、あんな勝負にのったりしたの……！

　それしか方法がなかったとはいえ、自ら塞ふさぐ形になった逃げ道に、数時間前の自分を罵ののしりたくなる。

　ひと月後の夜会──それは、特別な宴うたげだ。

　今からひと月後、病びよう床しようのアンリ二世がいよいよ王座を退き、レオンが即そく位いする運びとなった。その夜開かれる宴は、新国王の披ひ露ろ目めと祝賀を兼かねた国をあげての一大行事だ。

　その場でレオンのパートナーを務めるということは、すなわち『未来の王おう妃ひ』と目されるということ──。

　レオンから打だ診しんを受けた時、はじめての夜会の時とはわけが違うと、リリアーヌは当然辞退した。

　後こう継けい者しや争いを制したとはいえ、庶しよ子しである彼は後うしろ盾だてが弱い。今後のことを考えれば、名のある家の令れい嬢じようがその地位につくべきだった。……どれほど、自分の心が痛もうとも。

　だからこそ、護衛の任さえ一時団長に預けて距きよ離りを置き、彼が諦あきらめるのを待っていたが、ついに捕まり、夜会のパートナーをかけて勝負を持ちかけられたのだ。

　レオンは強い。三、四度に一度勝ちを得られるかどうかの自分では分の悪い賭かけだったが、これで勝てないようなら彼の騎士でいる資格もないと挑いどんだ勝負だった。

　結果は、ご覧のありさまだ。

　レオンの騎士であるという矜きよう持じ、そうして傍にいるからこそ育ってしまった恋こい心ごころ、さらには彼を想おもうからこその自分ではだめなのだという失意──胸の中でひしめく感情に揺ゆれ動くリリアーヌに、深い嘆たん息そくが落ちた。

「おまえがなにを躊躇ためらうのかは、わかってる」

　いつのまにか伏ふせていた顔をはっとあげれば、胸の奥おくまで射い貫ぬくようなまなざしと目があった。

「けど、本当に俺を拒こばむつもりがあるなら、死しに物もの狂ぐるいで勝ちにくるはずだ。それだけの実力がおまえにはあるんだからな」

「！」

　と胸を衝つかれ、息が止まる。

　勝たなければならない。けれど、負ければそれが彼の隣となりにあることの言い訳になる。──あの時、頭によぎった気持ちを見透かされ、消えてしまいたいほどの羞しゆう恥ちに襲おそわれる。

　やっぱり自分は相応ふさわしくない。

　そんな思いに駆かられてリリアーヌが瞳ひとみを揺らした時、レオンがふっと相好を崩くずした。

「なんてな、噓だ。──たとえそうでも、勝ちを譲ゆずる気はなかった」

　とりつくろってはいたが内心はかっこ悪いくらい必死だった、と自じ嘲ちよう気味に苦笑う。

「レオン……」

「だが、さっきの言葉も俺の自うぬ惚ぼれなんかじゃないはずだ」

　そうだろう？　とのぞきこんでくる瞳に、視線をからめとられる。

「騎士として命を捧ささげられるよりも、伴はん侶りよとして命運を共にしたい──その道を、俺は選んだ。次はおまえの番だ、リリアーヌ」

　そう、力強い手がさしだされる。

　この手をとれ、と──。

　無言のまま瑠璃色のまなざしと見つめあったあと、リリアーヌは笑うように息を零こぼして、そっと目を閉じた。

　悩なやむなど、どだいむだなことだったのだ。

　選せん択たく肢しを与あたえているようでいて、レオンは答えなど求めてはいない。どうあがこうと、獲え物ものを定めた獅子から逃のがれられるわけがないのだ。

　なにより──自分はもう、とっくの昔にこの輝きに囚とらわれているのだから……

　リリアーヌはひとつの決意を胸に閉ざした瞼まぶたを押し開くと、レオンにむかってゆっくりと手を伸のばした。
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